
月

i

8

θ

7

5

・
“

9

ω

ハ

u

l

v

N

 

社団法人日本建築協会

昭和52年 12月25日発行

毎月 1回25目先行

昭和24年 3 月19日

第 3 種郵便物認可

/  

ζ ク-: dt {伝 μ1J ッ

4lfr ，b州 di s F Zι バ μ

ARCHI T E CT URE  A ND  S OCI E T Y 日 本 建 築 協 会



、
a

n

a

-

L

、
q

t



建築と社会

ARCHI T E CT URE  A ND SOCI ETY 

⑥ 1917年創刊

第58集

669号

表紙デザイン。吉引顕久 (竹 'I 'T .f方的 )

イヲリアのア ッシジ

コムーネ広場

. 1月号特集/ デザ インの動向一新旧のコントラ

スト

・2 月号特集/ 水

・3 月号特集/ 計画特集( 病院特集予定)

-
開
v

e
'

B

3

2

1

t

'

P
『

'

い

t

編集委員会 (昭和52年度 ) 0 印刷委 ｩｾ 長 ａ 印幹ＧＩ＼

編集委員長 j  備 川 隆 一 i  柳生研太郎

中 村 巾 ・計画分科会 ; ・法令分科会

編 集 理 事 ;  石W: i i I 子 ＺＶ 西尾宗 ｄｉｾ

'11 上 混 ( 小 林 奉 之 i 松 本 好 線

尼 fl¥i，'ll 周目11 五島! 日 'ifl Ｚ Ｎ 投稿暢ト ｾｮ 全

ｉｾｉ＠ fEI :光正 j  杉 本 'if :  稲 毛 政 ld

金 JI' i，'I'::: nJ l :  6 鈴 木 良 介 : 0芝 山 HE 

北 忠 利 32 j 藤 本 尚 久 : 鈴 木 武

注 目 祐 j 絵 村 茂 樹 1剥川 f，Ji 

菅 谷 fill 児 ; ・構造分科会 i ・広告企骨l嘆日告

白il 野度太郎 !  大井Ｉ， ｊｾ 二 j 阿 部 組

松 村 俊 三 i  木 本 英 ls : 0尾 fl¥ii'l 四自11

三iili 二三日1 j  中 塚 的 i 問 団 満 夫

山 田 幸 一 : 6中 東 逮 PJ ;  桑 田 和 I羽

渡 辺 怠 i ・設備分科会 i  下 fiil 裕 一

編 集 委 員 ;  河崎孝太郎 (  杉 村 勝 三

・作品什働HH会 ;  戸f ｩｾ ｬｴ 隆之 :  十 倉 殺

0 大辻I ) t 王手犬 j  中 恨 芳 一 j  中 野 孝 治

後 藤 攻 :6丙村: v 1 卿 i 水 的 繁 措I

悌/，! ; [ 削 (  林 lti ii1 :  山 田 雄 祐

沢旺1 1'1

'  

: ・雌工材料分陪 ;  渡 辺 志

奈 良 鋲 - ム野 村 政 治

機 11: 辿 夫 i  古 荘 H自主it

編集人 松 針 II ?:{ 光

印 刷 II{{ 利 52 年 12 月 20 日

発 行 II{:{ 布152 ilo 12 月 25 n  

先 行 人 吉 岡 悦 二

発行所 ( 社) r l 本 建 築 協 会

阪市東区北浜 3- 37 

司I 06- 231- 9648 

仮 符 口 座 大 阪 39975

，:Pj 判所 株式会社 研 文 社

司I 06- 314- 01511It l  

大 Id 印 刷 株 式 会 社

m 06- 451- 5346: (l: l  

11 本写航印刷株式会社

'，11 06- 692- 3425 

光 価 650Pl (送料別)

CONTENTS 1 9 7 7 1 2  

特集・第24回青年技術者

S PECI AL  F E AT URE S  ON T HE  Y OUNG E NGI NE E RS  &  THEI R WOR K S  

2 作
"  ロロ 作 風 ワールド第二 ピル……一. . .・e ・- 一一一一一一一一一一一…ー設，i l'lj't!i工 . 竹中工務J占

福井大同生命ピル一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……ー設計施工 : 大林組4  

5 総

9 会

次 「建築と社会」第58! . 1S総日銭目

告 ￇｪ ＧｾＲＳ 回工高生 デザインコンクー ル人選者発表 。 建築 Ｘ 同体合同新年交礼会 。

「建築と社会」パックナンノ〈ーのおしらせ

1 0  法 令 コ ー ナ ー 1 2  0  建築協定に ついて/ 111旺l為行。「建築関係法令の研究 '6J 刊行

1 2 読 者 の 頁 l明治洋胤建築/ 柴 I日正己。新刊紹介 『だれにもわかる巡回 - 住宅の石材工

事の実際 J
o

f.ょた ちのグルー プ No. 14 r集団 K A  0  S J /佐々木袋 一

1 4  新建材紹介コーナー 21  シラス 挫材 rF U製品J / 藤川15。不燃断熱鋼板 「ダンネ γ ト③ F J /雌川法。

1 5  ス ケ ッ チ フ ッ ク 最近峻工 した新主主築 9 点 (No.l 306- 1314)

1 6 建 築 の 眼 大学における 一般教後的教育としての住教育/ 問中恒チ。Ufge と保全 のパ

ランス/ 今凶祥自1¥。

人 ｮｮ 関係の デザ イ ンＯ 償山誠 一。 近畿 ＵＰ 年の住宅史を残してはＯ須 ｦｾ 栄 一

特集 = 第24岡青年技術者

設 計部 門

1 8  
'-1-"鳴

Ｈ ｾ 五

1 9  岡 本 弘 之

2 0  喜 多 イfl キ己

2 1  小里子 為

2 2  子行lqo 久 嗣

2 3  杉 本 山 康

城山 パーク ハイム ・ 宍喰 町自然休 養 村管理セ ンター ・ ｾｾ ｮ 大学図 Ｎ ｾ ｉ ｾ 館

長 111奇大学 医 学 部 附 属 病 院 ・京 都 市 身 体 障 害 者 リ ノ 、 ピ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー

京 都 中 央 信 用 金 庫 本 府 - デ イ プ パ ー ク ゴ ル フ ク ラ フ ハ ウ ス

住 友 コ ン ピ ュ ー タ ー ビ ル デ イ ン グ ・ セ ン ト ラ ル 第 2 ビ ル ・大 分 県 教 育

会 館

シ ー モ ー ル 下 関 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ 一 計 画

兵 庫 県 栃 の 実bEi 泉 荘 ・ 兵 庫 県 立 淡 路 文 化 会 館 ・ネ'1
1戸 術 科 学体 育 館+ ク

ラフソ、 ウス

構 造 部 門

2 4  深 井 敬 ニ 某 製 鋼 工 場 の 構 造 設 立1

2 5  菅 野 n;l i一 躍 芥 焼 却 湯 の 構 造 設 計

設 備 部 門

2 6  喜多村議! . I ' - ! - 通 産 省 サ ン シャ イ ン 計 画 ソ ー ラ ー ハ ウ ス

2 7  赤 松 重 則 西 宮 市 立 病 院 の 空 調 ・術 生 設 備 の 設 計

施 工 部 門

2 8  坂 回 線 二 大 阪 府 村 野 | 崎 府 浄 水 場 築 造 工 事 に お け る 品 質 管 理 と 施 工 法

2 9  )J 券 一 弘 古 建 築 保 存 の 仮 設 計 画

計 画 部 門

3 0  竹 本 俊 平 千 葉 市内 公 団 住 宅 の 児 童 数 実 態 調 査 報 告 ・落 合 団 地 第 1 .2 ・3 ・4 ・5 ブ U ツ

ク 配 置 設 計

3 1  太田 貞 輿 t堺 市 大 仙 公 国 実 施言|ー回 . J!l f市 栄 杭 ・7出 '1
1橋 地区 再 1m発 法 本 計 画

3 2 構 造 の 頁 42 . i 也渓荷重について ( その 2 ) / 井上笠

3 4 設 備 の 頁 41 電気式フロ アヒーティン グ/ 大槻操

3 3 施 工 材 料 の 頁 41 シーリング材あれこれ/ 西村ii'i 一

3 6  若い会員の集い レポート 木伐材料とイ ンテ リア… 家具から造作までー建築材料を見る (2) / 波宮IP:vJ 子

- 稲田勲 ・姥不二夫

3 8  都 市 設 計 資 料 26 rl也域道路」の建設/ 神戸郎市設計資料研究会

4 0 月 報 日本建築協会月 1mの動き (昭和]52年10月分)

1  



ワールド第二ビル

設 計 施 工 竹 中 工 務 底

所 在 地 神 戸 市葺 合 区 磯 辺 通 り 3 丁目

敷 地 面 積 1 ，157 .06rr1 

建 築 面積 922 .40rrl  

延 床 面積 9 ，441 .03rr1 

構造規模 S R C，B  1 ， 10F 町 P 3

工 期 昭 和 51年 5 月一昭 和 52年 7 月

主要仕上

〈外部〉 出版ーー アス 7 アルト防水、軽l.t コンク リート 直

J11' ;t o  1  ｆ ンョーウインドー Ｚ｜ＱＱ ＮＮ ＮＮＮＮ 耐候刊 ｴＺＮｾｾｵ 力鋼ウ ェ ザ

ーコー ト プレスパレノ処 略 。 外袋・ ー ＢＴＷ ＱＧＱ 磁器，ｾ変タイ

ル。|持J l I1知・ ・・アルミサ y シ ム ジ ュ ラ 7 ロン仕上。

〈内部) I f 許ラ ウンジ l正 ・喰… 一外同，' l l 大型石。天 )1' .. 

ヒル石成 ｾｉ レーパー 。 ｊ よ憎附 Ｇ Ｑ ＾ 街 宣 床… ジュー タン( フ

ェルト) ⑦150 ｾ，Ａ Ｎ＠ モルタルペンキ。天 11' ，… 岩新l' 倣ir

板 T ライン工法。

フ ァッショ ン伺1"，神戸にあ って 、 アノマ レルメ ーカ

ーとして 1Z Wをリ ー ドしているワ ー Jレドのこのピ

ルは、 ｾＪＡＱ の急成長とともに、 ＱＱＨＱ 利 ＴＳ ｱ 三、 ＴＹｻ ド の

1  ml 、 2 mlにあt き、 3 mlll の 新 築 で あ る 。 li ijl 伺の

い ， Ｑ 鉄 三 Ｇｉｉ ［Ｇ ［ ｾｾ かられ幼センタ ーに 笠る辺路は、緑化

も進 み 、 急 速 に i警備 されつつあるが、 1  J則、 2 J仰

を ｦｔ めたピ ｊ レ ｬ 作 は 、 この ｊ 也域 の ＧＱ Ｇ 心 ＨｉＧｾ >;j: f7. fE とな

って い る。

ピ ｊ レの機能としては 、 Ｇ ｊ ｾ Ｎｦ完 ｐｊ ￭Ｇ ピ ｊ レではあるが 、 Ｒ

ｼ 情、 ＳＱｗｩ に、Ｇ，Ｚ Ｚ ｾ ［ I没展示場、展示 会場 をもち 、府知i



f内な性絡をもf J t - せも っている 。

J生，nに当っては、 f打、1ft とσ) ，制利l を汚え 、 1  )則、 2

HJl の 他 物 と一 体 化 し た 併 と し てHI i / J 比するよう心拍ト

け た 。 !!I J ち 1 HfJ、 2 m代河川 11 した終日占の47ft Jf滋日奇

策変タイ ｊ レと、 ｌ ｜Ｚｴ にワＭＩレドイメージとなった ｾｈｅ

れ る よ う な 曲 線 とても1成 し た ぷ.t ，' ，' を保十与しつつ、

全 体 と し て の リ ズ ム 感 が 得 ら れ る よ う 与l芭した 。

また 大 き な ぽ l伺に よ る 威 圧1.A を、手キ階のf出而の パ

Jレコニーで手11らIf 、 1  J P ，寺にショーウインドーを 同じ

す る こ と に よ り ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル に 近 づ け て い

る 。 このショーウインドーは、 山 Ｉ Ｎｦｾの， ｾｾ ｬ 絡 による

Ａａｾ 反射ガラスを使用し、非常に以やすいものとな

った。

外 恨の tlJ l紋 は 、 正 而 玄 |見|で絞られ、 一 本にエント

ラ ン ス ロ ビ ー へ と 導 入 さ れ 、 お お ら か な 出li 百i を侍

っ た ｬ 吹 き抜けの ｾｲ Ｚｮ へと ｊ 瓦 ｊｬ ｦｬ する 。 この大 Ｑ ＧｉＡ 石の

Ｈ Ｍ Ｑ い ｾ ｲｭ は、訪れる人々に、次にｽ民 ｊｬｦｊ されるフ ァ

ッ シ ョ ン へ の Hl I待 感 を限 成 さ せ る こ と を む 関 し た

ものである 。

また 一 般 ・Jqf . 階においても、 lぶをすべてジュータ

ン 政 き に す る な ど事 務 環 境の 良 t'r H: を，i! っている。

(半i ' IHコ:犬 / 竹中工務/ ，li)
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1階 平 面 図 1 :  800 ⑧ 
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福井大同生命ビル

設 計 施 工 大 林 組

所 在 地 福 井 市 中 央 3 丁目 917番地ほ か

敷地 面積 511 .25 m 

建築面積 434. 27 m 

延 床 面 積 3. 087 . 5 5 m 

精 進 規 模 S R C.  8  F .  P 1  

工 期 昭 和 51年 3 月 ~昭 和 52年 5 月

/  

1階 平 面 図 1 :  600 ④ 

向か つて全 体が広 ｾｉｾＮ 燃となるようにな閃し、北陸 約 ｬｏｭ ｘＲ Ｐｭ のＡＡＡｾ柱の・ Ｉ ＨｪＭＮ￭￭室と ｬＡｬｪｦ ＡＡｊ Ｑ のコアからな

の胤七に刈しでは lリl かるく縦しみのある外装とし り、モデ ュー ｊ レとして ＱＮ Ｖ ｭ を Ｑ ｾＩ Ｑ Ｑ した 。 乍訓 Ｉｊ J'¥. 

た。 6 - 8 附を大!日l乍命保険. f ll l工会社が使用し 、 は宅 ［ｴ 熱源ヒートポンプによる名附 ＲＮ 治 ｾＩ￺Ｇ｜Ｎ で、

{ 也は 1'i ' ) q) i 室として，11' 1凪した 。 ill 物 の 脚 え に 比 較 l' i ピJレの主 要な2' ，. l ; f さである維持作I'rr の nijf iJ!さ とj]!

(1サ泣かな歩道があるので、その短長にうるお、いの 伝の多係ド1:に対応させた 。 (i('l lll 仁 / k .fHl l) 

める“たまりＢの広 ｪｾｾ をｊｬｦ ｬ 放し、ｊＱｩ ｈ の公共料Ｚに

対 する姿勢の一 助 になるよう身えた。この地 方は

敷 地 Ij: 、IlilJ.止符¥JHI)( Ii ij の 'ICIJ5P) i' ピJ レが、工ち ;lfeぶ 令1] 1で も 指折 りの多雪地，l佐で あ り 、 本 冷J 也対策と

1
1
1で、メインストリートが折 れ曲がる地点にあり、 して 外ほは隊総モザイクタイ Jレの先付 工 法 を 採川

ill 物はその) :1:曲 した IJ j ; 肢を収り人れる ー j 了、! J j ) (に し、内 ｾｾ ｉ Ｉ も断熱には ｼ 分注 ＮｕＺ を払 っ た 。 悲準附は
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三 井 不 動 産 御 堂 筋 ビ ル ーー・・…・・・・・. . . . . .. ... 7  

設 計 日 建 設 計

施 工 大 成 建 設

服 部 時 計 府 大 阪 営 業 所…・・ … ・・・ ・… .... ・・ ・8

設計施工: h ' 1 水 主Il 設

号

日 本 経 済 新聞 大 阪 本 社……・・・・・・・・ …ーー ー. .. 9  

設計総工・竹 中 工 務 庖

ラ γ 7 ス本 社 ・中 央 研 究 所 …・・・…・・………… 9

設 計 . E計事務所ジェヰラルドラ 7 ティンダ

地 工 . 竹 中 工 務 底

日 本 生 命 線 回 ピ ル ー . . . .. . . .. .. . . . ー ー… … ー・ー. . 9  

設 計・日本生命保険不動産部 ・大林組

施 工 ・ 大 林 組

阪 急 グ ラ ン ド ピ ル・ ー. . . . ". . .. . ・・・・・・・・・・・ ・11

設計施工. 竹 中 工 務 底

肥 後 備 セ ン タ ー ビ ルー … ・… ... . . . . . . . . . 一一- 一 . 11

設 計帝人捕直大林組新日本設備計画

施 工 . 大 林 組

ワ ー ル ド 第二 ピ ル・・・・・ ー・・ー・ ー ・・ ・・・・ ・ 12 

設.l"・8車 工 竹 中 工 務 底

板 井 大 同 生 命 ビ ル… … … " . . . .... . . . ー一. . . . . ..... . . 12 

設JI' 施工ー大 林 組

商 業 施 設

サ ン マ ル ン ェ l 号 館 .. .. ..... . 。一ー・ ー・… … … … 7

設 計 . 大 ill 設 計

施 工 ・ 熊 谷 組

官 公 庁 施 設

十i I ! 川村庁合・ ーーーー ・…・・・…・………ー一 ..1

ｾ＠ ; 1 t 小 河 建 築 設 計 事 務 所

地 工 . 奥 村 組

大 阪 府 西 淀 川 答 察 署 ・

設 計 ・ 大 阪 府 建 築 制1 ・大 建 設 計

施 工 三 本 組

阪 市 消 防 局 消 防 学 校 ... . ・. . . . ー ー・・ ー ーー 1  

i設 ，:1 ・大阪市建築局 ・束畑建築事務所

地 [ : 7 ジ タ 工 業

集 合 住 宅

エ パ ー グ リ ー ン淀 川 ・・・・ ー・ ・・・ ・・ーー ー ・・・・ . 1

設 計。 !I' 上久雄主I l 築注計事務所

施 c : 熊 谷 組

エ パ ー グ リ ー ン 長屑・ ・ー・ ー ・ 一 ー… … 7

設 計 施 工 熊 谷 組

第 2 サ ンマ ン シ ョ ン 羽 村 ...• ・… … … ・・. . .. . 7  

設 ;11 ・ 京 京 主 I l 築 lli 務 所

施 工 不 二 ill 設

日本 住 宅 公 団 南 港 第 1 市 街地 住 宅… … . . . . . . . . . . . . 10

設 計 日本住宅企団関西支社市肋地位毛田・疋星置計

地 工 捕水担a 商量m鮒也限且溺磁力菰E世

大阪市営秀聖子商住宅 ・・ ・ー ー …・・・… 一 ー 10 

設 計大阪市池築応 ー内藤挫築事務所

施 に 叫j 池組、阪事11 ・栗本共同企業休

問問工業 ・モリタ雄投岩出建

設共同企業体、阪神土木 ・西図

工 業 共 同 企 業 体

日本住宅公団ｾ洲第 Ｒ 市街地住宅 …一 . ... . . . .. . 10 

設 計: 日本住宅公団関西支社市街地住

宅部 ・* 畑ill 築'1'務所

地 工 : i溺由也不動建設. 辰村組、議木工務庖

パ ス ト ラ ハ イ ム12中ー一. . . . ・・ ー ーー … … … 10

設計地工 h'l 水 処 設

日 興 不 動 産 千 里 台 ス カ イ タ ウ ン … … … 一 ー ーー 10

設計地工・戸 田 建 設

三 菱 銀 行 商 尊 上 院 察- …・…… ・・・ ー ー ー...... ..... 11

設 計 地 工 戸

教 育 ・ 研 究 施 設

主Il 設旺i

神 戸 女 学 院 100周 年 記 念 館 ... . . . . . . . .一 ー ……・ 田1

設計施工; 竹 中 工 務 庖

大 阪 府 立 大 阪 女 子 大 学一一・・……. . . . . . . ーー ..1

設 ｾｴ ・ 大阪府雄築部、昭和設計

地 工 ・ 大 末 建 設 梅 原ill 設共同企業体

不 動 建 設

英 知 大 学 図 岱館 ・聖 堂 ・ ・ ・・・・・・ ・e ・・ ・・ 5

設計施工 。藤 木 工 務 庖

会 館 ・ 福 祉 施 設

愛知県 ｾｴ 告勤労福祉会館 …ー . .  ーーーー ー ・・・ 1

設 ｾ Ｑ ・愛知県建築部 ・ 束畑主主築事務所

地 工 ; 泌 池 組

京事ｾ伝統産業会館十日図会館 …ＮＮＮ……………… Ｑ

設 計京郷市住宅局 ・川崎清十 ( 財)

挫 築 研 究 協 会

地 エ . 絵 村 組

池坊・・ … .. ... .・H ・- …. . . . . .・H ・...・ a ・- ……・・・・・…・ 0 ・・・ 3

設 計 杉 山 隆 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・ 庇 仏 ill 設

号

兵 庫 県 隙 害 者 能 力 開 発 セ ン タ ー… ..... . .・・ ・・ 6

設 計 . 兵 五11 県 ill 築 部

地 工 : 1刻 西 主II ｾ工業

藤 井 寺 市 立 老 人 福 祉 セ ン タ ー 松 水 苑・・・・・ . . 6  

設 計 . 日 辿 設 計

地 エ : I毎 仮 処 設

神 戸 市 立心 身 障 害 福 祉 セ ン タ ー ・・・ ー・ー… ー… 6

設 計. 神戸市住宅局・束畑建築事務所

施 工 : 大 本 総

高 槻 市 立 老 人福 祉 セ ン タ ー ・・ ・・・ e ・ ・・・ ・6

設 計 山 田 守 主II ｾ＠ 4> 務 所

施 工 泌 地 組

心 身 障 害 児 療 育相 談 施 設 「 奈 良 仔 鹿 園J . .ー ・ー ・・6

設 計 教 育 施 設 研 究 所

施 工 ・ 浅 沼 組

ス ポ ー ツ ・ レ ジ ャ ー 施 設

高 槻 カ ン ト リー倶楽部クラブノ、ウス …・……・・・ 1

設 計 胞 工 大 林 組

南 紀 サ ニ ー ア イ ラ ン ド ホ テ ル… … ・ ・ ・7

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 大成雄投 三封建設共同企業体

岡 山 県 津 山総 合体 育 館 一 …ー ー・ ー ... . . . . 7  

設 計. 岡山県土木部束畑建築4 務所

施 工 : 成品建設 ・浮問主II 設共同企業体

宗 教 施 設

立 正 佼 成 会 大 阪 普 門 館 ・ー ーー ー . . ....... .  ...... ... 1  

設 計 脇 工 銭 高 級

天 理 教 王 山 分 教 会- ・・・・ぃ・ ・・ ・・ー ーーー 1

設 計 ・ 井 上 久 雄 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 藤 木 工 務 庖

生 産 ・ 流 通 施 設

日 本 チ パ ガ イ ギ ー 篠 山工 場… … … ・ 一ー ーー・ 1  

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 府

奈 良 県 中央 卸 売 市 場… … … . . . " . . . . . . . …・・… . ... 4

設 計 : 日 総 設 計

総 工 . 奥 村 総

宮 崎 市 中 央 卸 売 市 場 卸 売 場 機… ・ ー・ ー.... .... ・9

設 計 . 山 下 設 計

施 工 . 熊 谷 組

スケッチブック
司.

1234. サ ンケイ 健康保険組合宝塚保長所. 1235 愛知労働金/i 11

名北支/ ; s . 1236 帝塚山学院第二体育館。1237 帝ー塚山学院図

;!at;:館。1238 ゴル7 ピルイパラギクラブハウス . 1239 オート

パックス高槻! 古. 1240 福井商事¥' 1t 問Yl:. 1241 日貿f ' 六 甲山

荘。1242. 大阪府警察本部関目別館 .......... ..... ... . ... .. .. . .. . 3

1243. ヤマカショ y ピングセンター . 1244 藤原グレートカン

トリークラブハウス. 1245 宇治税務署f. 1246. 厳松江商名古

屋支社ピ 11.0. 1247 輿紀相互銀行事務セ ンター. 1248 和歌山

地方合同庁舎. 1249. 77 ミリ ーレストラ ン キセーラ .

1250 七尾市民会館. 1251 ポーラ 7 7 ミリーヴィラ箱桜.

4  

1252.  bi 回林市立公民館 ー図書館. 1253 公立社病院. 1254 

新井邸. 1255 国立室戸少年自然の家. 1256 三宮本通ピル.

1257 久原小児科医院. 1258. 国立三瓶青年の家 . 1259 神戸

港ライナー埠頭第 7 パース上陸その他. 1260.  Y ンエーフー

ズ。 ・ 0 ・・... .. ・e ・.. ・ .....，. ... .. ・ 5  

1261 福知 山市総合福祉会館。1262. 愛知県保養福祉セ ンター.

Ｑ ＲＶＳ 財団法人結綾子 ｾｪｪ 会大阪病院 。 Ｑ ＲＶＴ 友生西養護学校校

舎等。1265 大阪府立身体障害者母子板祉会館. 1266. 社会編

祉法人京都博愛会病院精神病棟. 1267 阪神相互銀行淡路保養

所. 1268 大阪府立堺製学校. 1269 社団法人水口病院病獄。

6  

1270 高浜市庁舎. 1271 稲井法務合同庁舎 . 1272 平和町庁

舎. 1273 北海道妬鮒銀行賢山保養所. 1274. "" キノ自然休業

村セ ンター. 1275. 太陽神戸銀行金剛支庖。1276 ダイエー金

岡1);'" ョ y パーズプラザ. 1277. ワコール京都底. 1278. 7 ンシ

ョン指月. . . . . . . . . . . . ... ..... ... .... .... ... ... .. ・ ーー・・ 7

1279 学校法人勉学図第二幼椛閣. 1280 レストラン稲江。

1281 かしわ保育関. は82. ' s ill 税務署. 1283. 福井地方気象

台。 1284 宇和島市庁舎. 1285 エパーグリーン金問. 1286.  bi '  

水脳神経外科病院. 1287 太陽神戸銀行路久野望号。 ... .... 8  

1288. 1羽目グリーンハイツ. 1289.大治商i 1tアーバ ンラ イ7 .

1290 シーサイドパレス 明石. 1291 . 小杉邸. 1292 竹 野 邸 .

1293 図辺邸. 1294 緑地公闇第二ダイ ヤモ ンドマ ンション.

1295 盗凶マ ンy ョン. 1296 新光開刺繍野tuJ 社宅. .•• •. ••. 9  



建 築 と 社 会 第58集 1977年( 昭和52年) 1 月号一12月号 総 目 録

号

1297 妙見宗本滝寺妙見廟. 1298 長堀新興産ビル . 1299 日

生実業株式会社社宅。1300 岸和問市立北中学校。1301 大阪

府立第 4 特別養rri 老人ホーム. 1302 門真市立第一中学校分

校及び給食棟. Ｑ ＳＰＳ 甲南御影ハイム 。 Ｑ ＳＰ ＴＮ シャトＭｾ問 。

1305 シャトー餓見 ・0 ・・ 0 ・ .• •• ........... 11 

1306 学校法人組蔭東学園講堂。1307 神戸女子薬科大学新校

舎. 1308 一宮町立山岡小学校。1309 西二見地区公民 館.

1310. 特別養鑓老人ホーム庖国図。1311 五色町民セ ンター.

1312 平田ピノレ. 1313 重塁邸. 1314 田村畢j 側船場繊維団地

ピル ー・ ・・・・・ ・・・・・ ・ー ・ ・・・ ・・ーー・ー・・・・ 0 ・・・・・ 12 

特 別 企 画

'  
「日本建築協会60年 ・近代建築60年のあゆみ ( 写

真) J .. ..

在阪四大事務所作品 ・

株式会社日建設計/ 広砧テレビ本社ほか

株式会t Ul l : 畑建築事務所/ 小林ビルほか

株式会社大建設計/ 洛西ニュータウンほか

株式会社安井建築設計事務所/ 奈良市庁舎

日本住宅公団と建築作品ー ・・・…. . . . . . . . . ... ... .. . 9  

日本住宅公団での最近の設計方向

関西支社昭和51年竣工工事優秀施工表彰作品

甲南建設工業株式会社建築作品 … … ・ … 一 … ・9

戎工務鹿住宅作品 ・・ メープルホーム 六 甲ほか ・10

遺疎剛生建築設計事務所住宅作品 ・・ ・・・ ・・ ー10

高槻グリーンハイツ / 箕面リリーヴィレ ッジほか

デザインの動向一部分と全体

座談会「デザイ ンの動向一部分と全体 J ... ー1

岩本博行/ 西沢文除/ 樋口治/ w安秀雄/ 水谷頴

介 司 会 川 崎 げu 紙野佳人

アンケート 「デザインの動向 部分と全体 J ... 1  

・計画 ( 含造図 ) 近藤達夫/ 山地英雄/ 繰回手11

Uj!j / 西岡康夫/ 梶浦恒男 / 大西国太郎/ 井口勝

文/ 山田俊尚/ 中村ー/ 島村昇/ 吉村元労 / 杉

本正美

・建築 小角 亨/ 松村康三/ 竹 山消明/ 徳間昌克

/ 遠藤間IJ1三/ 出 江 究 / 吉村悠一/ 中筋修/ 山

崎泰孝/ 絞村賢 治/ 渡辺12和/ iffU光夫/ 束孝光

/ 太田 l径信/ 安藤忠雄/ 北島道生/ 竹本丈太郎

・インテリア ー福岡蒋久雄/ 藤川宏允/ 坪居恭平

/ 拍{ 京秀夫/ 谷本衣子/ 伊吹弘/ 中村隆一/ 平

井進/ 佐々木恋子/ 安永- !J¥I. / 山口道夫/ 山内

陸平

・インダストリア ル ・坂下前/ 日野永一/ 巽正平日

Ｏ 多聞愛笑 Ｏ 鶴岡英世 Ｏ 熊谷和良 Ｑ ＱＯ 高井 Ｍ ｾ ｉ ｉＯ

東方洋雄

まとめ ー…ーー ー

兵庫県ー その風土と建築・建築界

兵庫のイメージ ・ア ンケート ・ーー・・・ー ... .. • 2  

坂本勝比古/ 向井正也/ 茂木草介/ 光安義光

/ 村松w次郎/ 小松益喜/ 治家m/ 白川混/

山本学治/ 西山卯三/ 十河巌/ お士正附

第 1 ii! 兵庫県のI也減特性 ... . .・ .. ..一 … 2

1  . 地域づ くりを考える ー兵庫県の地域紛進 一

ｉｬＮｲＮ ｬｩ 毎宇 ｛Ｑｾ ｊ￯ … Ｒ

2 . 兵庫県の古い町並 多出| 敏樹. 2  

3 . 中国縦1' t 自動車道について 斉藤 昌之・ 2  

第 2 章 兵 庫 の 風 土 と 建 築 ・建築界一.... . . . . . . . . . 2  

一地域設計事務所 ・建設会社ア ンケートー

風土と建築一神戸/ 姫路/ 尼崎/ 笠岡/ 三回 / 洲

H  

号

本・・ ・・ ・ーー・・・・・・・ ー・…・ 0 ・・・・・……・・…・………. 2  

1  . 風土に根ざした建築

2 . 地域ド クターの可能性

3 . プレハプ化の問題

4 . 設計上・ 営業上も っとも力を入れていること

5 . 技術力の向上方法

6 . まとめー建築界のかかえている問題点

ニュータウンの管理一千里のフォロー

座談会 「ニュータウ ンの管理J ............ ・・・ 3  

井上重幸/ 北村伊三美/ 浜悶弘/ 向田博一/ 仲

鐙絞朔/ 山田俊満/ 近野正男

写真ルポ その後の千里ニ ュータウン

「定予告する生活J r移りゆ くまち」 … … … … … 3

ニュータウ ンの管理

1  公共施設 ・公共空間の管理上の諸問題.. .... 3  

近野正男/ 阪念嘉一/ 兵銅裕チ/ 杉本邦

2  ニュータウ ン管理I l ・団地管理一住みよさを求

めて ・・・・・・・・ ー …・川 仏繁 三Ｏ 五 ｉｾ｜ｦ 言 明 ー Ｓ

ニュータウ ンの動向

千里ニュータウ ン 聞発 ｾ ｊｾ 業と住民五五動 の 変遜… Ｓ

石東直子/ 船制限ー

コンクリートの品質管理と行政指導の方向

コンクリートの品質管・理! の最近の話題

i手 谷 孝一 4  

コンクリートの品質 )J; 耳Il のあり )j

工事l f . : 理者の立場から 宮 秋 利 厚 4  

施工者の立場から 三浦 康 夫.. . 4  

生コンメーカーの立場からみた問題点

・・………… l関口 賢二… 4

大阪府のコ ンクリート工法に| 刻する指持要綱 ( 笑 )

について 大 紙 孝 目IJ ・ 4

日影規制と法一建築基準法改正法

建築基準法改正法妥緋l一 日i; 診規Iltll と法

制集委μ 会法令分科会 . 5  

日最多規制による，建物の形態

制よｾ委日 会 法 令 分科 会 ・ Ｕ

建築基準法日首長規制のための 日民主チ ャー 卜・・… 5

身障者施設

司'

人間尊重の街づくり ・絡設づ くりー隊害者を 中心

とした ・・・・・・・・・ ーー ーー荒木兵一郎 ー・ 6

建築的環境のパリヤーズ ・フリー設計へむけてー

近 畿地区における心身障害者施設 ・公共施設 ・住

宅などの具体例をもとに考える ・・…一

. j 基 本 尚 久 ・田 中 直 人 . 6  

公害病忠者と生活空間保障ー水俣病忠者の場合を

中心に …. . . . . . . .. . … .. ..一 ・・・・酋村 一朗 ・ 6

中国の身障者のための工場 、上機低'i ! l .圧第二工場み

を訪ねて・ ・ー ー… … … … … … … 石東 直子・ E  

デ ンマーク スェーデ ンの老人福祉事情について

ー上 村 幸 之 .. 6  

大阪市身体障害者スポーツセ ンターの利用状況/

身障者のための「エイドセ ンター」オープン / 大阪

. キタに身障者専門の j苫誕生/ 地域社会のまん 中

に福祉工場 を / …

照 明 設 備

‘' 

号

新しい! 照明の考え方・ … … ー… … 伊藤 克三 一 7

事務所ピルにおける金光利用照明 … 佐磁 隆二 ・0 ・7

グレア- ………. . . . ・ ーー ・・中級 芳一 一. 7  

新しい光栃1・・・・・・ ・・ ・・・・ 花田 悌三 一 7  

新しい! 照明世器具

般商業用照明 …・・……・・ 藤原 約自1¥・ 7  

2. ムード照明について ……・・ 河悶 鋒典… 7

照明設備 の保守点検ー・・・ー ーー・西尾与志朗 … 7

1主市庁合の! R¥明設備 ・・・・ーー… 赤木 尚燦… 7

岡山県立法山総合体育館の開明 ・・同 次 ｾ ｉ ｉ ＮＮＮ 7  

岐阜県博物館の展示! 照明 ・・ ・・桜井 文雄 . 7  

神戸文化ホ ールの舞台照明 …・・・… 築山 敏澄 .. 7  

姫路市市民会館の鋒台照明 …・ー ;財産 朗 .. 7  

ｼ噂多地下街 の 府ｾｩｉ￬Ａ照明について … 河田 経 典… 7

埋立地における構造問題

一 大 阪 南 港 と 芦 屋 浜 を 例 と し て 一 .  

J 1 I l 立地盤と構造… … ・・ ー一 一ー・・ 貝戸 俊一 … 自

大阪南港における挫立地盤と工法… 木山 正 I珂・・ 8  

芦屋浜高層住宅プロジェクトにおける雄立地盤と

工法・・ ........... ..........ー ー. . . . 加藤 絡 造 . . 8  

滋l立地銀に 立つ上部柿造物 問題点とそ の対策 ー

.. . 石原左内 ・-，If柳英之・ B

ミニ乱開発から計画的ミニ開発へ

ミニ 開発 を々える ーー ー一一 …… 延藤安 ｾｌ Ｎ ・ ＱＰ

行政 とミニ開発の対応 誘引としての行政側 の笑

11l¥- ....... ... ... …・・・…………… 立成 良三 ... 10

ミニ開発 は い ま ・ーその構造的実態論ー・

-鮫! :川口うた/ 松村茂樹・・ . 10

1. 市街地形成からみた ミニ開発的動 I{ IJ

2.  ; 崎製構造にみる ミニ 開発の必然恒と IUl組点

3 .  ミニ開発住吉供給業者向経':;t 行動

計画的ミニ l摘発へ向か つてー若千の従案 ー

延藤安 ｾｾｌ Ｏ ＢｉＧ 川 ｩ 主哉 Ｏ 杉本 弁/ 鮫 !:川口夫 ・・ 10

1 . ケース タディ 東大阪市古凶桁禁J也

2 . 資料 タウ ンハ ウA I4例

建築における省工エネルギー化.

省エネルギーあれこれー・・ ーー・ー・前田 敏51:1 "' 11

建築における省エネルギー化の方向 ・

広 田 千I E号一11

大林組の省エネ ル ギ一作戦と大阪大林ピルハ ・…

中原 信生・ ・11

大分大学サ ンシャ イン計画実験#IJ ・・

。.J 乏友#，前 ・小l原俊平… 11

省エネルギービルへのアプローチー 阪急 グラン ド

ピル… .... . . . . .… … … ・ .. .... . .. 一中村 猛 .. .11

省エネルギ化 と安日1火災海七ピ ルへの'J.f!必19IJ ・・

....)11元 昭吾… 11

建築の熱的性能と省エネルギー… 美馬 徹… 11

「セキスイハイム」とハイム太陽熱システム ・・

Ｍ 土 井浩・ ｾ ￭Ｈ 水宏… ＱＱ

ダイ ワハ ウスソーラー D Hー l … I街 修・・ 11

ミサワホーム O型にみる省エネルギー・

市山( ¥ ｾｪ Ｚ 自 ｛Ｑ ＢＧ ＱＱ

イ ン テリア繊維製品の省エネルギー性の ｾｩｬｬ リ ・

・………・松田雄次郎・11

海外における住宅の省エネルギーの考え方…ー

・・村上周三 ・小峯裕己… 11
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第24回青年技術者 .  

中嶋 淳 城 山ノマークハイ ム ・宍 喰 町 自 然 休 養 村

管理 セ ン ター ・英 知 大学 図 書 館- ーー 12

岡 本 弘 之 長 崎 大学 医 学 部附属 病 院 ・京 都 市 身 体

障 害者リ ハビリテーションセンター ・12

喜 多隼紀 京都 中 央信 用 金 庫 本庖 ・デ ィア パ ー ク

コソレフク ラフツ、 ウス ー・ ....... .. ... ... .12 

小 野為 一 住友コ ン ビュー ター ビル デ イ ン グ ・セ

ン トラ ル第 2 ピル ・大 分 県 教育 会館 …

..12 

市嶋 久 嗣 シー モ ール 下関 ショ ッ ピ ン グセ ンター

計 画.... …・・ー・ ・一 .. . .. .. . " . . …ーー ・ 12 

杉 本 浩康 兵 庫県 栃の 笑温泉 荘 ・兵庫 県 立 淡路 文

化 会 館 ・神 戸 商科 学体 育 館 十 クラブハ

ウス ・・ ーー ・ー・ー ・ー・ー・ ・・・・ ・・・・・・・ 0 ・・・12

深 井 敬 三 某 製 鋼 工場 の精 進 設 計 ー … 一ー …・ 12

青 野 自告一 座 芥 焼却 場の構 造 設 計 ー ーー ーー … ・12

喜多村義輿 通 産 省サ ンシャイン 計 画 ソーラーハウ

ス .. . .. . . . . . . . . . . . .. . .. . ・・・ ・ ・・ ・12

赤 松 重 sIJ 西 宮市 立 病院 の 空調 ・衛 生 設備 の 設計

..... . ....・ ・・ 12

坂 田 雄二 大 阪府 村 野 階 層 浄水 場築 造 工 事に お け

る品質 管理 と 施工 法 ・… ・… … … … … 12

勝 一 弘 古 建 築 保 存の仮 設 計 画 ....... . . . . ... . .12 

竹 本 俊平 千 葉 市 内 公 団 住 宅 の 児 童 数 等 実 態 調 査

報 告 ・務 合 団地 1 ・2 .  3 ・4 ・5 プ

ロ ッ ク 配 置 設 計 ーーー ー. . . . . . . ....ー 12

太 田 貞 興 堺 市大 仙 公 圏実施 計図 ・堺 市栄 紙 、 竜

や1' 紙 地 区 再開 発 基 本 計 画 ・・ ・ ・・ 12 

建 築 の 眼

司'

f ども の自由領域 Ａｾ止領域 Ｎ 都市対鋭再 Ｃ ｊ 工 ＼ Ｑ＾ のはじめ

に思う ¥ 新大阪駅にて.

統一感 ・l曲一感 ・アイデンティティ . ピルと古い町並み. 欠

陥 ｩｬｬｾ ｊｾＱ 脳と航空 機 エ ン ジ ン 事 放の教訓 。 ＱＧ＼Ｑ らない言 葉 Ｎ

2  

闘をお ろそかに してはならない. 地価と町並み保存。 検建築

作品ときリつめられた工事Tγ . 設計する という行為. .. • 3  

ラドパー ン ・アイデアの訴し火. 主t鋭のl函ー化と町への愛才1.

恥 ￱ ｩＮ肱布限時代と ｩｬｬｾ 工 事 九「 監理 ｪ について Ｐ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ ・ Ｔ

もうひとつのタワー リング イン7 ェルノ. m犠が財産。

恥 ｜ｾ門下 ､ 企業 向 品質保証について 二 効率と設計報酬 Ｎ • 5  

，jof 庭、生極、ポーチ、門. 医師、弁議士、建築家。検 中小挫

ｾ業者 ｦｦＮ 庄 の 指噂とその反省 ｜ 大衆化と いう ニ とＮ …  6  

( 以 上、 湯川 手IJ 和 、大西 国 太郎 、大生仁雄、山口安

男)

住宅改普における学校教育の役訓. I : l 本の住宅は向 くつ く.

ill 物の直tffl . コップ一杯の水。 ....... ・・0 ・0 ・ ..... .. 7  

大学に行ってら学び続けたいと 言わせること のできる住教 if

の非を . 資源問題 と建築界。教fi のニと . 工位表の中の無理

をな くそヲ ・ ・0 ・0 ・..... .... .. ...•••..••• ••• •• 8  

小学校での( 主教 fl . 公共住宅供給の陥針¥. 入社試験の I面接.

「一式」とは何か. •••••••••••• ••••••.•••• • ••• ••••••••• .••••••••••• • ... 9  

中 学校でのｻ主 教 育 Ｎ 設計料のダ ンピン グ ｾｻｬ 制 。 住宅 Ｎ ｩｬｬｾ 設

備出身内m役不足. ー . . . . . . . . . . . . .  ・ ..... .. .. ... .10

尚等学校での住教 fi . 不況のなかでの過¥'i' i対策。怨築と文章.

維持管理的為的設備技術者を当初計両より服飾せよ . ..... 11 

大学における 一般教養的教育としての住教育. 開発と保全的

バランス. 人間関係のデザイ ン. 近後50年の住宅史を残して

は. . . . . .... .... ...... ... .  -，- - •••••• .••••.•• • .•••••• . ・・ー 12 

( 以上、 田中恒子、今西 祥 郎、横山誠 一 、 須 賀 栄一)

法 令 コ ー ナ ー

司'

110 鐙 築 確 認申 11古前 の 関 係 法 令 の 下 見 に つ い て/ 1 づくり 研 究 会J / 鈴 木三 郎 ・ ・ ・・ ・ ・0 ・… 5

平L

J  

西 川幸之柄Ii . 総 本好雄 ー・・ー… 一 … … … … … … 1

111 開 発 指 導 婆 綱 等 の一 覧 表 ( その 1 } / 西 尾祭 附。

確 認 申 請 i筒 の 関 係 法 令 の 下 見 に つ い て ( その 2 } /

西 川 幸 之 輔 ・般 本 好 雄ー・・…・ … ーー・ .  2  

112. 開 発 桁 導 要 綱 等 の一 覧 表( その 2 ) / 西 尾 宗11"

3  

113 . 開 発指 導袈綱等の一覧表( その 3 ) / 西 尾 宗 11，'[

4  

114. 確 認 rf: 1ｾ Ｍ， Ｇ ｩ 手 Ｑ Ｑ｛＼＼ Ｈ 関係法令以外の下見、協議を併

用 する ) に つ い て / 大 阪府 下 特 定 行 政 庁 . .•• 5  

ＱＱＵ 目 許可 ｲｬ Ｍ ｉ ｾ Ｍ ｮ 手順について Ｏ 大阪 府 下特定行 政 庁

6  

116 .総 合 的 設 計 に よ る 一 団地 の主I ! 築物の取り 級 い

( そ の 1 } / 山 悶 為 行ーー ーーー ー・ー・・・……・ー… ・・・ 8

117 総 合 的 設 計 に よ る 一 同地 の 建 築 物 の 取 り 扱 い

( その 2 } / 山出 為 行… … … … … … … … ・・ … … … 9

118 総 合 的 設 計 に よ る 一 団地 の主I! 築物の取り 扱 い

に つ い て ( その 3 Ｉ … タウンハウス方式 Ｏ 山国ｚＮ Ｎｾｔ

ー 10

119. 仮設，建築物に 対 す る制 限 の 緩和 ( 法 第85条 ) に

つ い て / 山 田 為 行 ・・・ ・ ・ ・・・・・ .11 

H O.建 築↑ 必定について / 山国為 行..... .・. . . … .12 

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー .  

10 .  r  S プラJ ( 下地調態用プレミ y クスプラスター ) / 山旺l幸

一。 『セラ ミタイトJ ( 不燃セラミ ック系無機質金料) / 羽

生永紀・-

11. 外装仕上材『パンタイルJ / 原尚弘. 流し延べ施工用布膏

系床下地材r U S ジプコ ンj 場内成樹 ー....... ・・ 2

12. 授透性錆止食料fネオデラスト J / 原尚弘. 鉄筋コンクリ

ート周防せい ｾｬｲｎ R - 1900J / 地内成樹・ぃ・ 0 ・ぃ・ 3

13 . 鉄筋コ ンクリート用防せい剤『ラスナイ ンJ / 場内成樹.

左官ffl "，t装材『シン コータイル ッ7 A ・BJ / 北l話会一 4

14 . セル7 レベリ ングの床下地材『アル タリートJ / 金凹宏.

耐火彼fjH ゾノライト J / 山本Jf. . .. . .. .... •• •. ••. . ・ 5  

Ｑ ＵＮ 浸透性佼水 ｾｽｪ 水 主 主 科 ｲＮ＿ ナ ｹ クスｊＯ藤川議 Ｎｲ 新越村紹介

コーナーについての報告J / 山田幸一 ..... ... ..... ・・ 6

16 . 割れないえf ラス『ユーピロ ンガラス ( P Cガラス )J / 雌川

態 。 ＼ｩ斜 Ｚ ｭ ｾ 主力ノレ ｹ ウム発地 紙 『レ ＷＷ 方ーム ｊ Ｏ 北ｽ［， Ｇ ｊ 全

7  

17 不燃外装材『ゴールデンモエ ンサイデングJ / 藤川怒. 喰

I面装飾材fセラキャスト J / 良野二自/¥.. •. .• •••• .. ••• ••••.••• 8  

18 . 内外装システム主II 材r 7 レクサラム J / 雌川怒。耐火/111(-1:

-l;IH翌f耐火チヨダウ才ールIOiJ / 雌川怒・. .. ・ e  ・ 9  

19 モルタ J レ彼務m強剤『プレコ ンJ / 山凶幸一. 施粕石*""，セ

メント娃般カル シウム板『グラサルJ / 大生仁J l t... ..... .l0

2日 『大時J 陶桜J / )，l野二U/¥. 和室不燃長尺天井板r 7 ネンテ

ンJ / 雌川主主・…. ..... ........ .... ..... .. .... .. .. ... ... .. .. .... . 11  

21. '--' ラス ill 村r F U製品J / 泌川慈. 不燃断熱鋼板fダンヰ y

ト⑮ F J / 必川窓 .. ••••• . ・・.. . . . . . ..・ e ・12

読 者 の 頁

‘' 
人間，1 . 空 間 / 上 谷 重 男 。 また ii'i え た 明 治 の 泣 政/

柴 田 正 じ ー ー・ 0 ・・ 0 ・・・……・… h ・ . . •• . •. . •.... .•. 1  

ア メ リ カ あ ん ど メ キ シ コ と ぴ あ る 記/ 森閉 J兄夫。

私 た ち の グ ル ー 7

0

No. 5 1明 治 建 築研 究 会j 柴 /]] J E L. 

2  

傾 い た 道 し る べ / 鮫 仏 法。〈建 築 技 術 者 へ の 従

言〉 私 の 建 築 技 術 者 観/ 事l' 有J主1Ip，。施 工 . 'i S;.fM!. 

上 ひ と こ と 。 私 た ち の グ ル ー プNo. 6 1騰 水 ℃ 務 的

カ メ ラ ク ラ ブJ/ 岡 田 泰 次 .... •.••.•.• . ... . •. •... 3  

ここに ぺふろや η があ って・・ / 紺 谷 英二。 私 た ち の

号

『主主築 と 社 会j に 対 す るア ン ケ ー ト の 意見。 私 た ち

の グ ル ー プNo. 9I 阪神 電鉄 美 術 班J / 福 崎 敏秋 ・・・ 6

〈新入社民の 11艮〉限られた枠 組 の な か で/ 北 津修一、

友 へ の 私 信 か ら / 北 村1問、叩つくる忍ぴ' を夢みて/

江上見色、前意向ゲの役￬Ｇ，ｾＱＯ黒品毅 、 新しい創造性を も

って/ 依藤充刻、「建設大学校」での研 修/ 小 坂 郁夫 、

多 ・ ｾｩ そして 個 Ｏ 入江 田 吉仁 、 私 たち のグループ

No.l OI 近 畿 大 学 建 築 学 科建 築 会 民 家 調 査研 究 会 J /

回 中 波ー ・ ー ーー ー ー ・・・・・ ーー ・.. ..・・ e ・・・・・・ ・7

f建築と 社 会 j に 対 す る 説 者 の 戸 ( ア ン ケ ー ト集

計結 来 )。私 たちのグルーフ・No. l l 1関 西 プ レ ス トレ

ス ト コ ン ク リ ー ト構造研究 会J / m t ' i 好広… ・・ ・8

オ ス カ ー ・ニューマ ン著「守 りや す い 住 空間，lJ を 読

ん で/ 住 凹 品二。 私 た ち の グ ル ー プNo. 121御 堂 筋

O L プ ラ ザJ / 斉 藤 容 子 ・ ーー ーー ー ー・……ー ・9

ツ ー パ イ フ ォ ー 工 法 の フ レ ー マ ー を 体 験 し て/ 森

川正 文。 私 た ち の グ ル ー プNo. 13f淀 川 の 自 然、を守

る会J / 高 間 1( ( 俊 ・ ・ ・ ・ ・ ーーー ・ーー 10

〈建築技術者Iへの提言〉児童公園考/ 下 角 喜 由 、建

築と設備lの 点 の 統 給 者 を / 香 川 英目IJ 、函 ー 性 よ り

の脱皮を / :(j- 僑 祐 倍 、 造 図 家 と 計画 へ の 参 画/ 金

岡秀 輔 、マンション 運 動 と私 / 鎌 倉 美恵子 、 上 か

らと下からと 中からと / 石 原正 、移 動 で き る 壁 /

筒 井修 ー ー ー ー・…・・… ー ・・ ーー ー ... .. ... 11 

明治洋風位ｾ Ｏ 柴田正己 。 新干 ｉ ｊ 紹介 『 だれにもわ

か る 造 凶 ・[主毛の石材工事の実際』。 私 た ち の グ ル

ープ ｎ ｯＮ Ｑ ＴＱｾ 問 ｋ A  0  S  J / 佐 々 木業 ニ ー ー…ー・ 12

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス .  

第 6 回新生II 全国大会. ロンドンから建築学生の手紙。歴史的

風土 の 保存に ｼ 期する国際会議への参加 Ｑ ｾ ｊｬＮ｜ Ｎ ・ ー 1  

中之ぬふー能セ ンタ- illt 氾4・ e  ・ ... ・・・..... 2  

千虫ニ ュー タウ ン 記念 事 業 Ｎ 大阪府紘化 推 進 構 ｾｬ ・3

第 2 回古1I l 1i 卜八rt . 第23回大阪府必E築コ ンクール。新刊紹

介/ r Ｒ 級住築上 へ の道建築法雄の恭ｾ知識 ｈ 住まいの知

忠 住 宅 設Ji の法鎚H配筋読本J ..  一 .••.• •• •• .•. ・4

日本建築協会創立60周年記念の会. 関西空港調査会創立記念

両院副i会 ・ .. ・e ・e・. . . . . . . . ••••• .... ... . .. . .. •• ••• ••• ・5

ｾＶ 回 中 之 ｊ み まつ り Ｎ 建築物に 附胤 する紋 化 施設の表彰 E  

大阪南港住宅用地の、設計コンペ' による分説. 都市問題研' 先

会論文募集. 小H骨子『高槻町民家と町並j 刊行. ・ 7  

カナダで総合住宅プロ ジェクト . r PROC E S S  AR CHIT E C  

T URE J 発刊. r77年版 木質材料商品データ集』発刊. 第 4

回日新工業主E築設計飯技 ・0 ・e ・.. .. .... •.•. •..•••.•• .. .•• 8  

コンクリ ー ト工法に l刻する指海製鋼。南紀白浜にサファ リ動

物問。 日本ill 築学会設計競技. 六甲山 ツーパイ 7 方一住宅

g  

crl l 4図よ ろず相談住宅展. 第2 回神戸市建築文化賞・ー ー11

樹 の 話 シ リ ー ズ ( ニュース側泌総) .

28.  1;ちのき/ / 剥似幹雄

29 かいづかいぷき/ 議下元之ー ー ・・・

30. あらかし/ 鈴鹿幸. .. ... .. ... .... .. .... ... .. ... .... .. ... •••••.• 3  

31 しいのき ーまてば しい/ 議下元之・ 0 ・・・

32 モリ y マアカy ア / 綴下元之・・・

ね さんごじ ゅ/ 鈴鹿幸雄

34 あお ぎリ/ /則m幹雄・

35  アメリカ でいこ / 鈴鹿幸雌

36 . むみ じ / 附似幹雄・

g  
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34 . 現 場に お け る コ ア サ ン プ リ ン グ に よ る コ ン ク

リ ー ト 強 度 試 験/ 供聖子善治・ 4  

35 . 鉄 骨 プ レ ー ス の 設 計/ 井 上 一 朗 ... . . . . . . . . . . . 5  

36 . プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト S T 版 の 設 計 例

/ 徳永雄一郎・ E  

ＳＷ Ｎ 中 京郵便局の外 ｬＺｾ 保存一明治を未来につなぐ

一 / 符 下H召霊 ー 7  

38 . 問 志 社 大 学 ハ リ ス 理 科 学 館 の 保 存/ 金 津 正 明

39 . 老 朽 ビ ル の 構 造 補 強/ 中 山 英 治 … ー一一 9

ＴＰ Ｎ お祭り広場大屋恨の解体と苦 ＱＱ 分保存 Ｏ 川口 ｾｍｪ

ー 10

41.  t自民荷重について ( そ の 1 ) / 井 上 ｾ Ｎ Ｎ Ｎ・ ＱＱ

42 . 地 良 荷 重 に つ い て ( そ の 2 ) / 井 上 位 … … 12

設 備 の 頁

‘' 31 . 蓄 熱 そ う の 計 画/ 吉 村 武 ーーー・ ーーー 2  

32 . 電 波 障 害/ 亦 司 陽 一 … … ー… . . ...ー .... •... 3  

33 . 設備機1 t i F の更新/ 奈 回 良 之 ・大 村 進 …・一 4  

34 . 冷 蔵 倉 庫 に つ い て ( その 1 ) / 山畑政徳・・・・ 5  

35 . 冷 蔵 倉 庫 に つ い て ( その 2 ) / 山知l政 徳… … 6

36 . コ ン ク リ ー ト 直 埋 ケ ー プ ル 地 工 法/ 中山中!1J 犬

7  

ＳＷ Ｎ 貯湯槽の材料と ｾｍｾ ＱＯ 糸 ｴｴ 進 ーー ー. . ... 8  

38 . 建物の排水包ーの新 シ ステム / 河 ;!t 降之・ ・ 9  

39 . ハ ロ ン1301の 消 火 設 備( その 1 ) / 西村+ 判1'11

10 

4日. ハ ロ ン1301の 消 火 設 備( その 2 ) / 内 村 拝 卿

11 

41 . 電気式フロアヒーテイ ン グ/ 大 槻 繰 … ・・12

施 工 材 料 の 頁

司'

31 . 大 阪 の 地 下 水 の 変 化 と 地 下 工 '11 / 丹羽 稔

32 樫 込 杭 の 日 止 り に つ い て / 貝 戸 俊一 一 ー 2  

33 タ イ ル の 療 治 工 法/ t.'iIi; 三 郎・・…. . . . …・. 3  

34. i成水斉IJ の 現 場 投 入 工 法 に つ い て / 永 井 康 淑

4  

35 . 鉄鋼系プレハプ住宅における! 笠ノ マネ ル に つ い

て/ 柳 生 研 太 郎 . 5  

36 . 最 近 の 地 盤 改 良 に つ い て / 中級 和 英ー .  6  

37 中京 郵 便 局 の 外 壁 保 存ー 工 事 現 場 か ら の 報 告

- その 1ー / 観 音 克 平 . 7  

38 中 京 郵 便 局 の 外 壁 保 存一 工 '1';: 現 場 か ら の 報 告

・その 2 ー / 鋭 青 克 平 . 8  

39.  リ チ ャ ー ジ ウ エ ル 工 法/ 石- ) 1: 正徳 ・古 荘 昭 怒

9  

40 . ネ ガ プ レ ハ プ 工 法 に つ い て / 野 田三 f111. ... ・・ 10

41 シ ー リ ン グ 材 あ れ こ れ/ 西 村 治ー ・ー… … 12

都市設計資料 (立計長料器究主) ・
16 . 生 活 空 間 と し て の 土 木 構 造 物 I l ・ ...... .. 1 

17. 都 市 に コ モ ン 空 間 を .......... . •.....• •. .... •... •. 2  

18 . 海 岸 ー

19 . 建 築 の 地 域 化

20 . 都 市 構 造 物 の 設 計 手 法 I … ー ……・・ .. 6  

21. 都 市 構 造 物の 設 計 手 法 II . . . . . . . . . . ー … … … 7

22 . ブ ル ー ・ウォータ 一 作 戦 1 . …一. . . . . . . . . . . . . 8  

23 .  ブ ル ー ・ウ ォ ー タ 一 作 戦 II. ・・・・・・ ・ーー - ー. . 9  

24 僑 ・・…… … ・…………. . . ・H ・. . ……- … … …・ ・11

25.  r地 域 道 路j の 建 設 ・・・・ ・・・……・一 ...・ .. .... .. 12
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若い会員の集いレポート

‘' 日 野 山サ マ ー セ ミ ナ ー ・ 「新しい乍校の 風 京」

干L

J  

/ 赤 木 図 文一 1  

建 築 と 音 楽ー 形 と 普 と 空 間 と / 瀬 戸 本i亨 ・

室川長IUJ . 山崎泰孝 . 3  

怨 築 家 の た め の み ど り 学 習 会/ JI : ...jc陀ー ・

中 岡 淳 一 ・明楽i J ' i ' ・三 原 治 敬… 4

建 築 材 料 を 見 るー ス テ ン ド グ ラ ス の 世 界一

/ 育 問 浅一 - 高 橋 道 明 ・米団法太自11... 5  

往 築 家 に 話 を 11fl <  (5) ーー漆 原 美 代 子 の イ ン テ リア

- ア ー キ テ ク チ ュ ア

/ 三 Hl i lf隆 ・竹 氏 宏 利 ・T- O' Y '" 6  

テ・イ ス カ バ ー 大 阪 ( その 2 ) 一 大 川 端 散 策・・・泉 布

観 か ら 大 阪 城 公 図 へ

/ 赤 木 閤 文 ・舞 鶴 正 治 ・河 合 度 盛 . . 7  

事11戸 北 野 町 を 行 < ... f{ ，人館 ・ロー ズ ガ ー デ ン ・

/ 中 川 一 ・長瀬光二自11 ・大屋真理II ・悩 山 登 .. 8  

音 環 境 と ア コ ー ス テ ィ y クデザイン/ 太 閤 貞 興 ・

別 所iui 志 ・今回忠七自11 ・中山f; 鴻 毅 ー1日

大阪芸能センターを考える Ｏ 桑田 Ｑ ｾｭ . 大 儒一 雄

- 佐 々 木 業 二 ・森 田 道子 .11

質 材 料 と イ ン テ リ アー家 具 か ら 造 作 ま で ー 建 築

材 料 を 見 る (2) ・. / 渡 部 朝 子 ・悩¥83勲 ・姥 不二 夫 ・.12

レ ポ ー ト

司'

集 合 住 宅 に お け る ガ ス 設 備 と 安 全

/ 大 阪 瓦 斯ー 1，3  

す べ て の 子 ど も に 水 と 土 と 太 陽 と そ し て 仲 間 た ち

をグ / 平 野 慾 司 内 海12- - - - - - 一 … … E

大 阪 市 に お け る 土地利用: f J i . 況調査について

Ｏ 伊藤干 ｄ｢ｬｾ .  1向EEl 1d幸. .. 9  

ミ ニ開発における ｉ ｾ ｉ 山と賀任 Ｏ 成良 Ｙｊ .. ......... .10 

ＡＮｉ ｾ 令住宅金＼＼ ， Ｏ長 Ｏ 迷藤剛生 ・・ ・・・ ・・ ー 10 

雑 ・ 追 悼 文

司'

年頭 の こ と ぱ

' 77年を迎えて/ 日本法築協会会長塚本猛次 ーー 1  

本 年の 抱 負

日 本 建 築 協 会 常 設 委 只 会 ・本 年 の 抱 負 / 日本建築

協 会 常 設 委μ 長 ・・……・・ ー一・・ ー.... . . 一 . •..•.. 1  

追悼文

石川' f L 三先生/ 村野藤吾・… ー ー・・・ ・・ー一 .. . 3  

平 田 作 太 郎 氏 を し の ん で/ 山本ぷ・・ ーー ………ー 3

投 稿

関 東 大 地 震 直 前 の 日 士 登 山一 満26オ の と き の 体 験

/ 安 田 誠 一... 9  

デ ザイ ン コ ン ク ー ル

野 外 ス ポ ー ツ 地 訟 の 「 セ ン タ ー ハ ウ ス 」 ーー・一 1  

維

鴻 池 新 回 会 所 の 初 公I井l・h ・……. . .. .・ H ・. . . …・…・ 6

昭 和52年 度 東 海 支 部 通 常 総 会 議 事 録… … ・…・・ 7

建 築 学 会 近 畿 支 部 設 立30周 年 記 念 行 事 「 建 築 構 造

の 耐 震 性 」 シ ン ポ ジ ウ ム 開 催…・・・……・……… 8

「コンクリー卜工法に関する指導要綱」 に 基づく

工 事 監 理 者 ・工 事 施 工 管 理 者 に 対 す る 指 定 研 修 の

ご案内

関 西 地 方 第 3 回 建 築 積tl 実 技 教 室 の ご 案 内…・ 8  

建 築 設 計 工 事 監 理 業 務 報 酬 調 査 報 告i!r-. . . . . . …… 8

枠 組 壁 工 法 ( ツ ー パ イ フ ォ ー 工 法 ) 住 宅 設 計 競 技

募 集 要 綱・...

.6. .  

ｾ＠
鐘ュ

同

号

司'

'1ミ回科庁舎主II 築工<1' 兵 l・11県答集生凹 J! l ，身咲建築工事のR. 学

会. h ' I 栖大| 期本社工場の見学. 会只の受章. 1関西地方首12 回

ill 築積算実技教宅案内. 若手附金の受領 ... .... ........・ e ・...・ 1

武/ 01( 川学院キ ャンパス を見る 。大阪府、工成人病セ ンタ- ll"!築

工事の比ザ会. Ｇ ｩｬｬｾ 材料を見る ｊ ー ステ ン ドグラス の ＱＱＱ 界

一. ill 築家に活を IJH<  ＨＳＩ ・ ･ ・ ｪｾｲ ｴ，Ｈ尖代 ｦ の イ ン テリア ー アーキ

テクチ ュ7 . 日本ill 築協会のl良市窓紹介. ' l . l l 築手帳J 紹介.

.  2  

通常総会結呆報告. 制立60周年記念の会l州出. 部 7 回新建築

J l i'副会のお知 らせ. 者F附金の受領. 外明保存の現場を見る

京都中京郵便局と同志社大学ハリス狸科学館の比学 .  A  S  

T M研修会 戸出浜シーサイドタウ ンの挫殺現場をたずねて.

日本経済新聞社大阪本社新館新築工4' のR. 'l: 会・ 0 ・ ....... 3  

定時評議只会決議お割l らせ. 京都 出向寺町茶宅とl f(文主II 泣

物的見学. ディスカ バー大阪そ の 2 大川端散策ー泉布鋭か

ら大阪城公団へ ......... .... ................ ... ........ ー .. .  4  

同立循環器病セ ンタ一新築工事的見学会. 神戸 ー北野町を行

〈… Y4人館・ローズガーデン. 完成11I Ijfr の阪急. グランドピル

的見学会(1(1 2 回). 建築データシートハ ン ドブック版発刊の

お知 らせー従来の7 ァイル差換方式的廃止一. 日本建築協会

展示窓ご紹介. 日本建築協会昭和52年度収支予f ) :. 事務J ; ，) ｬ ｾ＠

の移動0 .. .. ... ・... ・e ・ ー............ ・ 5

仮史的i ! ' l 情セ ミナー ・泌池新聞会所をR . る o ff 環t寛とアコー

スティ y クデザイ ン. 大阪ガスの L N GJ ，q 也的見学。通常総

会l制l! l l通知. 会J i の受賞. 昭和52- 3年度支部i輩出評議以町

選任. 昭和52年度日本ill 築協会J ' I ! ..'I' 会務分$ . 1昭和52年度日

本挫築協会常治委只会委只. ー ー .. ....... . . .・.. .. ..... 6  

大阪ぷ能セ ンターを身える . 日本建築協会展示窓のご紹介.

-N年技術者のみなさま へ. 通' 品総会議決報告. 会長 ・副会長

・監恨の氏名. 昭和51年度事業報特. 昭和51年度決tl 報特.

7  

本伐材料とイ ンテリアー家具から造作までー。住友不動j張中

之品ピルの新築工事の比学会. 丹波路を行 〈 菓拾いと城下

町篠山散策. 会只 の受賞 (建設大臣表彬 ) Ｎ 日本学術会議ｾ

1JJ 刷会只候補者向推せん. 第14回 r よろず相談住宅展 J ( 明

日を育てる住ま L 、) . W年技術者のみなさま へ。 はか 0 ・・ 自

北浜中央ピ J レの新築工事的見学会。同氏民族学博物館新営工

事的比ザ: 会. 大阪府' M' 村野階府浄水場築造工事的見学と実験

住宅ソ ーラーハウスをR . る . 日本"t 術会議1( 111JYI 会日倣補者

向推せん a 昭如52年度 ・建築工 '1>実務A 例会 <1(133回) ｉｾｉｈ 五

J j 拘l らせ ・ .• •••.• •.• •.•••••. ・..・ 9  

制11'1の一部改正 ( 会刊の改正) について. 会H グループw. I ' ，¥

的改正. sll 和52年茶宅見学会 ( 1(1 2 阿) 茶宅的見学 とセ ミナ

- r  ｊ［ｕｾｂ＠ . 丙翁院の:走行 IfCJ 。デ ィス カバー大阪 ( その 3 )  

北1氏。船場枠般の;1' ，主I!築を訪ね て. ｉ ｦｩ ｬＱ ｾ ，＠ )巨大守全立 ( 大仏

殿) 昭和大修旦R見'下会(2) - )j HN改修工 '1>のR. "f': . 奈良 、法降

、 ｙ 、制 ＩＵＱ 蜘 ｦ 築工抑 〉 ぽ ｆ会Ｎ 日本位築協会 の 展示 ｾ Ｎ ニ Ｇ 紛介 Ｎ ... 10 

Ifl. 風対への思惟ー外空r. 1I 作家 ・深谷光軌氏に Il IJ < 一. 行年技

術担特 ｭ 号を ＱＲ 月号にｾ延 Ｎ 神 戸 三日市街地改造' 1>' 1位プロ

ジェク トセ ミナーと A 被新築工- "的見学. ill 築8 団体合新年

交礼会. 会日忘年慰親会の中止 と rill 築 クラ ブ忘年悠親会J

ｉｾｈ Ａｬｬお知 ら せ Ｎ .. ............... ...... ... .. ...... .  .... .. ............. 11 

1(123副工向生デザイ ンコンクール入選者発 J'<. ill 築 8 同体イト

同新年交礼会. rill 築と社会J 誌パッ クナ ンバーのおしらせ

日 本建 築協 会 の 展 示窓 紹 介 ， ー

{全告側l理峨) ' Y

大阪駅前第 2 ビル・・

奈良市新市庁令 ・

ー12

街を緑に ー第7 回・・ ー .. •• •. ・・・・・・ ・・・.. . . . . . .. . 7  

H 本経済新I l H大阪本 IJ. 新社屋ー ・・・ ・ ....... ・・ e ・ 10 

月 報

‘' 日本雄築協会月 1111の動き ( 昭和51年11 月分) ー・ー ・ー・ 1  

日本挫築協会11 UI! の動き { 昭和51年12月分) ・ーー ー・ e ・ 2  

日本建築協会月 11I1の動き ( 昭和52年 1 月分) .. .....・...... 3  

日本主II 築協会月 IlII の動き { 昭和52年 2 月分) ーー・ ・・ 4  

日本建築協会 111川町動き ( 昭和52年 3 月分) ー ・ 5  

日本主n築協会月 1111の動き ( 昭和52年 4 月分) ー ・ .. 6  

日本建築協会 nlill の動き (昭和52年 5 fl 分) ......... ・ 7  

日本建築協会月間の動き ( 昭和52年 6 月分 ) .. .・ 0 ・0 ・ 8  

日本主II 築協会月1111の動き ( 昭和52年 7 fI分) ・ 9  

日本建築協会刀11I Jの動き ( 昭和5Z年 8 月分) ー・.. . . . 10 

日本建築協会月 1111の動き ( 昭和52年 9 月分) ・ーー・ 11

日本主I l 築協会月! 日iの動き( 昭和52年10月分 ) .. .... .. ...... .  12 



4 第23回工高生デザインコンクール入選者発表

日 本 建 築 協 会 主 催 に よ る 昭 和52年 度 の 標 記 コ ン ク ー ル の 入 選 者 が

下 記 の と お り き ま り ま し た の で 発 表 い た し ま す 。

な お 、 入 選 作 品 は 次 号 ( 53年 1 月 号 ) に 縄 戦 い た し ま す。

・設 計 課 題 シ ョ ッ ピ ン グ プ ラ ザ に 建 つ 「 ド ー ナ ツ シ ョ y プJ

・応 募 校 12校

・応 募 作 品 106点

氏 名 T- 校 名 えよ if 

人 選 最 優 秀 賞 小 林 汗i 之 群馬県立 j刊紙工業高等学校 3  ft， 

人 3淫 竹 内 』 芽 f二 問i 上 2 年

名砂

友 国 勝 jjlJ 大阪市制l品工業高等学校 3 年

• 日告木 3量 級 大阪府立西野問工業高等学校 3  fj'. 

。 マ ｾ ＧＺｊ ノ ｃｬ し 溜l 情l
ー上

3 年

。
新 井 7主 神奈川県立神奈川工業高等 学校 3  i r:. 

。
山 室 緩 和 同 上 3  ff. 

"  
加 縦 長 草 敏 群馬県立桐生工業向等学校 3  ir 

"  
久 米 治 美 横浜市立鶴見工業高等学校 3  '.1' 

"  
田 中 彰 彦 同 上 3  '.f. 

Ｈ Ｉｉｾｩ 不同Ｉ

「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

最 近 7 年 間 の パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お ります。

日 本建 築 協 会 会 ロ

‘ 建築 8 団体合同新年交礼会

恒 例 に よ り 建 築 8 団 体 合 同 の 新 年 交 礼 会 を 下 記 の と お り 開 催 い た

し ま す 。 相 互 廻礼 の 煩 を 省 き 、 一 堂 に 会 し て 年 頭 の 祝 辞 を 交換 い た

したいと存じます。

日 時 昭 和53年 1月4 1: l ( 水) 午後 1 時 30分 - 2 時 30分

会 場 大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル 8 階 宴 会 場 ( 東 区 内 本 町 )

会 費 2，000円 ( 当円欠席されても会費はいただきます。)

申 込 12月 15 日 ま で に 会 費 を 添 え 、 本 会 ( 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3

- 37 日 本 建 築 協 会 総 務 謀 T E  L 0 6 - 2 3 1- 9648) へ お 申 込

み 下 さ い 。 参加 者 名 簿 を 作 成 い た し ま す の で 〆 切 日 を 厳 守

願 い ま す。

昭 和52年 中 lこ 建 設 関 係 功 労 者 と し て 叙 勲 お よ び 褒 誌 を 受 け ら れ た

カ を 紹 待 し て そ の 栄 誉 を 制 し ま す 。

共 催 団 体

日 本 建 築 協 会 大 阪 府 建 築 士 会

円 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 門 本 建 築 家 協 会 関 西 支 部

大 阪 建 設 業 協 会 円 本 建 築 材 料 協 会

阪 建 築 士 事 務 所 協 会 大 阪 建 築 設 計 監理 協 会

購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231- 9648) お 申 し 込 み 下 さ い 。 な お 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す 。

年 間 購 読 ( 12冊￥ 7 ;200 '送 料 当 方 負 担 ) の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 本f，1l は欠号

¥ミ 昭和46年 (52集) 昭和47{ド(53集) H月初48年 (54集) 昭和49年 (55集) 昭和50年 (56集) 昭和51年 (57集) 昭和52年 (58集) 昭和 ＵＳ 年 ＨＵＹｾ 長 Ｉ

住宅- 60年代の

冬季オリンピ ッ

判ド

*  
デザインの動向

l  総括と 70年代の 建 築 教 育 歴史的環境保全 l頁l 汀ｲＧｾ 宣官 狂 言 . 76ー建築
デザインの動向

一新l日のコント

鼠 咋1

クとヰ ｌ 中 ｉｾ
デザインの動向

一 部 分 と 全 体
ラスト l  )'，定)

都市エネルギと
ｾ｡ ＮＮｬヒ ニュータウ

fリ1 ト! の ill 築は 主ｬＡ築基礎 ｎｾ 巡 兵庫県ーそ の風土

2  

無 公 害 化 ピ Jレ

600丹 記 念 日 ンのコミュニティ 点mの 新 建 築

の ｈ ｾｊ 組点 と建築 ・建築界

水 { 予定)

官重 J生

ど う な る か

イ ン テ リ ア 大 阪 大 林
*  *  

日本主主築協会

3  建築 ｊ ，ｾ 準法 保 護 所 作 品

医 療 絡 設

60周年記念号ーニ 術 院 ( )'-';E)  

デ ザ イ ノ ピルテ' ィング イ ン テ リ ア

ュータウンの管理

自11市 生 活 と 既成市街地のf.l : P C 板 を 使 用

コンクリート σコ

4  郎 市 交 通 un巡j レジャーと F也d量 床 工 法 と 材 料 品質管理と行政

み ど
η  

宅地! 桜備の方策 した工業化住宅
指 導 の 方 向

*  大 阪 国 際 .It 伎 ニ ュ ー

5  企 画 と 設 計 水 平1) 11'1 社会・建築・法 長l!築 l防災と法 日 ｪｾ 規制 ｬ と法

の プ ロ セ ス
ビ ル デ ィ ン グ タ ウ ン ;fl' 111司

6  解 体 工 学 ｬ ｩ Ｎｴ ｾｩＧｩ住宅の ｊ 史的
老 人 建築生肢 と流通 伺i 市の; ; ; ( 1IlIと

fii m Ｑ 也ｾ，ｾ (11，'1' 身 隊 者 施 設

コミュニティ 機 榊 の 変 符 }j'l)j J宣

0，宅 一主l ! 築家 ピ ル の ' t "i*
弘l ! 築とプレスト

7  伺1 市 と i荏 湾
*  

レストコン クリ 工 ｪｍｩｬｬｾ と技術 ! ! 日明言生 f胎

σ) i- ま L 、 エ ネ ル ギ 1ヒ
ト 柿 造

ｾｾ＠ '-7  a  

転 換 JUl の *  尚防 プレハフ '1'. 活 排 水 処 段 ｾ＠ 'Pl' NIf 巡 の

タ1I ，ｾＮＱ也 ι おける情造 ＱＺＺＱ

8  
(  . f ，f ; 中手)

新Illi 全地域ilitl と 組一大阪市港と; " ) j l浜

ニュータウン
環 境

住宅の仰造J生，11 F也設のあり方 ジ ョ イ ン ト 印刷プロジェクトー

*  
*  *  

*  *  日 本 住 宅 公 団

9  軟弱地銀と 22災 制l市住環境への
総 迭 と E邑工

人 IUJ 環境として l品 1工 f本 の

と 建 築 作 品
ア プ ロ ー チ

み ど
の タ ー ミ ナ ル J 、ードとメ 7 ト

変 貌 す る
*  

*  騒 音 対 策 と 車 ｾｩ ｾＮ防 ｊＱ ニ対 ミニ 帥H告から Jt

10 町i 市 防 災 屋十 ＧｈｾＱｩ 水工 事 の
主住 築 生 産 IJ :  1-. とキオ t斗

失敗例とその対策

ドJJ 音 材 料 策 と 断 熱 材 料 幽的ミニ i摘発へ

ｾ［＠ ]  8 回 !;s 1  9  I.!:! I  2F， 2  0  凶 ｾ＠ 2  1  1"1 ｾ［＠ 2  2  @] 第 2 3  1百l 建 築 に お け る

11 

百 年 技 術 者 j'f { f . 技術者 T'f ir 1.主鮒j f1 昨 年 技 術 者 )'f ':1:" 技術. ( f n エネルギーイヒ
，'1' "1' f . 支術者

*  ヨーロ y ノマの ピ ル 防 災 に 技術古、らみた 百ｾ 2  4 回1' r '.1' 

12  自
タ'J<

と 北 陸 の 新 建 築 集合住宅の設備

レジャー 空/ UJ
ま ち づ く り I則 す る 12 1; 1: 主l ! 築の! 問題点 技 部? 者

訂 正 と お 詫 び・11月 号 の 会 告 「 原 風 景 へ の 恩 惟 」 の 写 真 説 明 を 次 記 の 通 り 訂 正 し て お 詫 び い た し ま す。 … … 「作 品 : 京 王 プ ラ ザ ホ テ ル 7 階 屋 上 庭 園」



「建築関係法令の研究・ 6J

刊行

昭 和47年 3 月に「建築基準法令の研究」

と題して刊行されて以来、通巻第 6 号の

「建築関係法令の研究 ・6 J が、日本建

築学会建築計画委員会建築規準小委員会

( 主査 ・片 倉 健 雄 氏) によって取りまと

められ、本年 9 月末に刊行された 。

当建築規準小委貝会は、発足当初 2 年 1m

は建築基準法に 関する問題点の探索と指

摘をなし ( r 建築基準法令の研究」昭和

47. 3 、「建築関係法令の研究」昭和48. 8所

収 ) 、つづく 2 年 間 には、建築基準法の粂

文の法的解釈( コンメンター Jレ) を積み

重ねてきた (r建築関係法令の研究 ・3J 昭

49. 9、「建築関係法令の研究 4J 1I i':i 50. 9) 。

ついても、「建築関係法令の研究 ・5J ( 昭51. 9 )

では 、建築にかかわる法規制 そのものの

問題や、設計の法的責任に l刻する研究が

力日えられるようになった 。

「建築関係法令の研 究・ 6 J は、これら

一連の研究をまとめたものである 。

以下に、その目次を掲げるが、各主題 に

ついては、委員の研 究発表とそれに 附す

る討議結果をまとめであり、その討議部

分はすべて録音し、その記録を編集した

もので、ある 。

• r建築関係法令の研究・ 6 J 目次

はしがき/ 片倉健雄

建築設備の設計F臣工における欠陥が

民 法 上 の 不 法 行 為 に 当 る と さ れ た 判 例 /

白石博三

バルコニーと階段の手摺に関する破庇資任

. 公話ー住宅のベランダからの転落事故訴

訟 / 小 嶋 宏

・ 建築基準法令違反の耳ｾｪｪｦｅがあると認め

られた判例/ 白石博三

. 令 1 2 6 粂 の 規 定 に つ い て / 小 嶋 宏

. 共同住宅の階段手摘でf院j j f E 訴訟/

2革国務夫

. ベランダと階段の手摘に関するI l 呈杭/

白石 |導三

建築基準法違反の建築物と給水規制につ

い て / 小嶋 宏

建築基準法の一昔11改正( 昭51. 11. 15公布)

の検討ー主として日影規制 についてー

居室の定義/ 白石博 三 小 嶋 宏

主 要構 造告11の定殺と解釈/ 富田泰夫

耐火建築物の外壁の 1m口昔11はこれでよい

のか/ 富凹泰夫

建築基準法にみられる「その他これに類

する」などについて/ 高精通男

凶ドイツの都市計画制度に |刻する文献目

録

委員会議事録抄( 1 $ ; 58回- ;r; 69回)

委貝会資料一覧 ( 同 上 )

委 員 名 簿

。

「建築関係法令の研究・ 6 J

B  5  'i'l J  120頁 頒価1700円 (送料込み)

なお、「建築関係法令の研究・ 4I 同 ・5 J もご希望

の方は、日本建纂学会資料頒布所 (03- 535- 6511)

また は間近鐙支部 (06- 443- 0538) に申し込ま れ

たい。

10 日1築 と社会/1977年12円再

日本建 築 協 会 法 規 委 員 会

Ｇｃｬ ｾￆ＠ I'j との1: H:.:' をお n 九しておりま l

建築協定について

山 田 為 行

{大阪府建築部建築指導課)

1  ) 建 築 協 定 と は

建築基準法は、公共の福祉 の J位進 に資すること 定めることができるという準立法権限を認めた HiIJ

を目的として、建築物の敷地、 構 造、設備、およ 度が建築協定である 。建築協定を締結する場合に

び用途等について最低の基準を定めている 。 この は、市町村の条例で、定めた市町村の区域の- Oll

ように建築制限に関する、最低限度の基準を定め において、土地の所有者および、建築物の所有を

ているのもであり 、 その意味で、あらゆる場合に 目的とする地上権または、 u借権を有する者が、

おいて必ずしも理想的な規制といえないのは当然 その全只の合意によって法令や条例に定める建築

である 。 そこで住宅地としての良好な環境や、商 物 等に | 期する基準よりも高度の基準を定 め、特定

底街としての利{ 更をより高度に、維持、 m進する 行政庁の認可等により 一 定の効力を与え、当事者

ために、地域住民に法の一 定基準をこえた基準を の協定に安定性を与えるものである 。

ポ ｬｊＡ築協定条例 のある 市町村 の区域内てＮｾければならな ｬ ' .  

出 ｕ［ｾｗ ｏ ［ 民ｗ， 2I iiの総定により協定をしようとする 11の合芯が

t 、る。

来たどし rli 町

村の脱JIIJ によ

って 定められ

ている胤合は

そのmllm

建築相自定締結の手続



2) 建 築 基 準 法 の 改 正 に 伴 う 建 築 協 定 制 の 改 善 5) 大 阪 府 下 建 築 協 定 認 可 一 覧 表

昭 和52年 11月 1 日 か ら 施 行 さ れ た 改 正 建 築 基 準

法 で は 、 建 築 協 定 に 関 す る 内 容 が つ ぎ の よ う に 改

正され、 一 人 協 定 が で き る よ う に な った 。

イ ) 借 地 権 の 目 的 と な っ て い な い 土地 の所有者は、

一 人 で 、 当 該 土地 の 区域 を 建 築 協 定 区 域 と す る 建

築 協 定 を 定 め る こ と が で き る こ と に な っ た。( 第76

粂の 3 関 係 )

ロ ) 土 地 の 所 有 者 等 の 全 員 の 合 意 に よ っ て 締 結 す

る 建 築 協 定 に つ い て 、 借 地 権 の 目 的 と な っ て い る

土 地 の 所 有 者 の 合 意 が な い 場 合 に お い て も 、 建 築

協定 ｊｾ を作成することができ 、 あわせて土地の共

有 者 等 の 取 り 扱 い に |刻 す る 規 定 が 設 け ら れ た 。( 第

70条 第 2 項 、 第76条 の 2 関 係 )

建 築 協 定 の ml J度 は 建 築 基 準 法 立 法 当 初 か ら 設 け

られていたが、 H自利40年 代 に 入 る ま で は そ の 活 用

も析 で あ った 。 昭 和 40年 代 に は 宅 地 分 譲 や 建 売 り

に 活 用 さ れ る よ う に な っ て き た 。 し か し 、 従 来 は

こ の よ う な 場 合 に お い て 今 回 改 正 の一 人 協 定 が 認

め ら れ て い な か った た め 、 土 地 所 有 者 を 2 人 以 上

に す る た め 一 般 分 譲 に 先 立 っ て 少 数 の 者 に 建 築 協

定 締 結 用 の 分 譲 を 行 っ た う え 、 建 築 協 定 を 締 結 す

る と い う 煩 雑 な 手 続 を 経 て い た 。 一 人 協 定 に 関 す

る 今 回 の 改 正 は こ の よ う な 場 合 の 手 続 を 簡 素 化 す

るとともに、 l 年 以 内 に 綾 数 の 協 定 者 に よ る 一 般

の 建 築 協 定 の 形 態 に 移 行 し な か った 場 合 に 失 効 す

る よ う に 規 定 さ れ て い る 。 つ ぎ に 借 地 権 の あ る 土

地 の 所 有 者 に つ い て は 、 遠 隔 地 に 居 住 し て い る 等

の 理 由 に よ り 、 そ の 同 意 を 得 る の が 困 維 な こ と が

多 い こ と と 、 建 築 協 定 に よ り 財 産 権 に 影 響 が 生 ず

るのは{ 昔I也ftt 1こ立サしてであるといえることにより、

同 意 を 必 ず しも 要 しな い も の で あ る 。 こ れ に 関 連

し て 、 借 地 権 が 消 滅 し た 場 合 に 、 当 該 建 築 敷 地 に

か か る 協 定 の 効 力 が 失 効 す る こ と を 規 定 し て い る。

3)建 築 協 定 締 結 の 手 続 ( 前 頁 の 図 参 ! !百)

4) 大 阪 府 下 市 町 村 建 築 協 定 条 例 制 定 一 覧 表

粂 i列 の 名 称 oiBly(ト月円 告示 iff 号

1  1，: ' : ' 槻市建築協定にl瑚す る条例 S  .44. 10. 1  

J17i 槻市条例

li' ;49号

2  摂津市建築協定に関す る条例 S  .45. 7.  2  

娯 ｩｾ Ｑ

lil32号

3  ｉ ｾ 中市建築協定条例 S  .47. 4 .  1  

盟中市条例

第37号

4  I : n: 而市建築協定に i閉する粂1刊 S  .47. 4 .  1  

箕面市条例

13号

5  枚方市建築協定にIiIli る粂例 S  .47. 5. 20 

枚方市条例

第22号

6  河内長野市建築協定条例 S .47. 7 . 3  

河内長野市

条例第 16号

7  八 尾市建築協定 に ｉｾｬ する 条例 S  .47. 10. 9  

八尾市条例

第22号

8  吹田市総築協定条例 S  .48. 4.  1  

欧回市条例

第19号

9  幌市建築協定条例 S  .48. 10.  1  

J!II. ifi 粂f9l J第

41号

10 r，.<Jji 川市建築協定条例 S  .49. 4.  1  

寝屋川市粂

f列; P;17号

11 交野市辿築協定条例 S  .49.  6. 26 

交里子市条例

li' ;24 号

12  茨木市辿築協定に l叫する 粂例 S  .51. 10.  1  

茨木市条例

2i' ;22号

飽定の名称

認可年月日

(  ) 内は有 建築協定等により定められた建築物等の主な制限

) は所夜I也

効Itl lI::J

塚原地区六丁目 ①専用住宅以外の主II 築物の禁止 ②地下を除く階数は 2 階以下③

住生住宅団地建
47  .  8  .  15  

品高の高さ 9.0m以下、軒高 7. 0m以 下 ④外壁後退距離 1. 0m

築協定 以上⑤ Ｒ 附は北ｻＱＱ ＱＱｾ 克 界 線までの距離は Ｒ ＮＰ ｭ 以 上 ⑥物置ガレ

( 高槻市塚原六)

(20年Hl I)

ージの意匠色彩の制限 。物自、ガレージは敷地境界線より 50crn以

丁目 6t存地 上はなす 。50cm以下の場合は隣家の承諾を得るものとする

奥天神一丁目住 ① l 戸建、専用住宅以外の建築物の禁止 ②地階を除く階数は 2

宅地建築箇定 48 ・ 9 ・20 以下 ③ I止高のおさ 9. 0m以下、軒高 7. 0m以下 @  4. 0m以上

( 高槻市奥天神)
(  5  (ド 1::1) の広告港や看板等の工作物の投也の禁止

一丁目

①現況地盤面の品さ の変更禁止 ②ト 区画、一戸建個人専用住宅

サ二一世ウ ン三 のみとする ③地階を除き階教は 2 階以下 ④外壁後退距離 1. 5

井長野台住宅地 m以 上 ⑤ 最 高の高さ 9. 0m以下⑥建築物の各部分の高さは、

( 仮称 ー第 1)也 49 ・ 4 .  16  ｊＧｾ 北方向の水平距離に Ｕ Ｎ Ｐｭ を加えたもの以下とする 。 ⑦塀は

区) 建築協定 (10年IHI) 生けがきまたはフ ェンスを原則とする 。石もしくはコンクリート

( 河内長蜘ト
塀のおきは、 70cm以下とする ③擁壁の除去または積み替えは速

山田町 Ｇｾｪ［ 委 員 会の承認を得るものとする 。 Ｈ胞工基準有 Ｉ ⑨石被天端{立

ift より、外周方向の貸出lへの工作物突出禁止

サ一一 世ウンニ

井長野台住宅地

(1.臣称第 2 地区) 49 .  8  .  12  

サニータ ウン三井長野台住宅地 ( 仮称第 l 地区) 建築協定と悶じ

建築協定 (10年IHI )

( 河内長野市'1、

山田町

①現況地盤面の変吏禁止 ② 1区画 l 戸建て専用住宅または入院

設備のない医院併用住宅のみとする③建築物の階数は 2 以下、虚

阪急間谷住宅 A 上の使用禁止④“ おのおさ 9. 0m以下、軒高 7. 0m以 下 ⑤ 無

地区建築協定

線アノテナ のおさ 8. 0" ，以下、テレピ アンテナの高さ 10. 0m以下

50 ・ 5 . 21  ⑥主l! ぺい率50%以下 ⑦ 外壁後退‘ l 階部分は 1. 5m以上 2 階部

(20年間1) 分は 2. 0m以上 ③主l ! 築物の各部分のおさは真北方向の水平距鑑

( 間 市 大 槻 )

に 0. 6を乗 じたも のに 5. 0mを加えたもの以下とする ⑨棋の高

生UII 谷 さは1. 6m以 F 、道路f ! !11は板力緑化する ⑬石被天端位詑より、外

明方向の空WJ への工作物の突出禁止⑪空調設備、ボイラ一等は

敷地境界線から 70cmt U :I ;I: なす

①専用住宅以外の建築物は建築できない ②地 F を除く跨数は 2

松風台建築協定

50 ・ 8 ・26

以下 ③最高の高さ 9. 0m以下、軒高 7. 0m以 下 @ 外 壁 後 退i l2

(  101Iol:: 1) 

離 1. 0m、ただ し道路面は 1. 8m以 上 ⑤lli べい率 40% (容積

( 1. ' ; ; 槻市大字l点) 率80%) ⑥建築物の各部分のおさは、真北方向の水平距離に 0. 6

を乗 じたものに 5. 0mを加えたも の以下 とする

サ= - 9 ウンニ

井長野台

( 仮祢第 3 地区) 50.  9  .  8  サニー タウン三井長野台住宅地区 ( 仮称、第 l 、第 2 地区) 建築協

建築協定 (  10
1
1'- 1:: 1) 定 と同 じ

( 河内長問、)

山田町

① l 区画 l 戸建てとし専用住宅、医院兼用住宅、日'I 表第 2 ( い)

かたの妙見台住

J.(l第 2 号の規定 によ る建築物以外は建築 しては♀らない②階段

51  ・ 5 .  10 は地上 2 階以下と する ③ Mおのおき 1;1: 8. 5m以下、軒高 6. 5m

宅地建築協定

( 10
1
Iol::J )  以下④敷地形状の変更禁止 ⑤敷地の分割、分mの 禁 止 ⑥JJ1

( 交野市妙見台)

さ 4. 0m以上の広告俗等の，; 9 : ti出は委員会の承認をえる ⑦敷地面

般の 18 %以上の緑化設務 ③婦は生けがきを原則とする

阪急間谷住宅 B

地区建築協定 50 .  12 ・ 5

阪急1m谷住宅A 地区建築協定と同 じ内容

( 間 市 大字架)
(20ifc Hl I)  

生間谷

①現況地盤面の変更祭止 ② l 区画 l 戸建てと し専用住宅または

箕面東山住宅 入院設備の♀い医院併用住宅のみとする ③階教は地上 2 階以下

A 地区建築協定
で屋上は使用不可 @ !，i l. '.¥のおさ 9. 0m以下、軒高 7. 0m以下、

50 .  12 .  5  無線の受発信装置のアンテ ナ 8. 0m以下、 テレビ アンテナ 10. 0

(201.平1m) m以下 ⑤ 外壁後退距離 1. 5m以上⑥隣地境界線までの兵北方

(問F開業) 向の水平i J j 雄に 0. 6を乗 じたも のに 5. 0m を加えたもの ( ただ し、

生!日l谷 北IJ!l Iに宅地がある場合のみ ) ⑦空調設備、ボイラ一等は敷地境

界線より 0. 7m以下

茨木サ一一世ウ

ン第 2住宅地区

52 .  3  .  16  

①地階を除き階数は 2 階まで ②おき 9. 0" ，以下と して、事干高の

建築協定

(20年lii l)

高さは 7 m以下 とする ③隣J妻宅地から 1m以上離す @ 空き地

(2木市大字安)

にはできる限り、結殺を行う

箕面東山住宅 B

地区建築協定 52 .  5 ・30

箕面東山住宅A 地区建築協定 と同 じ

( 箕面市大字架)
(20年1Il 1)

生Jl l I谷

阪急間谷住宅 C

地区建築協定 52 .  7 ・25

阪急1m谷住宅 A 地区建築協定と閉 じ

( 箕面市大字架)
(20年I: t l )

生IlIJ谷

茨木サ 一一 世ウ

ン第 1住宅地区

52 .  10 ・ 7

建築協定

(20年/111)

茨木サニ ータウン第 2 住宅地区建築協定と同じ

( : 木市大字安)

飽定区織の用途地活

と面積

第 l 樋住居専 用地域

ＪＭＧｾ＠ 9. 8ha 

第 l 級住居専用地域

来守 5. 6ha 

第 l 樋住居専用地成

キ守11. 7ha 

第 l 樋住居専問地域

品守11. 6ha 

第 l 樋住居専用地域

手力 3. 1ha  

百ｾ［ 1紐住居専用地域

がｾ 1. 4ha  

第 l fi1i住居専用地域

約12. 2ha

第 l 樋住居専用地域

*-;)22ha  

キ守 2. 7ha 

第 l 級住居専用地域

約 1. 4ha 

第 l 極住居専用地域

キ旬 7. 6h!l 

第 l f!li 住居専用地域

が:) 1. 4ha 

第 l 般住居専用地I或

キ"， 0. 6ha  

第 l 樋住居専用地減

車守 18ha

11 



『明 治 洋 風 建 築』

一 一 一 友 ケ 島 と 樫 野 崎 の 燈 台 官 舎一一一

る

で

れ

れ

え

ば

わ

支

呼

い

を

と

と

活

所

ア

生

息

ニ

の

退

オ

師

川

口

イ

技

り

吏

パ

ム

ロ

ムロ

の

燈

燈

入

ら

は

導

れ

時

術

そ

当

校

、

(

業

て

会

結

し

官

半

、

沼

山
吋

こ

i

l

l

 

近

付

の

の

に

も

国

ム口

た

技

燈

い

で、そのままキ ャンプファ イヤー幼 として青少 年

のコ ミュニテ ィー広 場 となって活用し てい る。 ま

た、 美し いおR瓦 造 ポー ルト 天 井 の旧兵 総腐は倉1 l I 1

とし て{ 史われ でい る。 最 近 各 地で煉 瓦 造のスタイ

Jレをまねた建物がよ くみ られ る中 で本 物の煉 瓦 造

の 美 しい空IUI を生か した 施 設は 、 きっ と索 0，) らし

いものになるであ ろう 。

官舎 の 石 造E遺体 ( ; 1: 堅固 で あるが、木造の 'I!UI組 や小

座長且は老朽化がひ どく 、 この まま政世すれば くず

れてし ま うお そ れ があるの で171急 な修E盟が望ま れ

る。燈 台 の方 は Ujg;f 1l 34年 4 J司1 日から 和 歌 山航路

明治建 築研 究会 柴 田正己 棋 議 事 務 所の管 理 とな って お り現在 でも立派 に伎

われて い る。 な お昭 和44年 1 月 4 日付の朝 日 新 1111

残 な姿をさらしている ) 、 小屋組 は 洋j瓜キングポ

では全国 の l明治 洋1民主I! 築 が紹 介 され て い る が、 そ

スト トラスであるが、当 初 の も の か ど う か は わ か

の中 でも友ヶ ぬ燈台と 官舎 は とくに 保存すべき 廃

らなし、。 束面す るLH 入 111司 りには 、 ベ ラ ン ダ が

史 的 建 造 物 として リス トア y プ され ている 。

読者の頁

で いた) がある 。燈 台 は 建 設当時 のものも 使 われ 設 けら れ てあ っ た 。 これ ｉ ｊＮ ｾ見在 こわれてしま っ て

てい るが、 広舎 の 方 は 伎 わ れ て お ら ず放 附 された よく わか らない が、 ・出11残 って い る位 でかろうじ

ままで あ る。他 の用 途 に使 われ て い る ものも 自11 て告 を しのぶこと ができる 。 このベラン ダの形式

み られ るが、 正し い 評{ilI iのない ままに取り こわ さ は同 じ く英 人 技 (:l li プラノ トン設 ，汁の 古事前l県篠原l .m

れ ようとして い る。 の 御 前山奇燈台官会 ( IIJ J治 7 1. 1'- ばl唆 工 ) や明 治村 に

j lJ rιa 

こ れ らの 照史的建造物は 明 治初 ｪ 明 の ｩ Ｉ ｾ ＩＱ，ｬ 住宅 を 知 ｬ 移 築 され て い る|十It¥:助活:t t i"l 主合 ( もと こ重 県Jt 羽

る ｊ Ｍ Ｎ にも 、また、 工 部省 ［ 燈台寮 にお、 け る ｩ Ｉ ｾ 式［駁 台 市 管品 にあ った、lりlifoi 6 11'- 7  J-J 竣 工 、: bRl 1:造平 屋

建 設 技 術の水 地 を知 る上 にも 11・宝 寺建 造 物である 。 述 、 国 の重 要文化 財) と 同 じである 。 現 在 残 って

失 えば 二 度 と 巡 ること が でき な い 『 近代史 の ｾ ｴ ｊｩι

人』 をなんとしても 保 存 してほしいものである 。

友 ヶ 島燈 台 官 舎 (刈 歌 山 市友 ヶ仏)

加|太 tらから 約 5 km、南僻船?日i でで、約3ω0分 でで、友ケ jμ泊にイJ，f代〈 。

この」友互 ケ ムμＳ というのは ｉ 也 Ｏ ム ｾｪ .. 、 l '刈州'1中1ドιI /  ， ｾι ｌ斗 ｜ ( これに J也

tあ統b涜t きの L虎E也!f:.
1
ん
l

I也としで」友互 ケ

るl'刈仲4中1' / I仏;治占 をいう 。 この付 近一帯 は明治2111'- 陸 軍 JII

地 に編入され 、由良ＧｊＺＧ ｾ 主 司令 部所 信 ー のＲＡＮＨｾ 基地 Ｔ Ｑ ｆ と

して 1'1' / I治、虎μ に砲 台 を設立宣した 。 税 在 でも tF，

ｉ 、 ｾ Ｒ 他 台をはじめとして 重厚な煉瓦造砲台 や

旧 陸 軍の施 設 などの 一部 が 残 っている 。

唱ｾ

友 ヶ島第 2 砲台跡

船吃f Ｎｴ ｾｾｾ から｛ 到 の方へ 歩いて約 ＲＰ 分、第 Ｒ 砲台 助 の

上 の Ｉｊ にある 血 ｭ ｾ 定 ノ の と ＱＱ 乎ば れ るところに 燈台と

'白合がある 。

官 舎の弘JE ， ｾ 生年代 は ｅ ｦ 省 と 同 じで 、 ＱＱ Ｉ Ｑ 治 3 11'- 4 月 7

日必工、 lリ] ?fi 5  ｻド Ｖ 月 Ｒ Ｕ 日 竣 工である 。 ｉｬｾ 工は 地

I Cの ;{I.，.(i /);1圧 社l とのことである 。間 iiEはイ1:. 1北1岩 の

I;) J石村iみ の虫! 平なもので平屋述、 省:隙屋十艮、伐瓦

葺 ( 現 夜は瓦、聖子地 板 な どはな く小屋組 だ け が無

友 ヶ島燈台および官舎

12  旭築と 社会/ 1977年12月号

い る石 造 の 外皮 の ｬ 人 ｊｦ ｊＡｩ ｊ にある Ｇｉ ｩ ｬｬｩ ｾ 丑 は 大 正 時代 に な

っ て 大改造 Ｈ 沖 ｊｾＮ ｬ か ら 利胤 に Ｉ されたとのこと で

ある 。

燈 台 と 官 舎 は iリ-Ji fi 5  iドに竣 工 さ れ た が、現在の場

所 へ は 明治231
ド8 J  1  5  11 (ニ本 品 'J:':J1;; 1也併の砲 台建

設 の た め に 移 設された 。 JJ!.1' Eでもすぐ II Lj fJ!i J に旧Z日

I 砲 台 ( 1リ!治23
1
ド11 1ｊ 竣 工 Ｉ のｾ ｔｉＮ 以な 煉 瓦 造 が 残

っている 。域 工 当 初はも う少し Ilyf J!i J にあ ったと い

うことであるが、Ｎｴｅ縦な 土 ｾｊ ｽ 内 ｩ は 伐 つ でいる 地 図 な

どを参考 に して湖べ なければならない。

島 は !日要 *の た め 道 路 が す ば ら しくよく 、 品 内 各

地 に 通 じている 。 その 他 にも 砲 台や兵ｾＺｊ 庫 のよう

な旧陸軍 の施 設 がよく 残 つでいる 。 これだけのも

の が 放 置 されているのはお しい話である 。 新 しい

施 設 の建 設 も よ い が、 これらの建 造物 をうまく生

か したユ ニ - 7 な施設を 造 り、 さびれて ゆ こうと

して い る友ヶ 島 をよみがえらせるというのはどん

三 ｾ . - 4  

議 Ｓ 少ｾ ｾ ，， Ｍｾ［｟ .. 、8

ｾ ￧ ｾ え 議 、 さ

樫 野 崎 燈 台 官 舎 (和 歌 山県 串 本IIIT大島 J

この官舎 は燈台 と同 じく 、 i明治 2 年 3 月 1 ｉ ｾ ｉ ｂ 工、

l明治 3 4こ7 月 4 日峻 工 で現 存 す る洋式燈台と 富合

のι1"では、 l明治村 に移設され て い るフランス 人技

(111iべ Jレニー 設計 の 旧 品 川燈 台 ( 明 治 3 正1'- 3 月峻工、

国 の重 姿文化 財 ) と 並 ん で扱 も古 いも のの l つ で

ある 。

纏野崎燈台および官舎

精 造 は 友ヶ ぬ の官舎と 同 じである が、こ ち らはベ

ランダが設け られていな し、。 この官舎は屋恨 が台

ｪ 員 で 買ｾＨ まさ れ ていたのを Ｑ 昭和 Ｑ Ｕ Ｑ 勾三 ｬ こ 修， ｊ 盟 し た との

ことで あ る が、 それ 以 外は非 常 によく 残 つでいる 。

平 簡 は中 央 に廊 下 があ り、 その 同 fJ!i J に二室づっ( ; t ' .

ぼ対称に告11屋 が ある 。主筆と 忠 われる筆にはマン

トル ピー ス ( 1段炉 ) を 設 け た 跡 が あ り 、 隅 に は 物

入 れ が設けられている 。

友ヶ島旧陸軍砲台跡

な もの で あろう 。

実際、 加 太にある 「和歌山市 立 少 年 自 然 の 家」 で

は 煉 瓦 造の重 厚な 砲台跡を 地 元 の人々 の保 存 要 望 纏野崎燈台官舎内部



小 屋 組 は 洋 風 キ ン グ ポ ス ト ト ラ ス で あ る が 、 後 に

な っ て 一部 改 造 さ れ て い る 。 上 げ 下 げ 窓 、 立 派 な

しっく い皇室のモー J レ デ ィ ン グ の つ い た 天 井 回 り 縁

な ど に か つ て の 外 人 住 居 の 名 残 り を と ど め て い る 。

ま た 、 舷 2器 製 の ド ア ー の に ぎ り や 、 上 げ 下 げ 窓 が

困 固 函 困

『だれにもわかる

造 園 ・住 宅 の 石 材 工 事 の 実 際』

(2 ) 緑 地、 公 園 の 仕事 は ほ と ん ど 公 共事業であり、

石 工 事 に 対 す る 正 し い 理 解 と 経 済的 か つ 安 全 性

の ｾＧＺｪ L、施工が望まれる 。 そ れ に は 最 も 合t史的主

石 の 選 定 、加l 工 法 、 施 工 法 を 理 解 し な け れ ば な

ら ｾｬ 、 。

上告11は は め 殺 し と な っ て い る 形 式 な ど に 明 治 初 期 著 者 上 山 正二 (3) 造 園 石 工 事 は 修 長 美 が 大 事 な ー虫，; tgであるから、

の 名 残 り を し の ぶ こ と が で き る 。 発 行 所 オ ー ム 社 そ れ を 表 現 す る 設 計 図 に は そ れ な り に 正 し い 図

以 前 修 迎 し た H寺 わ か っ た ら し い が 、 壁 体 の 切 石 と 定 価 2 ，000円 絵 が 要 求 さ れる 。例 え ば 施 工 断 面 図 は あ る が、そ

切 石 と の 聞 には 潮 岬;陵 台 ( 明 治 11年 竣 工 、 プ ラ ン 本 州緑 化 取 締 役 ・ 東京 11A工 大講 師 高 原 栄 重 氏 の 立 筒 、 正 面 図 の な い の が あ る 。こ れ で は 処 工 で

ト ン 設 計 、 石 造 ) に も 伎 わ れ て い る 鉛板 が は め 込 「長年月に亙る石 材 業 な ど 石 材 工 事 の 現場 で の 経 きなし、ばかりか、材料の制連も加工もできなし、 。

ま れ て い た と の こ と で あ る 。 ま た 、 こ の 石 造 官 舎 験 を 披 践 し た 名 脊 で あ る 。 (4 ) 石 積 の お の お の の 長 所 、 短 所 、 特 質 を よ く 理

に 対 面 し て 明 治35年 に 建 て ら れ た 木 造 平 屋 訟 で の 私 は は じ め 、 敷 石 を 設 計 す る 場 合 の 白 地 に つ い て 解 し て 、 そ の 用 途 に 適 合 し た 石 の 級 類 、 加l工 を

日 本 人 の 官 舎 が あ った が 、 現 在 は 取 り こ わ さ れ て ふ れ で あ る 本 が あ れ ば、 ち ょ っ と そ こ だ け 抜 き 説 決 定 す べ き で あ る 。

礎 石 の み が 残 っ て い る 。
み を し よ う と 思 っ て こ の 本 を 手 に し た 。 ところが、 本 容 で は 、 こ れ ら を 含 め て 正 し い 石 工 事 の 基 本 姿

な ん で も 石 造 官 舎 も 7 、 8 年商I に 取 り こ わ し の 計

画 が あ っ た が 、 予 算 が オ ー バ ー し た の で 中 止 に な

った と の こ と で あ る 。

こ れ ら の 燈 台 と 官 舎 は 潮岬燈 台 と 同 級 に 度 応 2 年

(1866in 、米、英、仏 、i1i¥i と 幕 府 と の r: nで 締 結 さ れ た

利 組 、 通 商 条 約 に よ って 建 設 さ れ た も の で あ る 。

こ れ ら の 設 計 監 仔 は 、燈 台 寮 の 首席 外 人技師1; ( お

履 い 外 国 人 、 職 名 は 築 造 方 首tJ. ) で、 我 国 の 「 燈

台 建 設 の 父 」 と も い わ れ る 英 国 人 技 師 、 リ チ ヤ ー

ド ・へ ン リ ー プラントン( 原日生計はスチプンソン

兄 弟 ) で あ る 。 i皮 は 英 国 ス コ ッ ト ラ ン ド 生 れ で 鉄

道 工 事 の 従 弟 か ら 出 発 し た 建 設 技 術 者 で 、 英 国 公

使 パ ー ク ス の 推 挙 で 、 明 治 元 年 来 日 ( 州 国 明 治 9

年 ) し て い る 。 現 存 す る も の と し て 御前崎俊台、

長 崎 県 伊 王 崎 の 燈 台 官 会 ( 明 治 10年 、 無筋 コ ン ク

リートJ j k ) なとがある 。 その f也にも紛i .t;号、 十員 t兵問

の 鉄道 建 設 、 銀 座 煉 瓦 i封 の 建 設 、 倣 浜 浴 、 大 阪 港

などの務耐ii に つ い て も 明治新政府からお』止を求め

ら れ 適 切 な 意 見 舎 を 提 出 している 。 また 日 本 の 建

築 に つ い て の 講 演 も 行 い 、 木 造 家出の而f様 性 、 耐

火 性 な ど に つ い て の 批 判 を し 、 E主 将 に つ い で の 雄

投的な意見を述べ、我国の建設ＧＱ Ｎ ｾに大いに文献し

ている 。 帰 国 のH寺 、 新 政 府 は 長 年 の 功31f に報いる

た め に 金 2000円 (J 'I給 は 600F' 1) をw:-;，った 。

参考文献

111  rW築とト| 会 J IIt1利39年1011}} Ｈ ＱＱ 本立ｬＡｾ協会 Ｉ 近代建

＿ｩＤｾ，｜ＱＺｴｩ委 ＱＱ 会報＿ｾＮ (坂本勝比 8 )

読んでいると非常に面白し当 。 別 に 面 白 く 往 こ う と

を: を i主 い だ よ う な と こ ろ は ど こ に も な い が 、 そ れ

に も か か わ ら ず と に か く 而 白 L ミ。 と う と う 全 部 説

ん で し ま っ た 。 そ し て 、 自 分 の 知 織や 技 術 を 再 確

認 す る と と も に 、 あ っ そ う か 、 気 が つ か な く て 今

日 ま で ず い ぶ ん 無 茶 を し て き た も の だ な と い う 風

にtx え ら れ た 。

私 は 、 な ん で も な い zJ}柄 を 難 し く 表 現 し で あ る 本

は 城 い だ 。 抽 象 的 に 表 現 す る 必 要 も な い の に 沢 山

の 抽 象 論 が く っ つ い て い る 本 も 嫌 い だ 。 こ の 本 は

そ ん な と こ ろ がー ヶ 所 も な い 。 実 に す が す が し い

本 だ。 面 (1 い と い う よ り す が す が し い 本 だ と い っ

た 方 が 適 切 か も 知l れなしり ( 日本造園タイムス

9 月20 日付)

関 西石 材 工 業株 式 会 社 取 締 役 社 長 上 山 正 二 氏

「私は /I ({羽 145:1二秋、 l見l係 筋 か ら の 御 戸 媛 に 力 を 得

て 、紅、 の不; 工 )Jcメ モ の 収 録 と し で r石 材 工 事 あ れ

これ USJ を11' ，) 仮したところ、各) ' j 而から子先日外の

関 心 を 寄 せ ら れ ま し た 。

この皮また、 加l工 す る 石 材 工 事 を 主 体 に 表 記 の タ

イ ト ル で ，11'. 版 い た し ま し た 。 私 の 石 工 事 に 対 す る

信 念 と 乏 し い 経 験 を も か え り み ず 、 あ え て 出 版 を

:むl安l した 問 由 は つ ぎ の と お り で あ り ま す 。

( 1 ) 石 材 工 事 は 数 千 年 代、 J長々 の 先 住 氏 族 か ら iili

新 ! と し て つ づ く 恒 久 的 な 作 業 で あ り な が ら 一 般

に 組 併 が 乏 し L 、。 この干{1の 参 考 古 が 各 方 而 か ら

渇 叩ーされていながら 般 に 市 販 さ れ て な く 、 専

門 業 者 以 外 は 勉 強 の ネ タ が な い か ら な か な か埋

121  rぉ耶い外国人 J (鹿，(，; jlH版会)ー建築ー土木 (村松山次郎) 角事しにく t 、。

勢 に つ い て 述 べ て お き ま し た 。 こ れ か ら 設 計 さ れ

る 方 、 施 工 さ れ る 方 々 に い さ さ か で も 今 ま で と 違

っ た 石 工事 の 見 方 、 考 え 方 を し て 頂 け た ら 私 の 望

外 の 仕 合 わ せ で あ り ま す。

あ れ も 、 こ れ b fTF き残した 悔 L、は 多 少 あ り ま す が 、

ひ た す ら 石 材 工 事 に 対 す る 恨 本 政 念というか、 私

な り の 信 念 は ー 1・I し て 恐 い た つ も り で い ま す 。

また、 r
l

} 中 三 百 数 十1聞 の 図 絵 は す べ て 私 の 釧 な い

肉1ff そ の ま ま の 写 兵 で あ り 、 コ プ 出 し 、 断 面 は そ

れ な り の イ メ ー ジ 表 現 に 私 の 血 の 通 っ た も の で あ

る点 、 御 理 解 して頂き た い と 思 っ て い ま す」

〔私 た ち の グ ル ー プ No. 14)  11111 11 11111111 11 1111 11111 111111111111 11 111111 111111111 111 11 11111 11111 11111111111 111111111 111111 111111111 111  11111 111111111 111 111 11 111 11111 111 11111 11111 11111 11 11111 1111111111  11 111111 11111111111 

『集 団 K A O S .Il

た こ と に な る 。 当 JI .H1! 身 だ っ た メ ン バ ー は 、 ほ と か ら 逃 げ ら れ な い 限 り 、 風 対 へ の 最 大 限 の 総 案 を

ん ど ず 供 を 持 つ 身 に な った が 、 そ れ に 伴 い 伺I，Hや 行いたし、 。 そ こ に こ そ 、 現 在 、 過 ;1立JYI に さ し か か

j瓜jif を視る| 阪は、 l ji なる品" 怠諭の段断からよu牛，論 っている 自 ｾｉ 市計画 ・ 建築・造 ｬ 孟 ｬ その他空 ｈｉｊ 造 形 へ

. 都 市 感 覚 地図 の 作 成

あるいは悦 党都市 ・ 月 ＱＡ ｽｴ自 ｈ ＢｩＧ 氾 Ａ 党自 ｾｉ "i などと、

自 ｾｉ rl i をH乎 び か え る 作 業。 生 活 空 川 を「モノ ・紋 ・

』主党」の抜合体として reえる 作 業。 く~らしさ 〉

と ＱＱ 乎 ばれる 自 ｾ ｉ 市 ｪ 且ｬＩ［Ｈ の ｻ匝 Ｑ ＧＱＧ ＱＺ をさぐるこれらのー辿

の 作 業 は 、 最 近 2 fr l:nJ s rtl K  A  0  S の メ ン バ ー が

，ｴ ｾ ｾｲｬ Ｚｴ にな っ て ｬ ｪＩＨり幸且 んできた ｲ 吊御 ｪ である 。

・ 集 団 K A O S と は

自 ｾｉｲｬ￭ 及び建築 ー 進国 ・ 生活環境調査など の 各分野

で 活 動 をあi けている粁い人々のf ，} f究 集 l可lで 、 そ の

結 成 は J 971年 以 に は じ ま る 。 メ ン バ ー の 大 部 分 が

大阪と神戸の: 学生であ っ た 初mlHδ !f '}JmJ も 、 各 1' 1が

へ 、吏 に生日実感から reえる織に先: t Itが 拡 がつ で

きた織である 。

・現在

K A O S では、地域のらしさや文化という人/ l Ui 8

!WJ の 紋 も あ い ま い で 被 維 な 部 分 を 総 体 と し て 把 え

る ｊ 占 本航念 をの ｩ 勿のあり線Ｈ嬰紫としての ￭ｦｾｊ • .ft U  

・土 ・ノlくなど) ②人 の あ り 峨 ( そ の 関 係 と し て の

縁 ) 、 ③ そ れ ら を 感 じ と る 人 間 の 認 織 原 点 と し て

の七つの! 必党、の 3 'Iilll で 表 現 す る こ と を 試 み て い

る。 これらの考え ) j から人 li i!的 な環境や郎市づく

りを行うにあた って 、 H f本的 な手法と応、問方法の

発 見 を 生 み だ す こ と が 、 現 在 の 活 動 回 線 と な っ て

いる 。

れ々の ｾＱ［ｱ ｉｬ ｊ 領域の会社や ｳ 没，￬ｊ本務所 ｬ 】似 ｪ めてから . 私 達 は

も 、 毎 週 1 lii l、 夕 方 6 JI 寺か ら 始 ま る こ の 研 究 会 は 、 !日1丙 という 地 域 が 持 つ 文 化 性 、 人 々 が 生 み 出 す JI寺

集 中的 に 続 け ら れ て き た 。 H: n. 空 nll そ れ ら の 似 跡 と エ ネ Jレギーを大 切 にし た

す で に 6 年 半 の 歴 史 を 持 っ て い る か ら 、 そ の う ち L 、。 私 達 は ま さ に そ の 人 IIJJ が 織 り な す 、 生 き づ く

1 年 li i! は 、 毎 日 皆 が/Jfj を 合 わ せ て 作 業 を 釘L けてき I!TH止の中にメンバー各山の挑戦を試みたし、 。 胤 京

の 突 破 1- 1がI l fl かれ る の だ と 伸 fd ' している 0

. 集 団 K A O S は

これらのぞキ1' 1の 的 熱 に さ さ え ら れ た 人 II -:J !長 |寸lの レ

トル卜である。 ( 文 武 佐 h 木 業二)

ili 給 先 大 阪 市 点 区 伏 見 IlI f4 - 3 3 之 川 ビル

T  E  L  06- 201- 5448 

(株 ) A Z  Insti  tutu内 集 団K AOS事 務 局

13 



〈新 鐙 材 紹 介 No. 38)  

シラス建材 II F U製 品』

製 造 日 本 フ ネ ン 株 式 会 社

干779- 33 ｍＢ ｉ ［［ ， ｾ［ｾ ｉ ｩＮ ｾｍｬｩｬｬ 川向 ｉＢｦ 三・ノ 仏 ＱＱＱＱ ＺＸ T  E し 088325ー 2450

シラスは 、 Ｉｌ 州市 ｾｾ ｉ ｓ ー 併に ＹＰＰ Ｈ Ｎ Ｈｊト ン 、北海道、

点 -1ヒ、北陸 な ど を 合 わ せ る と 2 ，000( .(Jト ンも 推 徹 し

て い る と い わ れ 、 国肢 の い わ ば 無 尽 雌 の ま 空 il f，! と し

て Ａ日ｊ￭ ， ｜Ｇ されている Ｖｙｾ 犬の物 ｲｹｴ Ｇ ｴ であるカ久こ のシラ

ス を JJ II 熱 焼 成 し て J瓜 船 状 に 発 泡 さ せ 、 そ れ を 利 用

した 辿 材 が 11 本 フ ネ ン ( 株 )ても C F U 製 品 J と し て

製 造 l仮 必 さ れ て い る の で こ こ に 紹 介 す る 。

.  慨 要

F U製 品 は 、 シ ラ ス バ J レ ー ン に け い 般 ナ ト リ ウ ム

と 少 i 止の 繊 維 な ど を 加 え で |埋 め ら れ た も の を 法 材

と す る 叫汁イでトある。

組 成 成 分 配 合 比(重 量 %)

42- 47 

45- 52 

3 - 4  

3 - 4  

100 

ンラス/ ' { ) レーン

けい般 ナトリウム

樹脂、イ，1地n繊維矧

硬化剤その他

，!t 

- 特 性

( 1 )  火 に 必 しい ー無償材料をt = . 成分と し て い る た

め防火、 1耐 火 i>! l: Ii E がある。

(2 )  '1吸しし ー 上ｉＺＮＮｩｬＡは ＰＮ ＳＲ で、木 材 のが ［ ｾ、コンア

リ ー 卜の中勺%てもある。

(3 )  P-!¥を i且さない. . . . ・ シ ラ ス パ J レー ン に fT ま れ た

23FL が熱をJ . I f f i 断する 。 熱 伝 持 率 は コ ン ク リー トの

がρ泊。

(4 )  "比庁長 し や す い ・成形 に ffJt tLLや ，:':jfE を 必 裂 と

しないのて， ＱＧ ＱＱ Ｇ ＱＳ な Ｑ 戊 ｽｦ ｾ 右 ｲ￭ｩｬ￭ 。

(5 ) 胞 工 し や す し い ・切断、加工 、 釘 打 ち 、 接 ィ?

な ど が比 般 的 存 材 で 陶 工 しやすい。

.  種 類 と 特 長

( 1 )  F  U ラ イト フ ネ ン

〈新 建 材 紹 介 Nο 3 9)  

.ー.:・-.-・:>::・二・・・:・p ・7・-.-.-_一.一. .  -.-.-. 

:;:;:;::::::::::::::三::::::::::::::::::: ::_FUライト ( シラスバルーン

:;:;:;:;:;:;::::::::::::::::::: :::::::::::::. + けい酸ナトリウム)

(a) 裂 造 可 能 寸 法 (J 早さ x ljJ，'; i X 長 さ 'ii{立 mm)

9  - 100 X 50- 1 ，000 X 50- 3 ，000 

(b)  不 燃 材 料 ー・. . /早さ 15、20、3伽 m

結!，i生大臣沼定ー不燃( ( 閤 ) ｾＱ Ｑ ＲＳＶ け

( c)  用途ー ー ー 外ｾの ｆｉ 也材、 ドア、ノ旬、 J レの芯材、

夫 弁 材 な ど 各極 断 熱 材

(2)  F  U ラ イ ト フ ネ ン D X

- . . ;: - F  U ウッ ド・カラー鉄板-

ｾビ鋼板・亜鉛鉄板

［ＺＺＺＺＺｾＺＺＺＺＺ＠ :  ・.・.・.・: : : : : : : : : : : : : : ー一一FUラ布卜

(a)  様 準 寸 法 (J 早さ X I )l u¥X 長 さ 恥{立 : mm)  

(b)  乙 倒 防 火 戸

( J  1  S  A  1311 屋 外 2 級 加 熱 試 験 A 組 合 絡 )

ftJ!. ::i i九1{? 定 : 防 火 戸 第 222号

(4 )  F  U ラ イ ト タ イカ

-・・・・ ・・・ ・・・・ーー ・・ ・・ FUウッ ド・カラ ー鉄板 ・

ＺＺＺＺ［ ＺＺ Ｚ ＺＺｾＺ［ Ｚどど ［ＺＺＺｾＺ［Ｚ ［Ｚ［ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ Ｚ 温ビ鋼飯・亙鉛鉄板

:;: ;:;: ;:;:;:;:;:: :: :::::::;:: :;::: ::::::::::: - FUライト

.ω:::::: ジ::::::::::::::::::FUウッ ド・カラー鉄額 ・

一一塩ビ鋼極 ・亜鉛鉄板

(a) 似品島、J-法 と 虫 I，-t

ｪ ｾｾ ｸ＠ j山 1 ，820

20× × | 2 ω  

30  I  910 I  2、730

(b) F  U ラ イ ト フ ネ ン の /'il(ij に F U ウ y ド ( 天然

木 単 板 帰 り 鋼 板 ) ま た は 併 問 化 栴l 欽 械 を娘 訂 した

内 装 壁 材

(c) 不 燃材料ー . / 平さ 15mm

ill 波 大 臣 認 定 : 不 燃 (j 閤) W; 1235号

(3)  F  U ラ イ ト H方 火 戸

(a) 寸- / ま

)

一

O

如

何

一

M

以

さ

一

S

I

t

-

長

一

×

以

一

h

l

u

-

-

5

I

 

d

-

-

a

q

q

d

 

(b)  1耐 火 性 能

1 11.f 川 耐 火 ーパ ネ J レ厚6 伽1m

雄 投 大 臣 認 定 Ａ耐火 ｗｾＱ ＱＰ Ｓ Ｑ け

211.' 1' 川 l耐 火 ー・ .. パ ネ ル l亨 100mm

辿. 没大臣認定 : 耐 火W ;;j'; 2060 ｾｾＮ＠

(5}  F  U ウ オ ー ル

3  ヴラフト紙

FUライト

|1111111111111111111 ト ー フェザーコア

・ジ ジ 三 F Uライト

ヲラフト紙

(a) 似刊在、J - i 去 と ofI I，-t

幅× 長さ (mm)

揮 準 寸 法 (.. )

見込 86 86 

枠 鋼 (内法) 750 823 

高さ(内法) 1798 1798  

ド庫さ 301緑11外車331301!l1H十四'331

帽 743 816  

ア高さ 1790 1790 

•• a/lq/ll l悩 叫 11踊品込ほI

FUウッ ド・カラー鉄板・

塩ビ鋼板・亙鉛鉄領 、

「てト
F Uウッ ド・カ ラー鉄額・ 建 材 委 員 / 藤 川 懇 ＨＱ Ｑ 本主ｾ築総合試験所研究ＨＱＩ
塩ビ鋼板・亜鉛鉄甑

1  2420 

910X !  

1  2730 

不 燃 断 熱 鋼 板 「ダンネット ⑧F Jl

干 660 j<i/J JI以! 山市 di .f/Li制下午新 11122 T  E  L  06- 488 - 1181  

大 同 鋼 板 株 式 会 社

/ ー

/1  1¥ 

ト¥ド

/  

ｾｉｊ ハｉｬｊＱ ＱＱｊ 1  illl f1E 者士 布

( 2 )  Ｎｦ［ｾｾｾｾｦＮｉ Ｚ Ｎｦ ， Ｉｩ＠

R， ‘1' .1反. itli l臣、その f也ロ ル'JX1ft ，' ，，'， 

状 コイル( 内筏28白nm)SO- 130m

製 品 幅 610- 94Om.  

褒 種額 昨色 ｉｉｾｪｮ 鉄板 ＨＯＩ ラ グリ γ プ )

薗 厚さ 0.5- 1.2m.  

材 色 カラ グリ y プ憾。¥s色

貼合せ材わ

樋 類 ポリアミド品イミ4担{Ii

揮さ 4. .  

密 度 0. 04. l cm 

色 rl 

14  
浪部 と社会/1977 (J'. 1211 ［ｾ＠

ポ リ ア ミ ド 系 不 織 平 ' f] は 、 俊 れ た l政 官 効 * があり、

室 内騒音 の多い ｌ ｊｊ ，， ｾ などのｉＺｬ ｈＮ 民、明 に ｻ史 ＯＱＱ すれば、

反 射 音の影響を少なくし、また仮 ｩｊ ｾｊ ｩｊ 成ｽｴ特性Ｈ防

娠 効 巣 ) が 大 き い た め 、 雨 音 な ど の 騒 音 を 減 少 す

る。

回輔 体 菌 剤 13. 9n1 鱗 1 晴 世111:

形 状 祈 復 (P.550) ] 宜容械 317.4n1

コ印 マイクロホノ位置

マイクロ: t : ::，..高さ 2 .  

125 250 500 1000 2000 4000 

中 心 周 波 数 (Hz )

(4 )  不 燃材 料で あ る 。

1 I 占 合 わ せ 材 が ポ リ ア ミ ド 系 不 織 布 で あ る に も か か

わらず、! ! ¥. 機系フォームに矧似した不燃性をイT し

不 燃 材 料の It{? ｾ之を 取得 。

建設大胆， ｾｾ， ￆ 不 燃 (j 問) ｾＢＧ￭ ＱＴＱＰ 行

(5 )  仁Ｎｴ ｪ ，Ｎｾ でロー ｊ レ ｊ ，ｸ ｬｦ Ｂ カず百 ｦ￭ｭ て‘ある 。

圃 使 用 よ の 注 意 事 項

(1 )  lIHJ け 材 は 、 汚 れ が 取 り に く い た め 、 illi 搬、

胞 工 の 際 の 取 り 被 い は 卜 分 気 を つ け る こ と 。

(2 )  1I占付 け 中イは、 I吸 水i企 が あ る た め 、 l j HJ . i 、世トり止

の施工の際、雨漏れや鋼板腐食防 止 のため、谷和 ｾ

郎、 ｾｔｉ ね郎、 Ｇｉ ［， ｦ 先 ｦｦｬｬ のＱｉ 占付け材は ｬ 佼 りはずすこと 。

建 材 委 員 / 藤 川 懇 ( 11 本主l! 築総合. 吠験所研究 ( 1)



- 写 真 と 概 裂 を ど し ど し お 送 り 下 さ い 。 E 7- ".1 T  7' " 園

凡 例 . . . 所在地 b. 敷 地 面積 c 建 築 面 積 d  延 床 面積 e.  l " 造線機 f . 工期

1306 学 校 法 人 樟 蔭 東 学 園 講 堂 11307 神 戸 女 子 薬 科 大 学 新 校 舎 1 1308 一 宮 町 立 山 田 小 学 校

設 計 ー汎 美 設 計

施 工 大 林 組

a. 東 大 阪 市 若 江 凶 新 町 3 丁 目 l 昨 8 号

b.  40.  811.  OOOm'  

c .  1. 035. 6870. '  

d. 1. 079.  284 m'  

e.  S R C， 2  F  

f 昭 和 51 年 5 月 ~ 昭 和 52 年 2 月

段 針 : 昭 和 股 計

結 工 : 竹 中 工 務 后

a 神 戸 市 東 灘 区 本 山 北 町 4 丁 目 4 5 0

b.  23. 203 ，4Im'  

c. 607. 0印d

d.  2. 937. 00m・

e.  RC.  6F  

. 1 . 昭和 51 年 7 月 ~ 昭 和 52 年 3 月

設 計 : 竹 中 設 計 事 務 所

施 工 : 行 司 工 務 庖

a. 兵 庫 県 浄 名 m 一 宮 町 高 山 甲

b. 7. 860m'  

C .  796m
2  

d.  1. 9200. '  

e.  RC.  3 F .  P l  

f 昭 和 51 年 10 月 ~ 昭 和 52 年 5 月

1309 西 二 見 地 区 公 民 館 I 1310 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 唐 国 圏 I 1311 五 色 町 民 セ ン タ ー

設 計 昭 和 設 計

施 工 大 成 建 設

a. 兵 1111 ｴ ｬ ［ｾ＠ 明石市 二 見町凶 二 見 字 村 ｾｴ 1191-1 

b. 7420. '  

c .  406. 43m'  

d.  969. 26" ，'  

e.  RC.  3  F  

f  昭 和 51 年 II 月 ~ 昭 和 52 年 3 月

設 計 昭 和 設 計

施 工 . 才 門 建 設

a. 大 阪 府 和 泉 市 内 田 町 2 0  1  7  

b. 4. 268.  500m'  

ι 708.  816m'  

d. 1.411 . 42m'  

e.  RC.  B  1.  2  F  

l 昭 和 51 年 9 月 ~ 昭 和 52 年 3 月

設 計 竹 中 設 計 事 務 所

施 工 : 原 因 建 設

a 兵 庫 県 滞 名 郎 五 色 町 m 志

b. 1. 990m'  

c .  760m
2  

d. 1. 485m'  

e.  RC.  2  F  

l 昭 和 51 年 8 月 ~ 昭 和 52 年 3 月

1312 平 田 ビ ル 1 1313 重 里 邸 11314 田 村 駒 (株 ) 船 場 繊 維 団 地 ビ ル

設 計 : 昭 和 設 計

施 工 : 前 回 ー建 設 工 業

a 神 戸 市立' l lH 区 大 里 2 丁 目 5 - 5 ほ か

b. 315 . 89m'  

c .  254.  040m'  

d.  1. 263. 376m'  

e.  RC.  5  F  

f. ｬｉ ｾｬ＠ .f日 51 年 7 月 - Jll: l 剥I 52 I十 2 同

設 計 藤 井 山 形 建 築 事 務 所

施 工 井 出 工 務 庖

｡ 大阪府 ｾ｡ 佐 野 市 目 恨 野 3 7  2  3 帯 地

b. 1. 324. 4001'  

c .  231. 69m'  

d.  286. 46m'  

e.  RC.  2  F  

f.1I 自 利 51 {I'. 4 円 ~ 昭 和 52 年 5 月

股 計 : 汎 美 設 計

施 工 : 大 林 組 ・ 銭 高 組 J V  

a 大 阪 府 箕 前 市 船 場 東 3 下 回 l 併 6 号

b.  1. 152. 39m'  

c. 1. 002. 69m'  

d. 5 .570. 41m'  

e.  S R C .  B  1 ， 6  F.  P  1  

f . 昭和 51 年 9 月 ~ 日目和 52 年 8 月



大 学 に お け る 一 般 教 養 的 教 育 と し て の 住 教 育

大学における住まいにかかわる教育は、専門職業教育として行なわれる場合と、 一般教養的教育( 教養諜松にお

ける「一般教養科目」という意味ではなく、直接卒業後の職業と結びつかないという意味) として行なわれる幼

合とがある 。一般教養的教育として住教育を行なう場合には、教える知識の泣よりも、住要求の実現を仁i らの川

題としてとらえさせることができるかどうか、ということが大切だと考えている 。 その一環としで、新聞に山る

住宅広告( 民間木造アパートや賃貸マン ションの三行広告から、紙面一面の大広告まで) や折込み広ff? を対象と

して、もしそこに自分自身が住むとすればという仮定のもとに、広告にあらわれているさまざまの条件を 学生に

よってチェックさ せてみている 。 その結果、まず一番には金額の日さにひ‘ っくりする 。 いす、れ将来内分が受けと

るであろう初任給に比較しでみると、住居' J ' l 負担の大きさが理解できる 。つぎには 、それだけ高い住居的負: 1 "11.に

もかかわらず、入手( 賃貸、購入) できる住宅の釘の低さ( 狭いこと、間取りの恐いこと 、など) 、環境の必さ

などに気づ く。 そじて、わずかなが弓でも日本の住宅事情を、臼分とのかかわりにおいて認識していくようであ

( T )  る。

開 発 と 保 全 の バ ラ ン ス

不況対策として公共事業の早期発注が叫ばれ、その効果が土木|見j; i i l i にあらわれては L 、るが、住宅については、ピ

ルや工場建築などの民間設備投資の低迷に合せて、不振から抜け切 ってはいなし、。政H干の総合経済政策の一環と

して打出された住宅金融公庫の 10万戸追加融資も、需要低訴を下支えするにとどまりそうである 。

住宅建設が伸びないのは、単なる住宅の建設的不足ではなく、住宅建設を 受入れるための 都市基鍛として の j-- 下

水道や道路などの公共施設、学校や保育所などの公訴施設が整備されていないことが大きな原因である 。

さらに、文化財保護や自然環境の保全と住宅建設をどう調和させるか。住宅建設をとりまく周辺住民に、[ I!日{ や

電泌障害に対する被害についてどう納得してもらうかが、住宅投資を推進するための課題である 。 しかしこれら

の問題は、金だけでは解決できない事柄であり、社会的・経済的にみて、 プラスとマイナスをどうバランスさせ

ていくか。何 らかのルールを確立しない限り、住宅投資の I(? 大が、経済不況対策の目玉という 期待は、給にかい

た餅で終ってしまうだろう。 (1)

人 間 関 係 の デ ザ イ ン

建築に携わる人は、良い建築をつくることがいかに縦しいか焔感していると思います。 これは単にデザインの上

手下手や技術だけの問題ではなく、人間関係の デザインの上手下手が大きな要素にな っています。

理解のある建築主、優れた技術力と理解力をもっ椛造 ・設備の協力者、更に優秀な施工会社のし っかりした現場

責任者、それに実際に工事をする職人の伐の問題もあり、これだけの条件が全部そろうことはめ ったにないこと

で、す。 しかし、固まれた条件のなかで良いものをつくろうとすれば、人 ll:jj 羽係 をデザインし、それぞれに最大の

カを与をJ事させるようにすることだろうと思います。

建築の生産技術が複雑化し、建築主も組織体 ・複合体にな ってくると、いいかげんな人間関係では仕事ができな

くなります。建築主から現場の職人にいたるまでみんなを新しい建築の生産に 向かせて、きちんとした人間関係

を組立てないと、建築の仕事はどこかで破綻します。組織体の建築主を相手に、組織体の設計集団に属 し、キ脳波

f本の施工会社に建築をつくってもらうそのなかにあ って、自分は人間関係処理業だなあと思うときがあります。

そのときは、線は引かなくても、人間関係をデザイ ンするデザイナーであると自負して自分を慰めております。

(  Y )  

田
. 6.  

7  
横須

中西山賀

近 畿50年 の 住 宅 史 を 残 し て は

日本建築協会が大正11年、今から 57年前に住宅改造博覧会を主催したことは待筆大書して置きたい。場所は箕面

市桜 ケ丘で、当時阪急電鉄の沿線開発に呼応したもの。今の箕面川の田村精と紅葉橋を結んで規模は 2 - 3  km
2

。

坂の上に住宅博本館と遊園設備を整え、主道路に沿って半円型に道路をしつらえて 27戸の住宅を展示、家の中ま

で巡
1

克が出来た。敷地はおのおの 100坪位、建坪は延40坪前後、生垣をめぐらせ今や樹木は大木。当H寺手[Ii 羊折褒

様式を呼称、して、外観はコロニアル風、ス パニ ッシュ 風、赤や育や緑の瓦が美しく 、外壁は大壁、室内は其壁に

床の聞を設けるなど、その地区だけの上水道、各個に浄化他
l

を設け下水道完備、電燈はあ ったが瓦斯はな く、):;rJ

房も暖房もエネルギーは石油であ った 。恐らく全体計画は、当 H寺協会の建築家の集大成であった宗兵蔵、片岡安、

池田賞、設楽貞; t ft 、安井武雄、波江悌夫、 I吉野 I1上一郎、柄本勉な どの諸先生、横河工務所、竹中工務扇、大林組、

清水組、 ｩ ｾＨｊ 池組、銭高組、橋本組、あめりか屋な ど、設計 施工とも当 ｉｉ ｎ の計画としては誠に壮大で、博覧会とし

て世に問う立派な出釆栄えであ った。U7!. 和31年頃、大阪府建築士会主催の近鉄沿線学園前の住宅展も亦成功。

この他、阪神間だけでも渡辺節、村肝臓吾、安井武雄、武田五一、勝ヂ|ニ
j
平二、m. 口捻巳、土浦{ 色城、小川安一郎、

ヴォーリス諸先生方の住宅が現存している 。 この際近畿に残る住宅を、今こそ記録にとどめて置くべきではなか

ろうか。( 文中敬称目的 (  S )  
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特 集 • 第 24回 青 年 技 術 者

設 計 部 門 中 嶋 淳 設 備 部 門 喜 多 村 義 興

'" 
岡 本 弘 之

。
赤 松 重 則

ペン
喜 多 隼 紀 施 工 部 門 坂 田 雄

ペシ 小 野 為
イン 勝 弘

。
市 嶋 久 嗣 計 画 部 門 竹 本 俊 平

。
杉 本 浩 康

イシ
太 田 貞 興

構 造 部 門 深 井 敬 一

u品載順)

。
青 野 暗

青年技術者選衡委員会総評
選衡委員長中村甲一

この青年技術者特集も、今回で第24回を数えるにいたりました 。選 衡 委 員 会 を 設 置 し て 、 選 衡 の 上

掲 載 す る 方 式 が と ら れ て か ら は 10回目にあたります。

応募された資料にも、きびしい社会状況の影響があらわれているように感じましたが、それだけ、

全体としてむつかしい選衡となりました 。 不 幸 に し て 選 に も れ た 方 々 で も 、 入 選 に 値 い す る と 思 わ

れる人もおられます。ただ今回は、選衡のむつかしい点のひとつに、どの音11門で稼査の対象にする

か論議を要したものがあったことです 。

青年技術者のみなさまの一 層 の 研 鎖 を 希 望 い た し ま す 。

応 募 者 、 入 選 者 の 数 は つ ぎ の と お り で す 。

昔 日 門 別

応 募 者

入 選 者

設 計 構 造 設 備 施 工 計 画 その他

10  2  3  2  3  0  

6  2  2  2  2  0  

設 計 部 門 : 建 築 が 完 結 す る た め の 総 括 的 な 貨 任 を も っ 、 か な め の 立 場 に あ る 人 と い う 点 で 設 計 部 門

は 評 価 さ れ ま す。 今 回 の 応 募 9 名、それに応、募資料の 内容から見て他 の音11門より設計部門に入れる

の が 適 当 と 見 ら れ た l 名 を 加 え て 計10名が審査の対象となりました 。 い ず れ も キ ャ リ ア 充 分 、 作 品

も 見 応 え の あ る も の で し た 。 f' T 年技術者選衡に応募されるのはほとんど組織の一員 と し て の 作 品 な

の で 、華且t液体のあり方や作品傾向、機会の恵、まれかた、作品の中に占める本人の役割も考慮に入れ

て選衡しました 。 その結果、 4 名は抜きんでで問題はなく 、残る 6 名の中から 2 名 を 選 出 す る の に

鋭 校 し ま し た 。評 価 は 視 点 に よ り 異 な る も の で、今回選に入らなかった方も自信をも っ て活服さ れ

ることを望みます。 また今回インテリア音11門の方が設計部門で応募され入選をはたさなか った が、

今 後 の建 築 技術 の 向 上 の た め に も 専 門 の 分 野 を 独 立 し で 審 査 す る こ と も 考 え た い と 思 い ま す。

事荷造部門 : 今回の応募は 2 名で、製鋼工上最と Tf&芥 焼 却 場 の そ れ ぞ れ の 専 門 で 業 績 が 提 出 さ れ ま し た

が 、両 者ともその分野での鑑定; な経験の積み重ねの上に専門的識見を身につけ、業績を上げておら

れる点を評価し、いずれも入選としました 。

今後も構造昔11門のさかんな応募を期待します 。

設 備 部 門 : 応 募ー者 の 優 秀 な 業 績 、 日 頃 の 仕 事 を 通 し て の 仕 事 へ の 情 熱 や 人 格 を 総 合 し 、 今 回 は 2 点

を取り上げました 。 今回選ばれた方には、大陽熱利用にあ って は 、 技 術 の 手 先 に お ぼ れ ず 、 世 情 に

立 脚 し た 考 え 方 の も と に 、 ま た 病 院 計 画 に あ っては 、 より細部にわたる技術的考察に基づく処理を

つ ぎ の 機 会 に そ な え て 研 究 さ れ る こ と を 望 み ま す 。 なお残念にも選にもれた方は、資料を! 経理し、

自己の考察研究を入れて 、今一 度の応募を期待しております 。

施 工 部 門 : 本年も H乍年同様、応募点数は少なか ったのですが、入選の 2 点はそれぞれの分野でのア

イデアとその具体化のための工時IJ な努力のあとがみられ、入選にふさわしいものと考えます 。「階層

浄 水 場 築 造 工 事 」 で は 、 コ ン ク リ ー ト の ミひび割れ対策 H という 非 常 に丞婆〈主総聞 にJ'! 正 面 か ら 取

り組み、徹底した品質管理によ って、多層浄水場としてのきびしいコンクリートの品質嬰求をみた

し、さらに型枠 ・鉄 筋 工 事 な ど に も 合 理 化 、 省 力 化 を 行 っています 。

つ ぎ に 「 古 建 築 保 存 の 仮 設 計 画 」 は 、 大 胆 な ア イ デ ア を 国 宝 建 築 や 重 要 建 築 の 上 に 被 せ 、 さ ら に コ

ンピューターを駆使して裏付けに万全を期し、仮設工事の部門で成果をあげたものです 。

計 画 部 門 : 計画部門の応募は 3 名 で し た が、 うち 1 名 は 、 市 街 地 住 宅 の 計 画 と い う も の の 、 防 災 設

備 計 画 に 重 点 が あ り ま し た の で 、 設 備 部 門 で も み て も ら い ま し た 。 したがって、選衡対象は残る 2

点、となりました 。 いずれも実現化しつつあるプロジェクトをテーマにしたもので、 この点を考慮し、

ま た 両 氏 の 他 の 業 績 も 勘 案 し な が ら 審 査 に 当 た り ま し た が 、 全 体 を 通 じ て そ の 内 容 に つ い て の 主 張

に や や 欠 け る 感 じ が 残 り ま し た 。 と く に 公 園 の 実 施 計 画 と し て は 設 計 へ の 述 続 性 に も う 少 し 説 明 が

ほ し い と 思 い ま し た 。 両者ともチームの中心的存在としての今後の活路を大し汁二期待します。
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宍喰町自然休養村管理センター

建 設 地 徳 島 県 海 部 郡 宍 喰 町

敷地面積 6493. 50 ni 

建築面積 71 1. 78ni  

延床面積 972. 18ni  

織造規模 R C 2 階

近作設計メモ これらは、ここ数年間に設計したもののうち、自身

で仮にボイドコアーと名づけている吹抜とピンホイールとの才湾成に

よる一連の作品であります。空間構成の手法としては目新しいもの

ではありませんが、いずれの湯合も個人の設計条件を追っているな

かから発想されたものであり、ある条件下ではそれなりに有効な手

法であると考えます。

ポイドコアーには全体の' r J . 格を支えるに足る十分な役割が与えられ

ていなければなりません。城山の場合 lま容積率いっぱいに住戸をと

った上で、それらに多面採光と通風を与え 、合 わ せ て 駐 車 場 を 確 保

するための内部化された外部空間として構成されています。英知で

は目録ホールが、宍喰では展示スペースを兼ねたエントランスホー

ルがそれにあてられていますが、いずれも階段、 プリ y ジ、ギャラ

リーなどをf半って立体的なアクセスホールとしてサーキュレイショ

ンの中央にセットされています。サーキュレイションとからめてポ

イドコアーのアクティピティーを外延する形でピンホイールの平面

を展開し 、機能、構造、サーキ ュレ イ ション 、空間の統合を試みて

いますが、そのためにも、また 、形 態 の ダ イ ナ ミ ズ ム を 得 る た め に

も、規模や平面が一定以下の湯合にのみ有効であるように思います。

城山の場合は少し他と異なり、建物のヴォリウムをスケールダウン

させるための手法として用いられています。

英知大学図書館(本抑制月号閥)
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中 嶋 淳

生年月日 昭相19年11月16日

最終学歴 昭和43年京郎工芸繊維大下越

築工芸子科卒業

業 歴 昭 和43年( 仰11. 木工務底大阪本

庖設計部入社、現在に至る 。

作品略歴

46年度建築学会設計続技( 支部入選) 、山

本病院東病棟、今村学園高槻幼稚園、倉

敷繊維加工側静岡工湖、城山パークハイ

ム、英知大学図舎館型堂、宍喰町向然

休養村管理センター ( 基本計画のみ胞工

中) 、英知大学研究棟( 胞工中) 、 M F C ピ

ル( 施工中)

すいせんのこと( ! 平岡薦人

入社以来まだ卜年に満たないが、

i庄のひたむきな努力研鍍が| 持げとし

て、この数年めざましい成長と活

動振りで、すでに欠かせぬ存花で

ある 。造型力にも確かなものがあ

り、この上に総合力としての組織

活動の管理能力が鍛えられれば前

途洋々である 。

青年技術者としてのこと( ! ; 現代の建築は、その機能的被雑さや、ます

ます巨大化する規様と短縮される生産J t l I / i II のゆえに、一人の建築家だけ

では処思しきれなくな ったということは紛れもない 'Ji ' J < であり、そのた

めにますますソフトな領域との関わりを深めていかざるを得ないのが呪

実であります。 しかし依然として述築家はモノを取り彼うものであり、

モノを統御しつつ榊築 してプツとしての建築に 仕立て1 : : げる能力を[ 耐え

ていなければなりません。ill 築家の職tiE を11} 終的に f也と区別するのは、

まさにこの一点においてであります。 このことから言うと、モノをより

具体的なレベ Jレで取り倣うJ ; n1也 l没，n段階を軽視する風潮などは、およそ

見当遠いであります。

かつての巨匠速をのり越えることなどとても望むべくもありませんが、

せめて彼らが建築に注いだのに劣らないだけのエネルギーを、弘も傾注

したいものと日々念じております。



長崎大学医学部附属病院

所 在 地 長 崎 市 坂 本 町 7 番 1 号

工 期 昭 和48年 3 月~昭和51年 7 月24 日

敷地面積 82 ，143，000. 00m'

建築面積 4 ，936 . 70m' 

延床面積 40 ，155 . 60m'  

精 造規模 S ' SR C 造 地上12階、 地下 1 階

本 病院 は 日本で初 めて 開設 され た医 学伝 習 所、養

成 所 の伝 統 を引 き継 ぎ 今 日 に 至 っ て い る 。 病 院 全

体 重量備計画 に 基 づ き 、 今 回 は 、外 来 棟 ・病 棟 ・臨

床 研 究 棟 ・臨 床 講 義 練 を 高 層 集 約 化 し て 建 設 す る

こととなった。 地 上 2 階 以 上 は T 字型平面をなし 、

各 ウ イ ン グ が 病 線、外 来 棟 、 研 究 倣 と い う 椛 成 に

なっている。

病 室 ・外来 診 療 室 ・研 究 室 を 臓 器別 ・機 能 別の 11

の グ ルー プ に 分 け各 グル ープを 1 ユニッ トとして

地 上 2 - 12階 の 各 フ ロ ア ー に 集 約配 置 し 、 こ れ に

よ っ て 診 療研 究活 動 の 能 率 化 を 計 る と と も に 外 来

棟 の 病棟 よ り の 共用 により 施 設 設 備 の 効 率化 を言十

った。 5 階 以 上 は軽 量 化 を 計 る た め S 造とし、 外

装 も 軽 量 コ ン ク リート の P C 版 カ ー テ ン ウ オ ー ル

とした。

京都市身体障害者

リハビリテーションセンター

本 建 物 は 老 人 福祉 セ ンター( 1 階) ・児 童 館 ( 2 階)

消 防出張 所 ( 1 階 ) を 併 設 し た 複 合施 設である。

この リハ ビ リテ ー シ ョ ン セ ン タ ー は 、市 内 関係施

設等と 有 機 的 に連 携 したネッ トワークの 中心 とし

て、 相 談 ・判 定 ・治療 ・訓練等 、身体 障 害 者 が 自

立 で き る よ う 総 合 的 リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン を 行 う施

設である。

さ ま ざ ま の ハ ン デ イ キ ャ ッ プ を 持 っ た か ら だ の 不

自由 な 人 々 が、一 人 の市 民 と し て 、幸 せ で 豊 か な

生 活 が 送 れ る よ う に 、 そ の 自 立 へ の 施 設 と し て 種

々の検討を重ね計画にとりくんだ。

設 計 上 、 身 体障 害 者 が 等 し く 利 用 で き る よ う 、 建

物 全 体 の桃 造 、 設 備 に 充 分 な 配慮 を行った。 また、

施 設 の 特 殊 性 か ら 、 その防災遊総計画については、

水、I! 避 難 を 原WJ として 、 さらにバルコニー ・非 常

用 EVの 設 置 等 詳 細 に わ た っ て計画した。

所 在 地 京 都1市中京区壬生仙念町

工 期 昭 和51年 3 月~昭和52年I I 月

僧造線模 S R C造 地 上 6 階、地下 1 階

•• •• 
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敷地面積 3，197.15nl 

建築面積 1，713. 16nl  

延床面積 7，860. 00nt'
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岡 本 弘 之

生年月日 昭和19年 2 月15日

昭和43年 京都工芸繊維大学工芸学部

建築主科大学院卒業

昭和43年 (側安井建築，没，汁事務所入社

主な殺計業務総歴

日本住宅公団伝法市街地住宅、ぷ北泉ケ

丘駅舎、 ｊｩｾ ケ丘地区センターピ ｪ レおよび

専門1; 5 舗、h ! ケ丘地域冷暖房エ不ルギー

プラント、杉村合1・li 厚木倉101' 、長崎県

総合教育七 ンタ一、長崎大( : 医γ二部F付属

病院、北大阪流通念! J l i 閃I也、大阪府泉市

病院基本設計、大阪市中のぬ線道計画、

京郎市身体F章二年寄リハビリ テーショ ン七

ンタ一、阪神総合卸商業団地、傍国駅周

辺基本設計

すいせんのことぱ 佐野正一

郎市施設の設計を担当している 。

病院主ど医療福祉関係、部日市再開

発など町l市計画や流通関係等、そ

のレパートリィはこみいった郎市

機能を設計対象にしている 。積極

的に取り組んで機能分析から解決

の提案にじ っ くりと細 ｡Ｇｾ 仕事を

するのが身上。大成を期待できる

人 t.:_ 。

青年技術者としてのこと C! ; 現代社会の目まぐるしい変化の中で、建築

後能・郷市機能も多岐多織に複雑化 ・複合化 ・大型化していっている 。

そのよう寺中にあっては 、要求目的にかなった機能の追求と同時にその

社会環境 郎市環境に合った建築空間を創造する必要がある 。建築は空

間を 創造する芸術であり、それは建築することによって表現される 。 し

かも 、使われるものでなければならず、その主題は人nuである 。

適当なスケー Jレで、いつでも人々が目的に応じて利用できる満足すべき

環境で主ければならない。すなわち 、「人間的空間J で、かっ「生きてい

る空間」の創造を目備すべきである 。

企画から、計画 ・設計 ・建築へと至る長いプロセスの中で、その変化し

ていく要因に対して、絶え 11日ない追求の姿勢を維持し、人間と人聞社会

の恨本的要求に結びついた、真に人間のための空間環皮の創造に努力

していきたい。



テεイア' / ' ¥，ークゴ〉レフクラブ〉、ウス
建 築 地 奈 良 市 須 山 町95

設計 ・施工 株式会社竹中工務底

構造・規模 R C+ S R C  造、 2階建

主jC! 也面 H'l l ，149. 680m'  

延 床 面 積 3，473ni

工 期 昭 和46年 6 月~昭和50年 9 月

/I! 影: 岡本茂山

京都中央信用金庫本庖

建 築 地 京都市 F京区四条烏丸西入函谷鉾田T91番地

設計 ・胞工 株式会社竹中工務 l;!i

t荷造 規 模 SRC造、地上 9階、地下 2 階

敷 地 面 積 2.  168m'  

延 床 面 積 17，203m'

工 期 ｉｉｾ ，ｦｦｊ ＴＷ 年 ＱＲ 月 ＭＱＱ 酔日 ＴＹ 年 ＱＱ 月

敷 地 は 四 条 烏 丸 交差点、に近く、京都の業務地域と

し て 最 も 集 積 の 高 い 湯 所 に 位 置 し て い る 。 計 画 の

基 本 は 、 金 融 母 庖 と し て の 機 能 を 充 実 さ せ 、 顧 客

へ の サ ー ビ ス の 拡 充 を 計 る と と も に 、 既 成 街 区 に

調 和 し た 建 物 を つくることであった。

敷 地 は 、 奈 良 旧 市 街 よ り 春 日 山 を 越 え て 、 お よ そ

6 キ ロ 。 自 然 林 に 蔽 わ れ た 古 い 歴 史 を も っ 土地 柄

である。

建物の高さを低く押さえ、軒に深い陰を待つ瓦主主

き の 屋 根 を 、 敷 地 の 高 低 に 沿 っ て 連 ね る こ と に よ

り 、 こ の 紫 晴 ら し い 自 然 を 扱 う こ と な く 調 和 を 保

つことが、設計上のポイントであった。
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喜 多 隼 紀

生年月日 昭和20年 4 月II 円

品終学 歴 昭 和43if 3 月

京都大学工学部建築学科卒業

職 歴 昭 和43年 4 月

作品略歴

株式会社竹中工務庖入社

設計部設計諜勤務

東浦町地域社会センター

有馬古泉悶

京邸中央信用金庫高慢支庖

吹田貿易本社

京都中央信用金庫本倍

ディアパークゴルフクラブハウス

三洋司Z機迎合健康保健組合保健センター

すいせんのことば 毛利詰夫

堅実なデザインを心街けながら、

創作に対しては常に意欲的に取り

組む。だから{ 庄の作品には風絡が

ある 。組織の中の- Q として返し

い桁導力と統合力をも って、次々

と密度のｾｾぃ作品を実現していく

喜多君に、} 日11幸するところは大き

L 、。

こと l i ; 建物はできあがると" 丸汁者からは遊離し、すべての UI] いかけに

対して独内に対応し始めます。 そのとき建物は一体何に評価をおき判定

すべきなのかをは っきり認滅することが大切だと思います。

現代テクノロジーは国土的環境の差をなくし多くの建物がどこに建 って

もおかしくない世界的な画一性を生じさせましたが、同H年にすべての価

値観を変化、多織化させ、ますますこのi l - ' I ' f聞の判定を復維なものとして

います。

このような情況の中で説得ある解を導き出すには、より本質的なものに

迫るとい った、個人の内のJ l ¥J組 に起因するしかないように思えます。

ミルイス ・カーノの建築は、人/ i 日の本質をよく辺島幸し、空間に秩序をう

ちたで、光をよく注解したところから生まれる 。" 非常に Jji 純ではありま

すが、払なりの解を IBすーっの予掛かりとなることばだと忠います。



住友コンビューターりげεインク、

所 在 地大阪府豊中市新千虫凶田f

jj!< J也 面 fJ' 11 ， 800rri 

ill 築 而 積 5，571rri

延 床 面 積 32，912m'

基滋階床而積 2，467rri  

t躍 進 規 模 S R C造一部R C 逃 地 上9階 地 F l 附

五2日高さ 35 . 35 m 

工 Jm 昭和46年 8 月~昭和48
11' 1  n  

大阪千里中央地区の業務区域の一角に注設された

この施設は、それぞれ異なった各企業の電算機を

中心 とする部門の集合体として企画されたもので

ある 。

平面計画において、基準階はハードエリアとソフ

トエリアに大別し、 無柱のワンルームシ久テムを

採 用 し た 。

低 層 部 の 屋 恨 は 屋上庭園とし、周辺に残されてい

る緑I也とスムーズになじむよう計画した 。

セントラル第2 ビ)レ

所 :(E J也 高松市塩展開T53 番地

政 J也[ 面積 886. 88rri  

ill 築 面 償 609 . 05m' 

延 床 面 m 4，470. 64rri 

基準階床面被 460. 05m'  

構 造 規 筏 S R C 造 一部R C 造 地 上8階 地 下1階

i員高高さ S GL + 39 . 6 m 

工 期 昭 和51年10月~昭和53年 2 月

: J Y. x : 地は交叉点の一 角 で 、 車 も 人 通 り も 多 い 商 業地

域に主主つテナントピルとして計画された。 l 、 2

階が銀行、 3 階から上が貸室となる 。テ ナントの

要 求 す る 床 面 積 の 大 小 lこ対応できるようワンルー

ムシステムを採用した。ターンテーブル中; j : [ み込み

の 立体駐車場も建築と一体化している 。ま わりの

環岐に積駆的に働きかけるべく、小さなプラザを

とり、植樹帯を設けることにより、さわやかな 街

角を古IJ りだすよう計画した 。

大 分県教育会館

， 
•••••• •••••• •••••• •••••• •••••• •••••• •••••• •••••• •••••• •••••• 
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小 野 為 一

生年月日 昭和18!j'. 6 H 2HI 生

品 終学ｾ II!H可137(1: 3  n大阪市立工芸高

: 平"( : 校主I ! 築科ベド業

業 廃 昭 和37
tH JI 株式会社日建設

，l [ 入社、現在に至る 。

作品目告1:&

鳥取県立博物館、大分県教育会館、住友

コンピューターピ Jレディング、財団法人

豊中市医療保健セ ンタ一、恩賜財団j高生

会富田林看護鮒" i 1 l 合、百卜問銀行各支底、

セントラ Jレ;j¥2 ピル、 N スポーツセンタ

ＭＳｴ 蘭ｾ

すいせんのことば 長谷部朔郎

複維多元化する建築を完成さすた

めには 、 ｾくの人々の協力と 折 衝

を避けることはできない。

i皮のもつ情熱とすぱゃい判断力に

加 えて、信頼される人となりは、建

築を自IJ るものとして充分な資絡を

もって いる 。 さらに地味♀努力を

重ねている彼の態度は、より将来

に楽しみがもてる 。

青年建築家としてのことぱ; 悠築を古IJ りだしていく t で、弘が大切にし

なければならないと思うことに、物 Ｇ ｊ ｾ のあり方、ものとものとの、かか

わりあう関係を、者: 1t I I . ( I "J に分析し、判断し、川成する力を、日頃から養

っておくということがあります。敷地として選ばれる地域の環境風土や

生活隊式が、そこに創りだされる主主築に大きな彬特を与えることは当然

ですし、社会機械が被維化する ー Ｉｪ の中にあ っては 、 ｩｬｬｾ 告に諜せられる

法的条件も厳しくなります 。 また、ｾＺ匠、例造、， ｬ ＧｩＨｩｩｾの技術而でのバラ

ンス、経済性といったこともさけて通ることはできません。 こうしたか

かわりあう滞条件に対応しながら述築を古IJ りだすわけですが、そのため

にも、先にあげた二とがらを身に備えるべく努力をおしまず、毎日の生

活の身近なもののなかから、創造の近を追求 したいと 身えます。
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シーモール下関銃要

所 在 地 下 関 市 竹 崎町 4 丁目1 の 2 他

地 域 地 区 商 業 地 域、防火地域、第 6 種 容積 地 / " ' - .  

区( 法定主I ! ぺい率100%、法定容積 イ 下

i 也域社会|

率 600% ) ド也曙札「

敷 地 面 積 28，920. 6m' ; =二二二弓 r

建 築 面 積 22，353. 1m'  ( 建ぺい率 77.29%) 1国一竺 11

|  関駅 11

延 床 面 積 119，95ω9 .4必5r目m' ( 容 積 率 36ω5.2初0 %) ド一到初 11

( 専 門 庖 “ω4ω31川0制 盆蹴販庖r. ! i 20，226 .83川 F 二弓弓

百貨! 筒苫 3犯8，96引1. 1伽伽{ .$駐E車I場品 14 ，34ωo .  43rr1 )  L  _  .. .  /  11  |  

J 地域社会/ 11  

憎 造 規 模 専 門 庖 F 4 Bl  R C造一部 S R C造 γ 皿 串U""'/ I I

百 貨 庖 F 7  Bl  S R C造一 部 S 造 1  /  11 

量 販 庖 F 4  S  1  R C造一部I SR C造 」一一ム

駐 車 楊 F 7  S 造

企 画 S S C プロ ジェクトチーム

(一 … 教 段 ) ¥
株式会社大林組設計部 |  

株式会社西脇設 .H綜合企画研 |

究所 /  

設 計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

竣 工 昭 和152年10月

専 門 庖 庖 舗 数 約230庖富1 i ( オープン庖舗を含む) 、

映画館、クリニ ックセンタ一等。

防災セ ンター 主防災センター( 専門信 ) および副

防災センター( 百貨庖 ・量販庖)

シーモール下関ショッピンク、センタ一計画

( s s C計画)

延 床 面 積 約120.000m ' 、百貨底、量販庖 の 2 大 キ ー テ ナ ン ト と 約200庖 の 専

門 庖 で 構 成 さ れ る 本 格 的 な 都 市 型 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 。

い ま ま で 中 心 商 庖 街 と 言 え る も の が な く 、 小 売 販 売 額 の 市 外 流 出 に 悩 む 下

関 の 新 し い 中 心 核 に な る よ う に と 、 商 業 中 心 型の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と し て

計 画 し た も の 。

こ の う ち 専 門 庖 部 分 の 企 画 、 調 査 段 階 か ら の 全 計画 を 担 当 し た 。

経済的可能性の検討

・マーケットリサーチ

・商圏設定

・販売期待額の算定

・規 筏 算 定

基本絹想の提案

・市内小売業の中での位註づけ

→ ・コ ミ ー 型S . C の 提 案

| 川市 町 民 の 調 整

・全体 デザインイメージの提案

る事業計画
φ  

全体計画の提案

- 経営収支計画

・保 証 金 、 敷 金 、 家 賃 計 画

・庖 舗採 算 計 画

← 

- 全体 配 置 計 画

・動線計画 ( 水平 、垂直)

・商業施設、都市施設配置計画

・広場、モール、街区、街路の提案

・広場、モール等デザインイメージ計画

入居募集業務
ψ  

庖 舗 計 画
ψ  

- パンフレット作成業務 - 庖舗配置計画

- 募 集 業 務

← 

- 業 種 精 成 計 画

- 有名専門底募集業務 - 商品構成計画

- テナン卜個別調査、 折衝 業 務 - 底 舗 誘 致 計 画

- 底 舗研 修 計 画

唐舗内管理様鍵、股務備 φ  公 共 部 分 デ ザ イ ン 計 画
ψ  

置量主邑

- 庖舗内装設備工事設計路工指針作成
- 広場、モールデザイン計画

• 問 設計統括管理

← 

- 各階層月rJ デザイン計画

• 悶 施工統括管理 - 街区、街路日rJ デザイン計画

色 合

駅 前 広 場

商 業 施 設 :  

得T官)

回

忌

一〉 sscの位置づけ

11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川"川"川11川11川11川11川11川11川11川11川l川"川"川"川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"川"川11川11川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川"川"川"川l川"川"川"川l川川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川11川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川"川"川l川川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川11川"川"川"川"川"川"川l川"川"川11川"川"川"川"川"川"川"川"川"1川l川川111川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川l川"川111川"川"川"川"川"川"川"川"1川"川"川

"  
l  

市 嶋 久 嗣

生年月日 昭和17年 8 月2 日

級終学歴 大阪大学工学部情築工学科

所 属株 ｬ 大林組本庖建築設 ｊ 十第 一 ｾＧｉｬ

す い せ ん の こ と ば 栄 木 一 成

最近は設計業務も非常に多機化し、

企画からオープンまですべての面

でスヂデイーをしなければならな

いケースが多い 。52年10月峻工の

シーモール下関もその一 つで、こ

のプロジェ 7 トのソフト業務をm

当し、新しい分野で活i 7rl している

若手建築家市嶋君を継問します 。

ｾ 歴

22 

昭和41年 大林組入社

昭和43年 大林組本庖設計百日勤務

昭和4711' 勝岡山ニュータウン計画設 il 十

目白和 48年 コンピューターによる設計J十

画に参加

昭和49年 シーモール下関ショ y ピング

センタ一計画設計

昭和52年 現 在 r5 5  C プロ ジェクトチ

ーム J としてシーモール下関

工事事Ji 務所設計室に勤務

青年技術者としてのこと 1;1.' ; この数年IUI 、高層集合住宅群による街づくり、大

規模商業施設を中心とした街づくり等の大きな地域コミュニティ計画に手を出し

てきました 。

これらの計画に際しては、 l j i . に{ 主まいの場、商業活動の場を提供するだけにとど

まらず、教養、娯楽などのいくつもの生活の場を提供し、都市生活の中での何ら

かの役割l を明確に侍っている街を円指すべきだと思ってきました 。ただ、外出sか

らそのコミュニティをコントロールする立場での、ものの考え方よりは、そのコ

ミュニティに自分をいかに¥t - l f させ、そのコミュニティに参加し、生活し、運営

する人と同じベースでのものの考え方が、いわゆる「街づくり J の- 111=大きな' &'

: I t を占めるとも思 っています。

幸いなことにシーモール下関ショ ッピングセンタ一計画 ( 5 5 C  計画) は企画、

調査の段階からの委託をうけて実現に至 ったものです。計画、実現へのプロセス

がいかに長〈、困難なものか、また関係者の情熱というものがいかに強力な推進

力となるか、また計画と結果のギャップがいかに厳しいものかを身をもって経験

してきました 。 この経験が将来どのように自分自身に反映されるかをかなり mll 寺

しています。



兵庫県立栃の実温泉荘

所在地兵庫県美方. r . rl温泉町歌長

設J十監理兵庫県建築部営繕諜

榊造 規 模 敷 地 面 積 53，925ni

建築面積 1，529.50ni 

延床面積 2，847. 00ni  

RC造 F3、 81、 P H

工 期 1974年10月一76年 5 月

兵庫県の北部、{ 旦馬路の山は深い 。 その山々に函まれた湯村のまちは、 静

かに「荒湯」の湯爆を見守 っている 。

「栃の実温泉荘」は、このような但馬の自然、風土に融け込み、老人、身

障者を中心としたすべての県民の保養所として、機能することを目的とし

ている 。

設計に対する留意点として、最近、身障- t . 1問題が大きく取り上げられ、い

ろいろと文献なり 、参考資料が出されているが、今岡は、とくに身障者と

いうのではなく、ハンディキャ y プを侍 った人という解釈で、誰でも、 使

用できる建物として、各部に「スペース」を般保することを主眼とした 。

もう 一 点 I; l : . 、但馬地方の向然に対して、できるだけ、融和し、保養の機能

を満足させたいということである 。衆知のごとく、豪雪地帯で、しかも 山

の上ということも手伝 って季節風は、想像以上のものである 。 プランニン

グは、このような自然条件と、山の上という I也形を考慮して、決定されて

いった 。 そして、この内然に対して守り閉鎖的にするということと、自 然

に融け込み、 開 放的にするという相反するｾ肉の中で決定されていった。

一 人でも多くの人々が、この但馬の白然、風土にひたり、 i可かを i斗られ れ

ば幸いである 。

「あすもまた 山道 な れ ば 湯村 なる 湯にいざりて ひとやすみせむ」

西行法師

兵庫県立淡路

文化会館

所在地兵川 ｦｾｍ ｉ Ａ 名 ｭｬ 一 吉田 ｉ 多賀

設計監理 兵席県建築部日繕深

神戸商科大学

所 在 地 神戸市垂水区星陵台4- 3- 3

設計監理兵庫県建築部; 蛍織諜

結: 築面倒 2，374.20m'  

延床面積 3，515.43ni  

体育館+ クラブハウス
建築面積 2，100m'

延床面積 3，914m'

精 進 R C 造一部S 造

工 期 1971年11月- 74年4 月

t荷造規模 RC造一部S 造 目 、8 1

工 期 1974年 12月- 75年 11月

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111

杉本; 告康

生年灯口 H百J司121年11 月1811

!it終 "f: 歴 ug利45年 3 F1大阪市立大学工

宇部主E築学科l ' 業

業 歴 ｈ 百相 ＴＵ 年 Ｔ 月兵 ｭ￯ｾ 県ｬｊＡ築 ＱＷｾＧＮＺ［ ｟ ｾＭ

締深に勤務、 J. II.<<:に至る 。

作品略1!，f

兵庫県立淡路文化会館

兵庫県立神戸商科大・件体育館

兵庫県立i ' j ' 戸尚科大学クラブハウス

兵庫県主栃のＺｫ温泉 ｾｦ

( 仮称) 淡同J スポー γ 七ノデー (施工中 )

すいせんのこと 1;( 光安義光

設計を希望し、乍ｾをすると兵席

以7主総深に念願が叶ったわけであ

る。県行政が侃祉に指向し、その

純の" 丸i I にヰた ったことは県民の

ためにも幸いだ ったと思う 。県民

サイドに悦l主をすえ、 J杉を探求し

ていたのだから一一一。 いくつかの

{ 主作を i号、! ' i ( d' を j采めた今、幅広

し、抱擁力が空/ i i J に表現されてきて

いるように辺、い、被せんする次第

である 。

ことば ; r幻想」 一一「大きな流れの中で、何らかの形で必要とされた

主I ! 築が、その形をいろいろと変えながら、企画され、われわれ技術者の

!日l を通過しようとする 。 そして、さらに多数の人間i に予を IJ JI えられなが

ら、 一つの形を長してくる 。 そして地域社会の一隅をなし、生活空間の

一部として、良きにつけ悲しきにつけ、管理、迎必されながら 、多数の

人IHI の通過する空 I: : J を従供していく 。

そのような状況の '1' で、全体の流れが正路に把J座され、その流れに逆行

することのないような Ｉｪ 向づけがなされるならば、 ｬｬｩｾ 高は、地域社会の

一 日として、生前空Ａ 日Ａ の ー ｬｴｬｾ として次代へと流れ、より大きな流れを形

成する再I1分となるであろう 。
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某製鋼工場の構造設計

1. 建物概要

建 物 規 模 地 上 8 階

延 床 面 積 92 ，0 0伽f

最高部高 G L + 6 9 . 2 m 

基 礎 地 業 R C造 独 立 お よ び ベ タ 基 礎 、 鋼 管 杭 打

地 業

仕 上屋根( 折板) 、外壁( 鉄板) 、床( 鉄板、

RC 造)

2.架 構

・鉄骨構造で、 図 1 に 梁 間 方 向 の 代 表 的 架 構 を 示

す。

・水平剛性について

梁 間 方 向 お よ び 桁 行 方 向 と も 水 平 カ を 大 架 橋 形

式 に て 処 理 す る 。 梁 間 お よ び 桁 行 の 高 剛 性 部 分

は 、 図 1 に 示 す よ う に 同 位 置 レ ベ ル に 配 置 し 、

桁行方向高岡1) 性部

出 回 1 15000 1100001 

D  C  B  

転炉棟

図 1 梁間方向架橋

連 続 さ せ 、 立 体 剛 性 を 高 め る 。 図 2 に 架栂 の 各

次 の 振 動 モ ー ドおよび固有周期を示す。

1 次

T1 = 1 .41  sec 

2 次

T 2 =0. 81 sec 

3 次

T3 =0. 53 sec 

4 次

T4 =0. 37 sec 

5 次

T5 =0. 32 sec 

図 2 梁間架構の援動モードおよび固有周期

3. ク レ ー ン ガ ー ダ ー の 疲 労 設 計

クレーン走行により繰り返し応力をうけるクレー

ンガーダーおよびその近辺の部材に対して、応力

およびディテールも合わせて疲労設計を行う。

・疲 労 設 計 と 通 常 の 静 的 設 計 の 速 い は 、 応 力 の

繰り返し回数の差( たとえば、 N =10' - 2X

10' 以上と N =300以 下 ) で あ り 、 そ の 耐 力 は

疲 労 強 度 と 静 的 引 張 、 降 伏 強 度 に 対 す る 安 全

率となる。

・鋼材疲労の要因は、主として大きくは切欠等、

小さく は 変 断 面等 の 応 力 集 中 に よ る 塑 性 ひ ず

の繰り返しであり、鋼材のき

れ つ お よ ひ' 破壊につながる。

形 状 ご と 、 繰 り 返 し 回 数 ご と

に基本疲労強度が定められて

お り ( 例 、 日 本 鋼 構 造 協 会 ・

疲 労 設 計 指 針 案- N =10' 、軟

鋼) 、 繰り返しによる応、力変

動 範囲がそれら以下であれば、

一応、安全とされている。

・溶 接 設 計 お よ び 溶 接 施 工 の 良

し悪しが鋼材の疲労強度に大

きく影響をおよぼす。

側
什

69. 2 

土日

4. 転 炉 上 ク レ ー ン ガ ー ダ ー

( C G  1  ) の 疲 労 設 計 の 許

容 応 力 度 に つ い て

・稼 動 単 位一一一溶銑クレーン

3600 

・___..
A  

原料備

No. l 転炉 No. 2転炉 No. 3転炉

f ミ、;、:¥、ザi  

t、，<、く、 宅、 f、，、，、、、て、、司、、ヶ、、、、、、、， 

，、、 、、J、、、、、、、i  

ー、、、、

450
T

O H C  450

T

OHC  
刀己 Gl t i t  

120
T

O H C  

l  「ー、- L1

: ¥ B  「 午ｾ｜Ｍ ＭｬＭｾ
、、Y

， 、l 1 11 1 1  0 / I  

p ¥ !  ｾ＠ I  '.V: 

， 

a， ， ，' 
I  

， I  
I  I  

レ受銑ピッ 卜

図 3 原料棟クレーンの練業レイアウト

スヲラ y プピット

製鋼工場外観

(450

T

O H C) は 高 炉 か ら の 溶 銑 を 受 銑 ピ ッ ト か

ら転炉へ運び、スクラ y プクレーン( l 2 0
T

O H C )

は ス ク ラ ッ プ を ス ク ラ ッ プ ピ ッ ト か ら 転 炉 へ 遼

ぶ。車三炉の操業は 3 分 の 2 操 業 で 、 一 操 業 稼 動

単 位 は 40分 間 と し 、 そ の レ イ ア ウ ト を 図 3 に示

す。

・単 位 期 間 お よ び 設 計 寿 命 一 一 1 年 お よ び4 0年

・クレーンガーダー C G 1の M' ma x の変動範囲一一一

図 4 に示す。

。

図 4 C GI のM，max変動範囲

• C G1の 設 計 仕 様 ( S M4 1 )

ん= 24 X 10' crn' ，Z，= l. 2  X 10' crn' 

フ ラ ン ジ プ レ ー ト の 継 手 等 級 と 基 本 疲 労 強 度

上 F :a. ( C級 σ I =12kg/crn' ) 、下F A. (B級 σI =15

k g/ crn'  )  

・予 定 等 価 繰 り 返 し 回 数 N
d

似合( まう

S H

× M =日 ，ω 回

S，=応 力 変 動 範 囲

S d = M ，ma x の最大をとる 。

N，= S，の 回 数

( 単純繰り返し回数η = 7 7
，760回 )

・設 計 寿 命 中 の 予 定 等 価 繰 り 返 し 回 数 .EN

.EN =467 ，920回

( 単純繰り返し回数ふ = 311万回)

. 許 容 応 力 度 変 動 範 囲 ~

σ
f  r  10'  1。

σa l - - : -ーナ-::-1 一 訂 1

，
. 18

k g/ crn'  

....w. .... ，... 
U S

、"ノ

αw =1. 2 ι = α ，=1. 0として

上F A.  
"al  

=  11. 5k g/  crn'  

下F A. σa，= 14 . 3k g/ cm'

・許 容 応 力 度 は 、 日 本 建 築 学 会 規 準 に よ る と 単 純

繰 り 返 し 回 数 が 2 X 10' 以上となるため、 1 =1. 0 6

t /crn' となるが、 J SS C指 針 ( 案) によると前記の

σ
副となる 。( ただし 上 F A . とたでス チ ー フ ナ ー は 溶

接 、 下F A . とたてスチフナーは、 溶 接 し な い )

B  

A  

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川111川l川l川川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11 l  

深 井 敬 三

生年月日昭和16年6 月28 日

最終学I J a I昭和40年3 月北海道大学工学

創建築工学科卒

業 廃

昭和40年世相北海道臼建設計に入社。昭和

43年体制日建設計に転勤、以後、情造部で

主として工場建築等の締造設計に従事。

同52年精造設計主管となる。

作品経1M

新日本製鉄某製鉄所300T製鋼工湯

南7 7 ' ) カ共和国IS C C R/ V BK150T製鋼工場

住友金属工業某製鉄所大型工湖、 R C造150m煙突等

鹿児島市中央卸売市助

大阪南港トラックターミナ J レ

P O S C O  300T 製鋼工ぬ
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すいせんのこと l i 川村政美

専門分野を待つ榊造技術者はたく

ましい。

深井君は設計するにあた って常に

研究的態度を持ち鉄骨十持造に i主務

が深い。 とくに工場、 プラン卜設

計に豊富な経験があり、最近は海

外物も数多く手がけている 。将来

がたの しみ寺青年構造技術者であ

る。

青年技術者としてのこと l i ; 近年、プラン卜は年々大型化し、最新化し

ていき、プラント設計は行政、設備、建築、土木等との述m組織の下で

行われているが、それらの要となる建築妓術者の役割は大変重要とな っ

てきている 。

プラント設計における機造技術は、基本的にはピル、住居、病院等の一

般建築と同質であるが、プラントにはそれぞれ固有の設備、空 11I l をもっ

関係上、独自の精進技術( f 列、繰り返し応力、機械振動、温度応力等)

が必要とされる 。構造校術者として一般建築とは巡 った点でその能力の

発仰が各プラントの機能的役割に大きく寄与しうることに名利が感じら

れる 。

今後とも、主としてプラント設計を通じて、機造設計者として構造技術

の進歩に、社会の一員として産業社会の発展に努力していきたいと思う 。



塵芥焼却場の構造設計

焼却場に限らず、生産関連施設の構造設計におけ

る基盤しさとは解析の手法、手段よりも、生産SY S T E M 留

の流れの 中で種々の措11約 を受けながら 、いかに権 問

造的に無理のない建物に持 っていくかといっ たと

ころにあると思います。

焼 却J易建家も従来 、諸設備を単に風雨から守ると

いった概 念でしか捉えられなかったものから、 焼

却設備のS YS T EM化に伴い、建家の機能も外部に 要

対しては公害規制等にからんで防音、防振、防臭

性能が必要とされ、内部1; 1 : 快適な作業空間を造り

だすなど、質的に高等な建築物が要求されていま

す。

1  ) 焼却場建家の構造的特徴

地上、地下部を合わせ高さ約40- 45mが吹抜 けと

い ったゴミピ ッ トに代表されるごとく、機能上大

空間を必要とすること、さらに各層のレベルもプ

ラットホーム 、 ゴミピット 、炉室、集ffJJ: 機室等統

一性が見られず、また床版配置も不規則なため、

架構そのものが複雑であると同時に、剛床の仮定

がほとんど成立し得ないことがその特徴です。

2  ) 架構計画

構 造形式の決定は耐震性と機能面の両面を考慮し

てなされるべきです。機能的には貯蔵スペースで

あるゴミピット 棟 と大型重i J l 機器の設置スペース

である炉、集邸機棟に大別され ます。

ゴミピ y 卜昔日は機能上位、問榊造 を必要とされ、ま

た高層、大スパン、全階吹抜けとい った架構形状

から剛性および靭性を硲保するためSRC造とし、

炉 、集塵機棟については上告11は単なるシェルター

として軽量、乾式化 を計り、また機器搬入後の後

施工に対する配慮から S 造 が一般的です。当然、

下部構造はSRCまたはRC造となります。

3  ) 地下および基礎構造

焼却場の立地条件が比較的軟弱地盤に建設される

湯合が多いことから、小規模なものを除き、礎盤

の筏端 な不陵を遊けるため、総J也下形式が良いと

思います。

ゴミ、灰ピ γ ト外壁は汚水の外部への漏洩を遊け

るため高度な防水性能が要求され、一般的な水密

コンクリー卜の仕様以外にマスコンクリー卜対策

として水利熱の抑制に対する配慮が必要です。

4  ) 応力解析およひ而震性

骨組の応力解析そのものはコンヒ。ュ ーターで簡単

にできてしまうので安易に流れがちですが、冒頭

にも述べたように剛床の仮定が成立し得ない建物

を、平面架構 の集積として捉えるのは本来無理が

あり、できうれば動的解析をも含め、立体架構と

して、全体の主主! I ( f J を捉えるべきですが、時間的制

約がある湯合が多く、実宛設計時における解析は

基盤しいと思いますが、念頭にはおいて設計すべき
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大阪市環境事業局 大正工場

焼却能力 600t on/day  (300t on炉で基設置)

所在地大阪市大正区南恩力11島町479

延床面繊 14170m' 

軒 高 G L + 36.50m 佐高高さ GL + 45.00m

規 燥 地 上 7 階 地 下 1階

主体構造地上部 SRC造、一部S 造

地下部 RC造

本建物は、既設滑婦工場( 地上 2 階、地下 1 階) を解体撤去の

後、新設される 。現1 E 工事中であり、工期は S 51年12月- S

55年 2 月。

です。

不思議なことに未だかつて焼却場建家が地即時に

顕著な被害を受けたということを Il i I いたことがあ

りません。これは最近の- :I'l: S Y S T E Mとしての焼

却坊 が大地震に遭遇した例 が少ないからかもしれ

ませんが、私自身の考えではたしかに個々の架構

は不鋭)11
) ですが、建物全体を箱という概念でとら

まえた助合、内部の応力伝達機構 に問題は残ると

しても、意外と安定した形となっています。 この

ことは架構が不規則になればなるほど現況の弾性

設計では煩雑さを冷すばかりで、かえって全体と

して力の流れを捉えにくく、また結果として断面

もアンバランスになりがちのようです。

解析手法としては、壁率、柱率、平均セン断応力

度といった考え方を導入し、 さらに応力伝述機構

としての床版の強度を考慮した終局強度設計をし 、

つぎに靭性への配慮として床版の終局強度H寺の変

形盆に対し架榊の変形能力が追随するかをCHE CK

する、といったT OT AL 的な強さの把握をした方が、

より明解に耐渓性の検討ができるのではないかと

思います。

5  ) その他 、構造上の留意点

建設後に生ずる種々のクレームのうち比較的 どの

建家にも共通しているのが、クレーンガーダーあ、

よびプラケットの損傷と壁面のキレツが挙げられ

ます。

a  ゴミピ ッ トクレーンガーダー ; 大半の焼却坊

が24時間連続運転のため、使用頻度が高〈 、 また

-
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グラブパケットによるピット内の燦 持等、比較的

負荷の大きい使われ方であるため、耐用年数およ

び操業11寺聞いかん によっては、繰り返し荷重によ

る疲労を考慮する必要 があります。一応の目安と

して24時間操業、耐周年数20i:! 三( 2 X 10' 回以上)

以上とし、許容応応、カ度を o71 ｴ仁、 ｩ術指型撃 ｾｦｬ 値直としては

4ω0%程度が妥当な 1値直と

またグラプパケ、ツy 卜の壁面への接触、礎主主への落

下等でコンクリー卜が欠落する危険性があるので、

ゴミピ y ト内面の礎盤面、壁面について、適当な

カプリ j平を加算する必要があります。

b  壁面のキ レツ ，機能上巨大な壁面を有するた

め、壁面の収縮キレツに対する配慮がとくに必要

です。対策としては、 一般的にひび; 切れ発生限界

内といわれる収縮率 4 X 10→以下のコンクリート

すなわち膨張材を用いた収納補償コンクリートと

するのが理想ですが、経済的な商から、焼却工場

にそこまでのグレード( 将来はともかく、現状で

は15- 20年程度で炉およびそのSY S T E Mが老朽化

し新鋭設備に切り答える例が多い) をといった感

がないではなく、現実には鉄筋量および間隔( シ

ングル配筋の場合15cm以下) 、壁の区画面積 ( 1 区

画18- 20m' 以下) を規制することでキレツを防止

しています。

なお、炉室とゴミピ y トの境界¥i J ; は、コンクリー

トが比較的若令時に、炉の試運転による熱応力を

受ける場合があるので、 ｪ 主慈、をｾします 。
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青 野 時 一

生年月円 昭利 18年11 月29 円

/ u 終学歴 H百平U37年3 月大阪府立今宮工

業高等下校建築科卒業

業 歴 l昭和42年9 月(悌大建設計入社、

大阪本社榊造諜勤務

作品略歴

千築市新港11&芥焼却I品、青森市消掃工J品、

倉敷市11&1" 1 ' 焼却局、大正消抑工場、川崎

製鉄{船水ぬ第 2 、第 3 高炉鋳床作業床、

COSI PA No. 3 焼結工場、 PANAMA

SUGAR MI LL 、目立造船昔前有明録制

組立工ぬ

すいせんの ことば 木村喬夫

高度の判断を要求される工業関係

法家の設J十を多く m当して、いず

れも見事にまとめている 。 この紐

の処物の設計には、被維な生産ン

ステムを打l >j : わずに架併を大きく

把娠する能力がきわめて強〈要求

され、今後もその紫質に矧f寺され

ている 。H幸代が要求する建築設計

に答え iヰる t荷造技術: r . として嘱望

している。

青年技術者としてのことぱ; 工場関係の法家で、比較的満足のいく，没討

ができたと感じるときは、 i: k まってプラントメーカーまたは機械エンジ

ニアとのコンピネーションがうまくいったときだと立1います。しかし大

下の投， ｮ はそ うはいかず、 機 ｾｩｦ の聞を縫 っては、 ＷＷ ロパット ＨＱＧＱ >j : 架構

をキ11み、 t から Fからの規制寸法に苦 しみながらも、なんとか収めてほ

っとしているのが現状です。機械および建築双JJ の技術が、 相当高レベ

ルにある現住でも、その接点において、もう 一つ うまく岐み合わさって

いず、往々にしてそういったところから 7 レームが発生しているのは 、

やはり社会的損失ではないでしょうか。

このことは建築と機械のTOTAL S YS T EMとして述築技術者がLAY

OUTの初期の段附で汁ii ! nに参加lできる方向に持っていく必要があると思

います。そのためにも私向身、精進といった枠に紛られずに、広い視野

でSYSTEMをJ足え、ただその作業分担のみが階造部I"J であるといった

具合に、発: ! ! . ! の転換を行いながら努力しています。



通産省サンシャイン計画

ソーラーハウス

配 に も あ ま り 拘 束 さ れ な い 真

空 ガ ラ ス パ イ プ 形 を 開 発 し て

使 用 し た 。 ブースタポイラは、

計 量 が 簡 単 で 計 測 の 精 度 が向

上 で き る こ と か ら 電 気 ヒ ー タ

を 採 用 し た 。 冷 凍 機 と し て は

低 温 で も 動 作 係 数 が 高 く 、 か

1 太陽集熱器 5 貯 湯 槽

6 .1 次蓄熱情

7. 2 次蓄熱情

8 . F C  U  

本 計 画 は 、H召手[149年 に 発 足 し た 「 サ ン シ ャ イ ン 計 つ 温 度 依 存 性 が 少 な い 強制循

薗 」 の 中 の 太 陽 エ ネ Jレギ一利用の一昔日門として、 環 吸 収 式 を I摘発して使用した。

「 新 築 個 人 住 宅 太 陽 冷 暖 房 給 湯 シ ス テ ム の 研 究 1m 2 次 蓄 熱 槽 は 、 蓄 熱 効 率 の 高

発 」 と い う テ ー マ を 三 洋 電 機 ・大 林 組 の 2 社 で 通

産 省 工 業 技 術 院 よ り 共 同 受 託 し た こ と で 始 ま っ た。

集 熱 器 、 小 形 吸 収 冷 凍 機 の 開 発 を 三 洋 電 機、 東 京

三 洋 電機 が 、 ま た 建 築 お よ び 冷 暖 房 シ ス テ ム の 解

析 と 設 計 ・施 工 を 大 林 組 が 担 当 し、紫色= な協力の

もとに研究開発が進められた。

こ の 成 果 の 表 現 と し て 、 昭 和51年 度 に ソ ー ラ ー ハ

ウ ス を 建 設 す る こ と と な っ た が、筆 者 ら は 昭 和50

年 よ り 本 計 画 に 参 加 し 、 冷 暖 房 給 湯 シ ス テ ム の 殺

言十などを W. 当した。

ソ ー ラ ー ハ ウ ス の 建 物 形 状 に つ い て は 研 究 グ ル ー

プ内外 で 議 論 百 出 し 、 当 初 の 第 I 次 案 ( 回 E伝情円

f本案) か ら 第 E 次君主 ( 円 形 プ ラ ン 案) 、さらに第 四

次 案 ( 最終案 ・正方形 プラン) へと 推移したが、

冷暖房給湯システムは、工島熱器 ・吸 収 冷 凍 機 ・望書

熱 憎 の 組 み 合 わ せ と い う 基 本椛 想 に 関 しては変更

さ れ な か った。

1  設 備 計 画 紙 要

( 1) 基 本構 想 こ の 実 験 住 宅 は 、 太 陽 熱 を 利 用 し た

冷 暖 房 給 湯 シ ス テ ム を 適 用 し た 一 例 と し て 、 建 物

自身 、 システム 、 システム 椛成機器等の性能の ｾｲ ｬ｛

認 と 評 価 、 さ ら に 太 陽 熱 利 用 住 宅 と し て の 居 住 性

. 安 全 性 な ど の 総 合 評 価 を 行 う こ と を 目 的 と し て

いる 。 そ の た め に 、 こ の 住 宅 に 採 用 し た 設 備 シ ス

テ ム は 、 こ れ ら 個 々 の 要 紫 を 評 価 す る に 必 要 と 思

わ れ る 将 来 の 種 々 の 実 験 ・計 測 に 対 応 で き る よ う

に余字詰をもったものとした。

熱 源 シ ス テ ム は 、 水 加 熱 用 太 陽 集 熱 器 ・ブースタ

ポイラ 吸 収 式 冷 凍 機 l 次蓄熱憾( 給湯コイ J レ

組 込) ・ Ｒ 次帯熱れ ｾｩ ・ 給湯用貯湯糟などより ｦｉＯｬ Ｏｪ 立

されている 。 給 湯 と 冷H愛房の集熱系統は共通とし

た が 、 実 験 的 に 必要 な 幼 合 に は 、 こ れ らを切り 離

し て お の お の 別 系 統 で 単 独 に 運 転 で き る よ う に 配

管回絡を組んで、いる 。

太 陽 集 熱 器 は 、 高 温 で も 効 率 が 良 く 、 ま た 設 置 勾

い 温 度 成 層 形 と し 、 熱損 失 を

有 効 に 利 用 で き る よ う に 居 室

内 に 設 置 し た 。 冷 暖 房 2 次 側 シス テ ム は 、 住 宅 の

場 合 に 多 い 部 分 空 調 が 可 能 な よ う に 、 各 室 に フ ァ

ン コ イ ル ユ ニ ットを設置し 、一 部 の 室 に は パ ネ Jレ

ヒーテイングを f弁Z没した 。

(2)省 エ ネ ル ギ ー の 検討 太 陽 熱 利 用 の 冷 暖 房 は 省

エネ J レ ギ ー の 一 手 段 と の 見 地 か ら 、 建 物 ( 負 荷 )

fftlJ お よ び 空 調 シ ス テ ム f!!l Jで の 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 を

考 え た 。

(l) 外 壁 ・屋 根 ・床 lこ100mmの外断熱を行い、断熱仕

機を向上させるとともに、 i縞 射 に よ る 快 感 を 高 め

る よ う 配 慮 し た 。

(印 窓 廻 り よ り の 負 荷 軽 減 の た め 、 サ ッシを 2 重 構

造 ( 外 : ア ル ミ 、 内 : 木 製) とした。

(田) 窓面積 は 許 容 で き る 範 囲 で 最 小 限 と し、バルコ

ニ ー な ど に よ っ て 庇 の 効 果 が 得 ら れ る よ う に 配慮

した。また夏 期 夜 間 の 冷 気 を 利 用て1きるよう、自

然 換 気 が 行 い や す い 位 置 に 窓 を 配 置 し た 。

聞 大 き な IJ i J 口部に対しては、冬期夜間の欽熱を防

ぐ目 的 で 断 熱 雨戸を設備した。

同 室 内 温 湿 度 条 件 の 緩 和 に よ る 負 荷 軽 減 の た め 、

快 感 範 囲 の 境 界 付 近 に 温 湿 度 を 設 定 し た 。 ま た 冬

期の条件をさらに緩和できるように、 一 部 温 風 床

暖 房 を 採 用 し た 。

川 部 分 空 調 ・間 欠 空 調 に よ り 空 調 運 転 時 間 を 短 縮

し、 負 荷 軽 減 を 図 った。

(¥1) 外 気 負 荷 軽 減 の た め 、 取 入 外 気i，1を 必 要 最 小 限

に お さ え 、 さ ら に 排 気 と IIX入 外 気 と の rmに 全 熱 熱

交 換 器 を 入 れ た 。

日1) 台 所 ・便 所 等 の 換 気 に よ る 隙間風 負 荷 を 軽 減 す

る た め 、 台 所 に は 給 排 気 バ ラ ン ス 形 レ ン ジ フ ー ド

を 設 備 し 、 ま た 便 所 に は 活 性 炭 無 臭 便 座 に よ る 循

環 換 気 を 採 用 し た 。

四 2 次 蓄 熱 糟 は 、 槽 か ら の 熱損 失 を 無 駄 にしない

よ う に 居 室 内 に 設 置 した。

(3)熱 源 側 の 検討 上 記のような負荷似IJ で の 省 エ ネ

Jレギ一策に対 し、熱源f HlJ で は 、 各 機 器 の 容 量等を

ど の 程 度 に 設 定 す る か を 検 討 し た 。

太 陽 集 熱 器 の 面 積 に つ い て は 、年 間 負 荷 と 年 間 集

熱 量 を 計 算 し て 簡 単 な 経 済 比 較 を 行 っ た 結 果 、 現

在 の{孤他では面積を大 き く と る ほ ど 不平1I となるこ

とが判 H月 し た が 、 将 来 の 大 公 生 産 に よ る コ ス ト ダ

ウンが可能なものと考えて、屋中良および南壁面に

設 置 可 能 な 最 大 範 囲 で 設 誼 し た 。

冷 凍 機 の 容 量 に つ い て は 、 熱負 荷 ・帯 熱t也容i I i な

ど か ら 検 討 の 結 果 2 R T と 決 定 さ れ た 。 冷 水 出 口 温

度 は 2 次官!II 粂 f牛の緩和により比較的高い 10" Cとし、

ま た 加 熱 温 水 温 度 も 集 熱 効 率 を 考 慮 し て 比 較 的 低

い85" C と設定した 。 さ ら に 温 水 温 度 変 化 に 対 す る

能 力 に 安 定 性 を 持 た す た め に 、 強 制 循 環 方 式 が 採

用 さ れ た 。

ブースタポイラは、 1 次 蓄 熱 僧 と 冷 凍 機 の 間 に 設

置 す る の が一 般 的 だ が 、 本 設 計 で は 1 次 蓄 熱ffii の

前 に 設 置 し た 。 そ の 理 由 は 、 前 者 で は ポ イ ラ 容 公

が 冷 凍 機 の 必 嬰 熱 量 に よ っ て 一 義 的 に 決 定 さ れ る

の に 対 し 、 後 者 で は 冷 凍 機 の 間 欠 運 転 を 許 容 す れ

ば、 1 次 蓄 熱 槽 の 容1誌を利用してポイラ容f立を小

さ く す る こ と が 可 能 と な る か ら で あ る 。

1 次 蓄 熱 槽 は 、 主 と し て 日 照 急 変 に 伴 う 冷 凍 機 の

動 作 安 定 の 検 討 の た め に 設 置 し た が 、 冷 凍 機 の 温

水 条 件 が か な り 広 い 範 囲 に あ る の で 、 こ の 面 か ら

は 不 要 と い う 可 能 性 も 考 え ら れ る 。

2 次蓄熱十曹は、冷凍機容虫 冷房負荷などから、

多 少 余 裕 を み て 8 m' の 容量と し た 。 ま た こ の 補 は

表 面 積 が 大 き く 、 熱 損 失 も 大 き い と 考 え ら れ た の

で 、 前 述 の よ う に 居 室 内 に 設 置 し 、 熱 損 失 を 有 効

に利用できるよう同町並している 。

給 湯 は 主 と し て I 次 蓄 熱 僧 に 組 み 込 ん だ 給 湯 コ イ

ル か ら 熱 を 得 る よ う に 計 画 し た 。 Jlr 湯 槽 は 2 日に

l 度 の 入 浴 を 忽 定 し て 2 日分 (500e) の 容量とし、

補 助 ヒ ー タを槽の 中 rl . f J 位置に誼いて無駄な加熱を

行 わ な い よ う 配 慮 し た 屯 気 温 水 器 を 試 作 し て 使 用

した 。

2 . 設 備概 要

空調面積 5 室 81. 4m 

冷房負荷ピーク 37  . 100kcae /d  (4， 770kcae! h)  

暖房負荷ピーク 34 ，600kcae/d  (5，130kcae/h)  

太陽熱コレクタ面積 有効5釦i (設鐙74m)

吸収式冷凍機容I i t 6， OOOkca e  /h  

補助ポイラ容鼠 8， 600kcae /h  

蓄熱憎容盆 高温用 1m 低温用 8m

空調系統 F C U各*J-十4 台

床暖房 (温風式 ) 2 室

換気系統 最小外気換気系、台所給排気系、便所循

環換気系

給湯負荷ピーク 300e! d、13，500kcae/d

給湯コイル能力 4，500 kcae/h  

貯湯憎 500e 
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喜 多 村 義 興

生年月日昭和21年10月10日

地終学歴東京大学工系大学院( 建築 ・

修士) 昭和46年卒

業 歴

昭和46年 4 月( 仰大林組入社、東京本社設

備部計画課勤務。プログラム開発、技術

改善開発業務等を担当。

昭和50年 5 月本底設備部設計課動務、設

備設計業務を担当。

盆笠笠当主主E

. 通産省サンンヤイン討函ソーラーハウス

・山本不動産世帯船場サテ ライトピル

・東洋不動産総甲子園口南グリー ンJ 、イツ

すいせんのこ とぱ 山田 貞次郎

喜多村君はこのプロジェクトに積

極的に取り組み、単に設備システ

ムを設計するのみならず、性能予

測のシミュレーション、性能解析

のための言十浪リ システム l別手をな どに

おいても主導的f宣言1I をはたしてき

ました 。 このように未知の分里子に

積極的に取り組み、かつ可能寺限

り理論解析に努力をおしまなか っ

た彼こそ、青年技術者の模範であ

り、ここにすいせんいたします。

雑感 ，近年、諸分野において省エネルギーが注目されているが、われわれ建築設

備に燐わる技術者にと っても 省エネルギーは大き寺関心事であり、設計において

建築およびその設備の省エネルギー化を図ることは必須の粂件となりつつある 。

その意味において、今回省エ才、 j レギーの一環としての太陽熱利用実験住宅 (ソ ー

ラーハウス) の設計を担当させてもらったことは、私自身にとって大きなプラス

となり 、また建築 とその省エネルギーに付する析しい発想を与える契機にも主っ

たと思う 。建設業の中の設計部1") に身を誼〈自身を省みて、平常の設計作業にお

いて時間等の措1) 約により結果的にその設計精神の貧弱さに自明の念にかられるこ

とが多かった中で、 n エネ Jレギーという一つの大き主支柱を得たことは、技術者

として非常に心強く感じている。

これからも、固定観念にとらわれること♀〈、常に柔軟な頭をも って 析しい技術

を積極的に取り入れる態度を忘れないようにして、ここで得たものを将来にわた

って さらに発展させ、活用していくことが、私の課題であろうと思う 。



西宮市立病院の空調・

衛生設備の設計

所 在 地 兵 周I県西宮市林田町

敷 地 而 積 15，214. 99m

延間航および ・病院本館 18，556.22m B  1 ， F  6 ， P  2  

fI1I i1i m I見 ・宥護婦宿舎 2，391. 53m' F  6 ， P  1  

- 医師公舎 370.08m'  F  3  

その他、合計21 ，466.95m

工 )gl  11召布148年 4 月~昭和50年 3 月

計 画 織 委

病 院 本 館 は ベ ッ ト 数300床 、 外 来 J忠、者数 1 n 450-

500人の総合病院として計画し、本病院の特徴とし

て将に検査 ｽｾｉｾ および放射線診断昔 ＱＱ の充実を図り、

また、総合診療センターを設置し、成人病、健康

符段、母チ保健、リハビリーテーションの管理を

ｦｬｾｦｬ ｩＡ Ｈｉ Ｏｾ に行える平面計画がなされている 。

設 計 主 旨

本病院の a没討する H寺点( 昭和47年 頃 ) の 病 院 建 築

はIIs手[139年以前のものが多く、その空淵設備は手

術室、未熟児室等特定部分の空調、 f也の部屋はラ

ジエータによる暖房設備程度のものであり、また、

衛生設備においても給湯はガス瞬間湯沸器による

程度の技術の病院がほとんどの状態であった。そ

の 後 昭 和46年頃から現在まで福祉政策の一環とし

てブーム的に計画実施カ匂著しくt { ' ) !J I l し、その 聞の

病院設備の進歩も目を見張るものがあ った。 設 計

にあた っては病院の全館空調はもちろんのこと、

今後の病院設備としても将来の先の先を読みとっ

た計画をすることに努めた 。 たとえば、 l枚 米 諸 国

で の 手 術 室 空 調 の 研 究、HE PA フ ィ ル タ ( 高 性 能

微位チフィ ｊ レタ Ｉ の導入 ｾｩｩＧ ［ｩ 争皮に対する婆求は

ますます高まりつつあることを考ぼして、思い切

った高性能フィルタの使用、換気回数の 11' ) 大、院

内感染防止のための排気設備の充実を企てるなど

院内の空気消浄には卜分留意した設計を行った。

さらに竣工後、1 1 & あい測定を行 って当初の目 標 を

卜分満足する結果であることを確かめた 。その他 、

各室滋皮コントロー J レをするためのレヒータ系統

のm加、 j止近は一般 化 し て い る ク リ ー ン エ ネ ル ギ

ーＨガスＩの導入、 二 次ｦｈ ｬｊｦｾ 荷に対応するための

帯熱怖の! * 用等、今後 5 年、 10年 を 経 て も 常 に 対

応、できるよう設計を行 った。

同線に術生設備においても、全館中央供給方式の

給湯設備の採用、スプリンクラーの全館設程 、全

病室への医療ガス配管設備の思い切 った 係 用 、 院

内の1i i l 除を m中化し浮遊y1i: あいをなくすセントラ

ルバキューム設備の採用等、どの設備をとっても

内時としては先をみこした設備設計を行った。実

施 設 計 に あ た っ て は 、 病 院 但 当 者 、 先 生 方 、 看護

鮒の方々と使用JJ 野手、辺uz，;管 理 、 維 持 管 理 に い た

るまで細部にわたり打ち合わせを卜分に行い、 竣

工後{ 史いやすい病院となるようきめ細かい設計 を

行った 。
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空調ダクト系統図
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B 1 F榎繊重

赤 松 重 則

生年月日 昭和18年 2 月3 日

最 終 学 歴 昭 和36年 3 月尼崎市立尼崎産

業高等下校機織科卒業

業 歴 昭 和36年 4 月円建設計工務株

式会社( 呪在、株式会社口建

設計) に入社 設備部に目白竜

以後、空. 羽 ・衛生設備の設計、

現場監理、f l ' I : W: 業務等に従事

し、現在にいたる 。

作品略歴

十八銀行本庖、宮崎銀行本底、住友生命

札幌ピ Jレ、サンワ東京ピ Jレ、九州電工本

社ピル、近畿電気工事本社ピル、京都市

立病院、滋賀県立成人病センタ一、西宮

市立中央病院、富田林総合病院、大海市

民病院

資絡 : 設備士( 空調 衛生) 、消防設備士

すいせんのこと 1;1.' 牧 英 二

人一倍凡帳面で粘り弥氏、誠実主

赤総君の Ｑ 上 Ｇｊｾ 振りにはいつも感心

している 。 それは打ち合わせへの

とり中uみ )J や、まとめた図面など

にも良 〈表れているが、また病院

設耐ｾのような多岐で線維な設計を

まとめてゆく上で、 i皮の研究熱心

さとともに、と くに!'t ! I i なもので

ある 。

青年技術者としてのこと 1;1.'; 設備技術おと して 、一つの信念、考え方を

持 っているということは大切なことである 。相、のモ y トーは親切設計で

あり、建物の評価は設 fiii の良し悪しで決定すると J3. っている 。

竣工1去、建物の苦情は大半が設備関係のものである 。技術. { j として苦情

の少ない設備が阪いであり、私の親切設 .it とはきめの紺l かさであり、自

分が{ 史閉する fWJ にな って設汁していく姿勢であると身えている 。 設備の

機能を卜分に発拘[ し、保守点検を十分に行って、いつまでも初期の性能

を維侍していくためにも、また、将来の I曽設、改造、補修取符に対応す

るためにも適当な機械室、 D S 、P S 等のス ペ ースの確保が必要であり、

このｾ紫はほとんど計画当初の ｬ 時点で決定されるものである 。

良い主主物と良い設 ｦｩｾ 、調和のとれた設討をめざし、 ￬ｾ［ 11 頃から建築f旦当

おとも卜分にディスカ y シ ョンを lI ' い、今までの ' jq9l j 、経験をもとに、

信頼される技術省として、今後も親切設計をモ y トーに努力していきた

いと j忍っている 。



大阪府村野階層浄水場築造工事における品質管理と施工法

大阪府村聖子階層浄水場は、土地の有効利用という

兄地から、種々の水仰を立体的に自己し、合理的な

浄 水 処 辺 設 備 を 備 え た 世 界 で も 類 を 見 な い 函 j倒的

な階層式の浄水均である 。

この村里子浄水場の工 τｬｾ 計画 を 進めるに 当たり、ま

ず 第 1 ( こ精造設計上きわめて高度の品質をもっコ

ンク リー ト で 、 か っ 水 底榊 造 物 で あ る に は水密性

が 高 い も の で な け れ ば な ら な い こ と 、 第 2 には昭

和 52年 夏 通 水 開 始 が 条 件 と な っ て お り 、 工 期 の 短

縮 を 図 る た め 、 工 法 の 合 理化 ・省 力 化 を 灯 る 必 婆

が あ る こ と が 大 き な 粂f午となった。これらの条件

に対 し種々の検討を 加 え、 コ ン ク リ ー ト の 品 質 管

理の徹底と、 PCa梁 ス ラ プ 型 枠 工 法 ほ か一 巡 の 合

理 化 工 法 の 採 用 に よ って 、 目 標 を 達 成 で き る と の

確 信 を 得 、 実 施 し た 。

1 工事概要

工事場所 大阪府枚方市村野高見台 7 - 2

用 途 浄 水 均 ;軒 高 G L + 31m100

建築面積 6，744 .78m' : 基礎深さ G L - 14m800 

延 面 積 48，985. 28m' :鋭 機 B 2 F， 7 F， P I  

m 造 R C  ( 墜式情造を主体とする )

基随方式 ベノト台柱 世2 mOOO 422本

ベタ基礎 ( MI草4 mOOO)  

工 IUI 昭和49年101l - 1I1l-fl 152年12月

図 - 1. 2  ( こ平面図、断面図を示す。

2，コ ン ク リ ー 卜 工事

ｪ 工 Ｇ ｬ ｾ に ｭ いられた約 Ｙ 万 ｭ Ｇ のコンク リートは、

設，11基 滋 強 度 が300k g ! cn! と、日強度であり 、 かっ

そのほとんどカ勺 A S S 5 に い う マ ス コ ン ク リ ー 卜

の 範 ち ゅ う に 入 る も の で あ り 、 工 事 期間中 の 品 質

管理、施工管理が ｩｬｬｾ なポイントであった。

工 事 ｮｬｬ ｾ 古川 ｉ に、生コン工 ｉ 坊の立ち入り検査ならび

に使用 'fj 材 の 調 査 を 行 い 、 粗 骨材 については砕石

を使用 することにし、生コン工場は、 2 工場から

表ー 1 コンクリー卜の鯛合

2  

設計基準強度 (kg/ Cn! ) 300 300 

粗 .rt 材の Jii 大寸法 (mm) 40 20 

スラノプ (cm) 10 12 

空気此( %) 4  4  

水セメント比( %) 51. 3  51. 9  

単位セメント盈 (kg/ m' )  310 320 

単位水公 ( kg/ m' )  159 166 

打投刷所 ベース ・7 ット 1: Jj量

の 供 給 に 限 定 し た。 セメントについては、水和熱、

乾 燥 収 縮 な ど の 比 較 試 験 の 結 果 に 基 づ き 、 中mr 熱

ポ ル トランドセメントを使用することにした。 調

合は正式し繰りを繰り返し、単位セメント虫、単位

水 虫 の 少 な い も の と し た 。(表 ー 1 )  

品 質 管 理 は 、 材 料 管 理 試 験 、 計 量 管 理 試 験 、 コ ン

クリー ト管理試験の各項目に つ いて行 った。 現 場

内に 100t ア ム ス ラ ー 型 圧 縮 試 験機 を 備 えたコン ク

リ ー 卜 試 験 室 を 設 置 し 、 コ ン ク リ ー 卜 管 理 試 験 の

徹 底 と 早 期 フ ィ ー ド パ y クを図 った。

コ ン ク リ ー ト の打 設 は 、 水利 熱の蓄 積 とその冷却

に伴うひぴわれの発生防止、施工打ち継ぎの位置、

コー J レド ジョイントの防止 、 締 め 固 め能力など を

考慮して、全体主t を168区画に分割l して行った。

締め聞めにはとくに注意: を 払 い、太径の高周波ノ f

イプレーターをポンプII I l 台当たり 8 本を配程し 、

卜分な締 め固めを行った。 打ち継 ぎ Ｚｾ ｉｓ 分の処理 は、

凝 結 遅 延 剤 と 高 圧 水 洗 に よ る 方 法 を 用 い た 。 コン

クリートの養生は、愛生マットを: J j lc き、定期l的な

J散水による湿潤誕生を実施した 。 J底終コンクリー

卜打投H刺羽が暑中であ ったので、打設個所全面をパ

ラソル型遮光シートでおおう方法をとった。(写 真 1 )  

3. 型枠鉄筋工事

組 ｩ 本工 Ｉ ｬｾ での合理化工法として、 ｐｃ｡ 梁スラプ型

わ く 工 法 、 大 型 型 わ く 工 法 、 組 立 鉄 筋 工 法 な ど の

組み 合わせを採用した。その施工 Ａｾｾｉｩ を 図 Ｍ Ｓ に

i j，す。

PCa梁 ス ラ プ 型 わ く は 、 梁 ス ラ プ の 拾 型 わ く と し

て d号案された厚さ 8 cmの 薄 肉 コ ン ク リ ー 卜 版 で あ

り、階百五 9 m - 1 0 mのノjく槽部分で、用いた。

(写 真 2)

梁 ス ラ プ の 支 保 工 が い ら な い 、 安 全 作 業 L  

ができる、工J t J Iが短縮できるなどの数多く 与

の 成 果 を も た ら し た 。 壁 部 分 の 型 わ くに R  

は、大型型わく (写 真 3 ) を 用 い た 玖

ｉｦｾ 工制度の向上、漏水の原因となるセパ

レ ー タ ー の 減 少 な ど の 利 点 が あ った。

鉄筋工 Ｇｬｾ では、蛍および梁について、 ｭ

立 鉄 筋 工 法 を 採 用 し た ( 写 真 4 ) 。 この

工 法 に よ り 、 制 度 の 向 上 、 作 業 人 民 の 安

定、現場作業員の減少を，汁ることができ

た。
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4. まとめ

本工・ ｬ ｾ は、工 Ｇ Ｑ ｾｬｩｦｊ 始 ＱＱ Ｎ ｬｴＮＧ Ｎｉ ，ｩ ，に ､ 号えられた ＱＱ 日組点も解

決され、 7 }  ｊ に通水式を終えて ＧｩＺ ｾＧ ・ｾ ［並本に入って

おり、全く? 騎イくは! n ' . られていな L 、。 このような l戊

Ｊが得られたのは、関係Ｎｦ￮全 ｌｾ の ｴｨｾ )J と、制11心 の

施 工 作 型 、 品 質 符F'll のたまものであると 思う 。

図 - 3 省力化工法施工要領

;j l i tl 自d1 11 

沼同 盟ι

梁組立畢筋SJ 施工 量級筋落しi 6み スラブ配踊

事Pca fl 枠セット 聾スラブコンヲリート打殴
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坂 田 雄 二

生年 1111 昭和21年 2 1124  11 

学 歴 HB祁44年3 川日本大学理工学

部建築学科卒業

戦 際

的有144年4 月附す中工務底入社 。

φ  万国博覧会サンヨー館、

ワンントン州館

φ 44 f下12円大阪本1苫設J十郎情造諜

φ 45年 4 H 第一生命 Il i J¥保?を所

今 ＴＶ 年 Ｑ 月ダイト ＭｾＨｴｾ ピ ｊ レ

φ 47
ff. I  11 ダイエー住ili ショ γ ピン

グ七ンター

φ 47
i
ド7 月技術研究所第3ft1l門研す: l t

• 49年7 /1 大阪本府工事部技術課

。 51年 4 月大阪本庖工事部工本法

青年技術者としてのことぱ ; ｾ見布、払 ｬ 立工料引 ｩ 工 Ｇｬｾ 諜に所ｫｊ￭し、地下工

Ｇ ｴ￧ 、 Ｔ 山本工， Ｉｽ を主体として、工 Ｇ Ｑｾ ， ｬｴｾ ｬ ｪｩ の立案および路工技術の 開発 に ｦ 証

明しています。入社以来、建築施工業務、研究業務、工仏Hl ] f f i 業務等を

経験してきましたが、この経験を通して、“ ill 物は生きものである 。設計

fi のな関する形に Tf つまで 、栄養をりえ、より良い環境条「ドを作り出す

のがI/I!i [-/' i の役' ，l i llである" との考えを持つようになりました。

栄炎の Ｉ十ｾ ・りやＺＯＱ［｜ぃ環境は、述物を病気にし、ひいては死に至 ＧＱ らしめる

ことになる 。 也物の所ｾの性能Ｈどの ような生きものであるのかＩを ト

分 ｬ ニ問解し、必要な栄護Ｈ品質 Ｑｾ 思Ｉをうえ、より良い環境条 ＨＧＱＧ ( !ii 適

施工計画Ｉを Ｇￆｾ 比することが大切であるとＡどＮいます 。

今 ＱＱＱＱ の 大阪Ａ何村ＡｩＧ階府浄水 ｉｌｪ 築造工。 ｊ ｾ においては、このような符え方に

也 っ た工 Ｇ ｊ ｾ ， ｬｨ 凶を也案 :ぶ絡できたと思います。

今後も建築技術にたずさわる- L...[ として、: A ( モの重大 さを認織 し、努力

していきたいと 与えます。

すいせんのこと 1;1.' 玉越敏男

坂町邸主 二 君は現在工 Ｇ ｊ ｾ 沫ｲＮｉとして

胞工計画、管理、 J主術IJl. Iづき業務を

fIl'"i しております。その 1m、作業r{r、

技術研究所をも経験し、とくに組

[ 本品質には一口 して l世l心を示し、

常に熱芯: をも って 社内外のm導に

吋た って おります。 ここに{ 壷秀な

，'jtil:. 技術おとして推l関する次第で

す。



古建築保存の仮設計画

古 建 築 の 改 修 工 事 お よ び 保 存 工 事 に お け る 施 工 計

画は、古 ｬｬｩｾ 告をｻおめではならない大前総のため、

難しい簡が多し、 。現在、 )jr lif lで 純 工 さ れ て い る 桂

隊宮御殿軍基備工事およひｾ rf り;r 郵 便 局 庁 舎 新 築 工 事

の 施 工 al'j菌の一端を紹介したい。

1. 縫離宮御殿整備工事の施工計画

当工事は江戸Hキ代の初めに辿てられた経由IE宮 の 建

物を全解体修理し、復元するという大修理である。

しかも 、そ の復元には可能な限り 、 旧 材 をf史い 、

当初 の技法を再現 していくというのが基本的な方

針である 。 そこで、旧材を傷つけることなく、P - J

装材が風雨および直射日光にさらされることなく

作業するために繁屋根が必要となる 。紫屋根は当

一 一 一 一

初 に 抗 内 庁 よ り 仕 様 お よ び 図 面 を 受 辺 し 、 そ の 方

針 に 基 づ い て 紫 屋 根 の 仮 設 計 画 に は い った。 紫 屋

根がもし伊l製 す れ ば 、 御 殿 に 大 損 害 を 与 え 、 国 家

的損害になる 。 そこで、慎重を期して、施工業者

の立場からも紫屋恨の構 造 計 算 を試みた。なお、

当工 ｲｬｾ の紫屋根の主材は佳 ｬ 稚宮にふさわしく丸太

組の仕様であ った。 丸 太 組 の 紫 屋 根 の 榊 造 計 算 例

は今まであまり 例 がなく、ほとんど慣例に頼って

いたかに思える。そこで、今l亘l コンピ ュータを 駆

使し、木造トラスとして解析した 。

使 用 材 料 .

トラ スおよび柱/

杉 丸 太 ( 結合昔1I は

鉄線)

屋 根 / 大 波 カ ラ ー

鉄板

壁 面 / シー ト貼

荷 量 :

屋 根 荷 主/ 35kg/ m'

墜 荷 主 / 20kg /  ni 

雪 荷 重 / 30cm

風 荷 量 / 30m/sec

地 震 荷 重 / 風 荷 重

に 較べて少ない の

で 考J.& しない。

川 制 吋 上ZEの 条 件H与に お

2. 中京郵便局庁舎新築工事の施工計画

当工恥は明治35年 に峻工したレンガ造建築物の外

壁の一 白II を保存し、内古II を現代の郵便業務の機能

を満足させるという l画期的な計画であ る。レンガ

外壁の補強方法は郵政大臣官房建築部で綿密な検

討が虫ねられ 、図 - 3 、写真 一 2 のごとく決定さ

れた。さて 、レ ンガ外壁に補 強鉄 骨 タ ワ ー が 架 設

されれば、ある程度の地 漢にも十分安全であるが、

補 強 欽'fl タワーを架設するまで、工程表より 4 カ

月程度あり、その l問、 f余々にではあるが保存以外

のレンガ壁は解体されてし、く。そのため 、 補 強鉄

骨・タワー然設までの IHl、 保存レンガ! i l の水平力に

対する仮補強が必要ではないかという| 問題にぶち

当たり 、レ ンカ' 造の精進計算に取り mんだ。レン

ガ巡の確立された榊 進 計 算 例 がなく、「建築学会組

積造設計基準」、「建築学fiJl 覧」、「主l E 築学大系 19J

Z辛を参. / ! ; にして 、水 平 力 に 対 し て 下 記 に よ り 検 討

した。

・レ ンガ 外壁を門立ｾとして検討

. レ ンガ外壁を梁として検討

レンガ外壁をスラプとして検討

その結果 、水平力に対して梁としてのきき方が大

きいようであるが、現状のままで、は水予力に対し

て不安全であるので、鋼材 ・ワイヤーロープ等に

よる位体Ii刊の締め付け、内宮IIIHJ 切監 の 長 mllm存置、

袖 壁の長期間存誼、仮設出入口の補 強 、 レ ン ガ 基

礎 の 補 強 等 、 仮 補 強 を 行 った。

。柱 列地中堅

@激骨ヲワー

用基礎

③アンカー ・

ボルト

図- 1 幽げモーメント図 固定荷量+ 雪荷量 (3伽 n)
ける応力分 布 図 を

③ 補強鉄骨骨

ワー

ｬ ・ ｾ押す l  

‘  
， 

図 - 1 、図 - 2 1こ

示 す 。

以 ｼ 了の ｍ ｾ ーより 充

分 安全であると い

う石在イコをも って、

紫屋 恨 の 架椛 に は

い った。

図- 3 中京郵便局外壁保存

⑤ 向上の水平

つなぎ

⑤コンヲリー

ト躯体

① ドーマー窓

③スレート尉R

⑨グラ ウト

図- 2 幽げモーメント図 固定荷重+ 風荷量 (30m/sec)

屋恨孫WII に際し

て は 、 御 殿 の 屋 根

に荷主 を掛けら れ

なし叶悶F斤カどあ り、

工 場 建 築 等 で 用 い

るトラスをよ也創l み

して重機で架設す

る工法を木造トラ

ス で 思 い 切 って 採

用 した。( 写 真 一 1)  
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勝 一 弘

生年 ) J  LI Hl1和20年4 11 I rl  

最終学歴 大阪大学情築工学科卒業

業 授

昭和43
ft: 4 月仰 大林組l入社

昭和4311と東洋ホテ Jレ呪均里立政

昭和45
i
l' ニュー心斎締 ピJレ現場監理

昭和4611' 三府l銀行茨木西支応現場監理

昭和47年大阪スタヂアム現場監理(改造)

昭和48年近鍛大学医学部現助監理

昭和50年本庖建築工務邸工務課動務、 現

在に歪る。

この IHI 、ピル建築集合住宅建築体育

館および倉庫述書5・工場建屋内ピ ァト工

事等の胞工計画、および、経離宮御殿整

備工事 ・中ぷ郵便局庁舎新築工事の施工

ｚ 咽 ｾｈｮＨ ｊＺする。

すいせんのことば 金田 宏

外 )J に対しての安全性と、作業」て

の安全慨を検討しながら胞工計画

を行うには基本的な構造力・主の理

解が必要である 。そして、その施

工，H画を生かすには、経験の蓄積

がなければならない。勝おはこの

ような紫伐を充分に生かし、古建

築{ 呆イI の仮設計画、大型サイロの

絡工計画、地下工 Ｇ ｊｩ 計 画などにｾ

くの成果を おさめている。 F也工技

術省として、今後の成長が大いに

JlJ Jil される 。

膏年技術者としてのことぱ . 仮設計画の分野は、 ill 築物竣工U_ f には影も

形もあってはならないものであり、時に l主席目立物扱いされることがある。

しかし、優れた建築物は、より優れた仮設計画 があって 、はじめてなし

遂げられるものと確信している。優れた仮設討画をやるには、現夜、 l泊

予告されている工法 技術を熟知するのみでなく、 LIらも抜術の 開発に取

りmむ12気ごみを持たなければならない。そのためには、建築分nのみ

ならず、広い分野の工予 (1
'
1必礎知識が要求される。それにしても、 IIj o今、

多くの技術が開発されているが、まだまだ建築技術の中には不 lリ! な点が

多々ある。その中の一つでも解明すべ〈、今後、努力したいと汚えますh
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千葉市内公団住宅の児童数

等実態調査報告

1 . 調 査 の 目 的

公団の教育施 設豊富術基準は、児童数にあっては、

0.45人/ 戸であったが、千三伝市当局から市の特殊性

として、 0.90人/ 戸で算定するよう求められ、その

対応策策定のために当調査を実施した 。

2  飼査結果の概要

調査は千楽 ・八千代両市の 5 団地、 20，146戸 を 全

数ｾ皆調査した。調査の結果、入居後 Ｕ Ｍ Ｖ 年目 。5

に児童数は0. 45人/ 戸に達し 、 そ の 後 数 年 に し て

0. 60人/ 戸になることが明らかとなった。しかし、

市の要望の0.90人/ 戸は、すう勢f直ではその傾向が

み ら れ る が、転居による児童 ・未 就 学 児 蛍 の 転出

超過により、 0 .70人/ 戸を若干上まわる程度になる

ことが予測された。

(3)鯛 査の特色

未就学児童数を基礎にしたすう勢値が、入居年数

の経過とともに、校三ffi れ柳的に低くなってゆく点

に者目し、その原因を転居時における未就学児童

および児童の転出超過とゼロ才児の減少という 2

点でもって説明している。

落合団地 1 ・2 ・3 ・4 ・5

ブロック配置設計

2  0  K  一一一一一一 千 草 台

ー 一 一 ー ー あ や め 台

一 ー ー 一 一 一 花 見 川

ｾ＠ - ーーーーーー千葉事町 人/戸

0.2ト 九J ζ ニ孟"_ _ 0.2 

ク〆 ¥ミ下-

‘  . . . . . . . . . . .  "  

¥ 

児童数

生徒敏

人/ 戸

I D K  

1. 0  

児童数

生径数

人/ 戸

0.5 

3 居 室

山 ミL で ~

転

出- -

超人一

過↓

転居時における転出・

転入状況 (団地全体)

人/ 戸

0.1 

2

移推

，
，

の
才n

u
 

の
地

一

一

時

咽

盟主F

5  . 年

1. 団地概要

敷 地 面 積 28 . 05ha  

建設戸数 2，064戸

{  ｾ 賃貸Ｉ 3  K  5炉 3  D K  874戸 4  D K  50戸

( 分殺) 3  D K  230戸 3  L D K  350戸

2 . 配置 設 計趣 旨

(i) マスタープランとの斉合; 歩車分離・総道計画

のかなりの部分が集合住宅地に依存されており、

これの具体化を計る 。

{i i ) 歩率分離の徹底: 道路 ・駐車場は外間宮1I に自己し、

住区内は緑道を背骨とした歩行者路網で構成。

(ii i ) 近隣空間の創出: 200戸穏度を構成単位とし、そ

れぞれの空間の特色を、 地 形 ・佳品R 色 彩 ・ 屋 外

によって創出。

(i 川中供広場とチピ ッチプー Jレ: 従来、どうしても

不足となりがちな小学生のための広助 (3 0 mX 50

m 程度) を確保し、あわせて幼児に人気のあるチ

ピッ子プールを県の術単にもとづき設置。

(V) 地銀・造成への対応・中l' 戸層群と称される悪質

な地盤の急傾斜面を 4 0 m前後盛土した部分と切土

部分が混在するため建物配置および住棟タイプの

両面で対応。

(vi ) 大型住宅の採用 . すべて 3 居室以上の性能をも

ち、賃貸住宅として初の 4 D K住 宅50戸 を 採用。

作ii ) 紛化m恕 アルカリ性ても透水性の退; ぃ土援に対

処するため、緑道沿いの制裁ポイントでは土 嬢を

入れ ｻｪ え、ｴｒ中がｾ ; 主総の回復を計る。
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竹 本 俊 平

生年月日 昭和20年3 月27日

般終学歴 京都大学大学院建築学専攻修

士課程修7

1程 度 昭 和44年日本住宅公団東京支

rfi 入所、計画部勤務。昭和49

年間関西支社建築部勤務。

作 品 目Z

Jt 匝l 梨骨台団地計画 (8.3ha、伝戸市)

牧の原団地計画( l 9.8ha、松戸市)

治文 だんらんの研究{ 共同研究、建築学会)

労 働 者 向 住 宅 の 実 感(撞軍学会関東支部}

千葉市内 ( 八千代市、米本団地を宮む }

公団住宅の児童数 等実 態 割 査 報 告

自己沼 市花台団地( 1 1. 85h. 、河内長野市)

設計 鳥飼野々団地 (2.16ha、係津市)

中 川 原 団 地 ( 1. 9ha. 宇治市)

淀第一、第二団地 (7.65h. 、京都市)

鈴ケ峰団地 ( 1. 2ha、広島市)

陥布l台団地 (9.53ha、茨木市)

務合団地1. 2.3.4.5プロック (28.1" .神戸市)

ｦｾｻｅ 台団地屋外｛園地Ｈｉ ＱＮ ＸＵｨＮＮ 河内長野市Ｉ

すいせんのことぱ 金井清三郎

竹本君は、梨干ヰ台同地の Jr画を手

始めに、数多くの同地J十11! i i 並びに

配盗殺計を手懸けてきたベテラン

であり、現在も住宅公開を取り巻

〈厳しい情勢の中で、将来の住宅

団地のあるべき姿を求め新境地を

切り聞いていく第一線のパイオニ

ヤとして活路中m 気鋭の技術者

である 。

青年技術者としてのことば ; 公団住宅のもつ特性は「住宅」だけではな

く「環境」が売り物にな っている点である 。その環境も、まわりのもの

を借用するのではなく、自らが創り Hi していることに怠設がある。 日照、

緑、オープンスペース、教育施設等、今までに数多くのUH売を住宅と合

わせて供給してきたが公団の住宅だといえる 。

ところが、この環境づくりのお金が、今や「沿1い公団住宅」という汚名

の原因とな っているのであるから、私としては泣くにも泣けない気持ち

である。

公団と対比される民1 H1の住宅産業 によって供給される住宅は、公団住宅

の「高 ・遠・狭」に較べ、たしかに「廉 近 ・広」ではあるが、このよ

うま環境づくりという点では、まだまだといえる。というよりも「廉」で

あるためには環境づくりはサボらざるを得ないのである。

私は、公団住宅の環境づくりという特性を、むしろ公団住宅の使命であ

ると評価しており、今後もその点について全力を i主ぎたいと考えている

が、このよりよい住環境をもっ住宅が、国民の手に届くものとなるよう

な制度づくりにも、限を向けたいと考えている 。



堺市大仙公園実施計画

計画概要

堺 市 の 都 市 機 能 上 の 中 心 に 位 置 す る 大仙 公園は、

古くは「百舌烏の耳原」と称、せられた所で、仁徳、

阜 峻 と 属 中天 皇 陵 に 閉 ま れ た 面積 約 85. 2haの 都

市 公 園 と し て 都 市 計 画 決 定 さ れ て い る 。

大 阪 府 の 都 市 公 園 緑地 は 市 域 を 越 え た 広 い 誘 致圏

域をもつもので、 中 央環 状 道 路 に 沿 って 北 部 よ り

IJIi1昔日、 鶴 見 、 久 宝 寺、大 泉 、浜 寺 の 各 緑地 があ り、

各 緑 地 は 大 規 綴 公 園 と し て お の お の 特 色 を 有 し て

いる 。 こ れ ら の 広 械 を 対 象 と す る 公 園 の ネ ッ トワ

ー ク と 緋 市 域 の 緑 地 の ネ ッ トワークの 中 で 大仙 公

園 の 性 絡 が 決 定 さ れ る 必 要 が あ る 。

ｾＯｪ 恒計画ではつぎの Ｔ つの項目を大仙公閣の待つ

べ き役宵1) と し て 計 画 導 入 し て い る 。

l. ey市 の 中 央 公 園

2. 百 舌 烏 古墳 群 を 中 心 と す る 史 跡 公 園

3.  /iIl市車議I也、車，iM也宇去

4 文 化 、 教 養地 区

計画要旨
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太 田 貞 輿

生年月日 目自利21年9 月18日

五k終学歴 Jl g和44年 3 月大阪市立大下工

宇都建築乍二科卒業

業 歴 昭 和45
i f- 5 片側 小雨Hl! 築設J十

事務所入社、設計部勤務

すいせんのことば 小河吉之助

見地味ではあるが、テーマに対

して積極的に追求し、［ｾＮに冷静な

判断をも って者実に積 み重ねてゆ

くタイ プで、より困雄主 問題 に直

青年技術者としてのこと( ; 1 . ' ; ある計画が. ? i B 行に移り、道路が敷かれ 、建

物が主I! ち、広場とか公園が出来、そして人々が生活を始めると、人々の

行動は往々にして、計画している側の「テー マ」 ないしは「企み」とは

違 った方向に展開 していくことがよくある 。

計画段際で人 1mの行動 をパターン 化 したり、行動 を誘発させる笈置 を古1)

ったりなど、限定した環境をイメージしてしま ったために環境 の 新 たな

発展に篤かされたり、空nnの再発見をしたり elc の経験をするにつれ、設

計者側が波位された環境を用意するのではな く、「あいまいさを持 った」

または「自由度のある 」環境の道具だてをしていくことがわれわれの作

業ではなかろうかと，思うようにな ってき ている 。

道具だてした環境が、その中に生活する人身 の活動を通 じ 「風土化」 な

い しは「伝統化」 への道をたどっているのかの確認作業を通じ、今後の

計画に反映させた く思 っている 。

作品略歴 面し、高度な技術を要求されるプ

昭和47年高槻市同有l対策長副総合J楢 ロ ジェ 7 トの 中で打ち出す発想、は、

昭和48年 幌市栄倍、竜神縫刷E再開発基本計画 ハ ッとするほど独自1)性に富んでい

昭和49年 堺市大仙公園渇U緬

昭和49年 大阪府身体障害者 ー母子福祉会館基本設計 る。最近は人 !日!の幅も加わり 、ー

昭和50年 岡山県吉備グリ- :/ ハイ γ 開発計画

昭和50年 高槻団地 (日本竜tJ ' 電話公社) 開発計画

昭和51年 泉市団地 ( φ  ) 閲覧計画

昭和51年 徳島総合流通七 ンター卸団地基本J緬

昭和52年 (1，品)大阪反共流通セ ノター建設計画

層広 くなった干見野をも って、さら

にユ ニークな創造住ある活躍が矧

f寺される 。
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地震荷重について (その 2 )

井上 豊

前回は、現在中低月号建築に適用されている

基準法の耐緩規定および高層建築の耐震設計

に参照されている技術指告十に ついて簡単にふ

れた 。今回は、これら耐震設計の現状を踏まえ

ながら最近提案された耐震設計法の中から、

日本建築学会で数年来検討されてきている地

震荷重案( 第 l 案 と 第 2 案からなる )、さ らに

本 年 3 月、日本建築センターでまとめられた

高層建築耐震計算指針( 案) 、これと H寺を同じ

くして報告された建設省総合プロジェクトの

研 究 成 果 で あ る 新 耐 震 設 計 法 ( 案 ) の 建 築 物 編

について 、考え方を 手短かに紹介する 。

地震荷重第 1 ｾ案

この案は、何らかの方法で ';1j1性 J生，i十された

建物について、ｍｩｾよ大地渓による制ｽ性率 Ｈ ､ｵﾭ

cl ilil y  f aCLOr ) を田各x; r. して check するととも

に、このときの変形の制限値を与えた 一種 の

耐渓判定法であり、設，l - I の手 )1瓜を直接示して

いるものではない 。

断面設，t ! . の完了した建物のリijfj 生時固有周HH

および娠1ffJ モードを求め、各国1 : i 振動の述皮

応 答f直V /J を、単純化された速度応答スペクト

ラムから、地盤や椛造の種別を予号lをして定め

る。 これを伺いて次式のモード合成法によ っ

て γ 層 の 弾 性 応 答 府 せ ん 断 力 Qγ /J を算出す る。

QT13=J i ( か仰 .i i ω i V/) ) 2 (2)  

ここに、 mj l i j 層の質量、 β けUj i ) は a次 の 刺

激|鶏数、 Wi l i i 次 の 固 有 円 振 動 数 で あ る 。 こ

の弾性応答とポテンシャルエネルギーが等し

い完全弾塑性応答( 降伏l晋せん断力を Q r.y と

する) の靭性率μ T は、

μ γ = 主 l ( Qr / ) / Qr .y ) 2 + 1 )  (3 )  

で与えられるが、ここで1まQr .y を 近 似 的 に 保

有層せん断力Q刊 と し て 靭 性 率 を 求 め 、 こ れ

が重要度を含めた許容値内 lこ収まることを条

件としている 。 さらに、各層の ｾＡ￬ｦ 性限変位に

上で求めた靭性率を乗じて得られる変形が階

おの 1/125以下で、かつ 、T員音11 までの総和が建

物高さの 1/ 150 以 下 と な る こ と も 婆 求 し て い

る。

保有層せん断力を折曲点、とする靭性率が重

要 な 判 定 基 準 と な る が 、 そ の 許 容f直を精進種

別や構造形式に応じていかに定めるか、また、

この靭性率に弾性限変位を乗じた変形はどの

ような意味を持つかなど、かなり難しい点を

含んでいる 。 さらに、判定基準に関連させた
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弾性設計の方法を示すことによって、はじめ

て設計に用いることを意図した地 震荷重とな

るとの意見もある 。

地震荷重第 2 案

この案では5単位設計と弾塑性設計を同時に

適 用 し 、 双 方 を 満 足 す る 設 計 用 地 震 力 を 求 め

(SM Tは建物全質量) から、 μ または ? T の い ず

れかが満足されることを確かめることとして

いる 。

高層建築耐震計算指針 (案)

高層建築が徐今にその数を地している現在、

その中でも多数を占める、あまり高くなく、し

るようになっている。 かも標準的な構造形式で・通常の設計方針に基

まず地震動の加速度は 、地主主将性から定め づく建物では、 個々に詳細な動的解析を 実施し

る卓越円振動数 cω と形状係数( 減衰比 )c hを ているが、おおむね問機な結果が得られてい

用いて、

5 ( w) =  

cuJ ( ω2 + 4  Ch2ω2 )  

( cω2ーω2)2 + 4 c
h2

cωヌω2

る。この指針は、そのような建物( ‘ 高さ 30m -

7 5 mの S または S R C造 ) を対象として 、現 行

( CAg )2 (4! の耐震規定とつなぎながら実用的な設計法を

のスペクトル密度( ( C Ag )2 は基準値) を待つ

継 続 時 間 T υ のランダム波形とし、弾性設計用

示すことを目的としたものである 。

設 計 用 地 笈 力 は 水 平 震 度 の 形 で 与 え 、 最 上

の加速度応、答スペクトラム 5 A  ( ベースシャ 一 階 で0. 5. 一般階では0. 25 (1- h/ 75)  (  h はT頁

係 数 C X重力の加速度，， ) を，l akM5?宇の 、p;.t:勾{凶 告11 より下に測った長さ ( m ) ) としている 。 頂

の確率論に基づく誘導から、 告11集中言葉度を 0 .25とするほか、頃告11を0. 25、

C' g=  S A( Sω sh ， T /) ) =1. 174j 在花互平 log 建物高さ 75mの均合、基音11で O となる逆三 角

( 2shsω TI T←1. 780)  x  ｊｦｾ 震動分布を表し、建物高さが低い場合は下

， U- e x p( ー2s hsω T D)f s ω 5 (  sω) ノ2sh (5)  

として与えている 。 ここに、 s w，sh は建物の

基本振動の円振動数および減衰比である 。

一方、建作の基本周期 sT = 27Cんωは、地震

時 に 基 本 振 動 が 卓 越 す る こ と を 考 慮 し て つ ぎ

のように求める 。基 本 振 動 モ ー ド 型 変 形 を 漸

地 さ せ た と き 、 各 層 が 同H寺に弾性限に達し、

そのときの層せん断力が設計H寺の層せん断力

に等しいという理想的な設討がなされるとす

ると、基本振動モードは各層の弾性限変位の

利で表され、基本周期はベースシャー係数の

関数として次式で与えられる 。

s T ?  ｩｾ ，ＨＱ Ｍｬ［Ｇ ｩ ＩｃＨ ｬ［Ｇ ｩ Ｉ δι Ｎ＠ smTg C  

(一一一) = ーー:....::. (6 )  

三門(え l dι ) '

ここに 、m 人 s mTl i i層' l ' thl および全 t'ti 立の無

次元岳、: 1 ， のは弾性限変位の基準盆および'i

l替の無次元hl 、めは ι層の無次元高さ、 C( l;' i) 

= 2 .50 - 2 .70( 1ーあ ) +1 .20( 1ーξ ι ) 2 は 層 せ

ん断力係数の分布を表す。

(5)，16 )式を連立させて解くと基本周期 s T と

ベースシャー係数 C が求まり、こをを下限値と

して適当な設計用ベースシャー係数 C a を定め

て似性設計が完了する 。

ｾｾｦｾ 迫性設計においては、 Ｈ Ｔ Ｉ 式のス ペ クトル

密度基準値を 2 倍するとともに、加速度応答ス

ペ クトラムとして、 ( 5 ). ] : 1 : の最大応答の平均値

E ( S  ，， ) にさらに標準偏差m吉; ) の 3 倍 を 加

えて、最大応答の中の最大値を対象とし、

。C . g= E ( 5 A) ｬ Ｑ ＫＳｾ＠ ! E( S A)) 17)  

庁百三了I E (  5 A) = 0  .15 + 0  .20exp( ー0. 075

. 2s hs WT /J )  
(8 )  

の関係を用いる 。 C Bに対する sT を用いで定

めたＯｊ ｃ から、 Ｑ Ｓ Ｉ 式と同様にして所ｾ靭性率 μ

を、

μ = す l (  /J C / C a) '  +  1) (9 )  

から求めるか 、またはμ に対応する所要 ポテン

シャルエネルギー ? T( 弾性限エネルギーの(υC/

C B) '倍) を、

N  

? T =告211-ξ i) C ( l; i ) oi  sM Tg:1 

。C

2

/ C B (10) 

の古11分 から除くことになる 。 高さ 30m程 度 の

建物では現行規定とほぼ同様な地室長力を想定

し、高府化 す る に つ れ て ベ ー ス シ ャ ー 係 数 が

低減され、動的効果を反映するものとなって

いる 。 この設計用地渓力によ って断面談社を

行った後、建物の変形も求め、各層の変形角

が ν200 以下となること 、 また建物基礎が浮

き上がらないことを確かめ、さらに終局耐震

性 確 保 の た め 、水平保有耐力が設計用層せん

断 力 の 1. 5倍以上あることを求めている 。

新耐震設計法(案)

建築物の設計法に| 期しては、ここに述べた

いくつかの考え方を多く取り入れでまとめた

形とな っている 。 すなわち、構造種別や構造

形式に応じて異な った設計法の適用を考え、

たとえば低廓壁式 R C 造 な ど は 、 現 在 で も か

なり安全性が確保できるので弾性設計のみで

可としている 。

通 常 の S ，S R C， R C造 に つ い て は 2 段 階 の

安全性験討を行うこととし、第 1 段 のd単位設

計用ベースシャー係数を機造物の基本周知lの

関数などで表し、長周期に対して減少する i曲

線で与えている 。 これを建物のおさ方向に

定の関係で分布する水平力として作用させて

断面設計を行い、同時にこの設計用地渓カに

よる各層の変形お、よび建物全変形について検

言寸するものとしている 。

第 2 段の終局耐言葉性検討は、中層建物と高

層 建 物 を 区 別 し て 扱 ってお、り、中層について

は第 l 段における基本周期の関係のほかに、

総透形式等による靭性を考慮して、建物各自11

の所安保有せん断力を求め 、弾性設計 の 結 果

をcheck することとしている 。 一方 、 高 層 建

築では ｾｾｩ 性設計された建物の固有振動持性を

求め、 ( 2 )式 と 問 機 な モ ー ド 合 成 法 に よ っ て 所

要 層 せ ん 断 力 を 算 出 す る か 、 ま た は 地 渓 波 形

による時刻歴応答を解析して、その結果から

終局的な安全性を確かめることとしている 。

{ い の う え 申 た か 大 阪 大 学 工 学 部 助 教 段 鐙 築 工 学 科 ー工 問 )
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シーリング材あれこれ

西 村 清 一

弾性シーリング材

いわゆるシーリング材の使用量の例は 、図 - 1に示す

とおりである 。 このうち、可動目地部分に使われ

ているものに、ポリサルファイド、シリコン、ウ

レタンなどの弾性シーリング材がある 。弾性シー

リング材の材質 規絡の例に、ポリサルファイド

シー リング材には、 J IS A  5754  ( 建築用ポリサ

ルファイドシー リング材) に示されているものが

あり、 J I S A  5757  ( 建築用シーリング材の用途別

性能) に示されているものがある 。

本報では、ポリサルフ ァイドシーリング材を 中心

に、焦点をしぼって述べることにした 。

現市販品の多くは、両規格に示されている全項目

に合格するものであるが、その品質は流動的であ

るものが多い 。現市販品の物性の傾向は、 表 - 3 ， 

4 のようである 。

シーリング施工工事は、適切な目的設計、施工、

のかみ合いが不十分であると言える 。一般的なト

ラブルとして、接着カが高い場合にはシール切れ

が起こり、低い( 最IJ れが生じている) とシール材

の劣化が進行していない 。 シール材に伸縮( 内部

応力の発生) が生じている箇所では、シール材の

劣化が起こりやすく、実験室的にも認められる通

りである 。 ( 引張り 、 または圧縮を受けながらの

加熱劣化は、無応力状態よりも促進される)

シール材の切断が起こりやすいのは、従来から言

われている許容伸縮率にも問題があり、この点に

関しては各シーリング材メーカーが再検討を行っ

ているようで、ある 。

近時、昔日材の表面処理方法の多様性から、 一様な

プライマー処理ではすべての部材に対する接近性

を確保することは困維である 。なかには、接着性に

多分の疑問点を有しながら施工がなされているも

のもある 。 たとえば軟質塩化ビニール被援鋼板、

プレパレン処埋鋼板などの取り合いにおけるシー

リング工事がある 。

物 性

今までの説明でお気付きのように、シーリング工

事の結果は 、材質、白地設計、施工の適否に左右

される 。 このうち、シー リング材 の材 質に関 しで

は、被者f本に対する接着性( プライマーの選択) 、

シー リング材の物性が重大な因子となり、それぞ

れの耐久性が検討事項となる 。

接着性の問題点の一端は先に述べた通りである 。

各被若体に対 する接着性は各事例 ごとに試験を行

い、確認の上で実施されている 。

シーリング材の弾力性に関して 、 ポリサルファイ

ド系シーリング材は完全弾性体でなく粘弾性体で

シール材の性能がうまくかみ合って満足な結果が あることが知られているが、弾性シーリング材と

得られるが、現状のトラブルを眺めれば、これら 称されていることから誤解されている面もある 。

図ー1

水性S 8 R

1. 4  

水性アクリル

7.8  

表ー1. J I S A  5 7 5 4怖 2)

項 目

タックフリー

スフンプ (mm)

汚 染 性

標準状態

硬 さ (Hs)

70土rc {70"C土 l K} 96時間

引i張TIjf接W d着)強さ

初期引張接着強さ

水中浸せき後のi J l張接着強さ

規 定

合 格

3以下

合 格

15以上、 50以下

{ ( 標準下状態の値50)以+下15} 

以 、かつ

1. 0以上{ 9.8以上l

1.0以上{ 9.8以上}

不定形 シーリンク材 (主要 7 基材)

出荷量の推移 (lli : ! l1%)

はく雄f費者強さ

加熱後の引張接着強さ 1. 0以上{ 9.8以上}

(kg f  13cm幅) {N/ 3cm帳} 9以上 {88.3以上l

引張復元性 (mm) 17以上

表ー2. J I S A  5 7 5 7 同 3)

よぞ

シ ー リ ン グ 材 コーキング材

金 属 用 コンクリート 用 |  ガラス用

l 級 I 2 級 I 1 級 I 2 級 I 1 級 I 2 級

押出 し性 試験体 31国のうち少なくとも 2個が、 一般用および冬用は30秒以下、夏用は20秒以下であること。

ス7 ンプ 3mm以下であること 。

セルフレペリング すべての試料の表面が平らになること 。

プリージング 5mm 以下かつ 3枚以内であること 。

汚 染 性 すべての試験体に汚染カ合忍められないこと 。

耐オゾン性 すべての試験体にオゾンによるき裂が認められないこと 。

耐 久 性 すべての試験体に試料の溶解、膨潤、ひび割れおよび被者体からのはく離などの明確な異常かｾめられないこと 。

表- 3(制) 初期物性 表-4情 的 70'C - 14日加熱後の物性

か た さ ( H s)  I  15- 35 か た さ ( H s )  I  15- 40 

引張接着強さ、同 / a t 、( またはM 150) I  2- 5 引張接着強さ、同 /at ( またはM，ω I  2- 6  

最大引張強さ、同 / a t ( T B) I  3- 9 最大引張強さ、同 / at ( T B) I  4 - 10  

伸 び 、 % ( E B)  I  300- 7∞ 伸 び 、 % ( E  B)  I  200- 400 

加熱減: ! l 1 、% I  2- 3  

白地告11における初期の変形立がわずかの場合には

ほとんど完全に回復する挙動を示すが、変形誌の

過大、材令の進行などが原因とな って回復性が著

しく減少し、粘弾性体的様相が進行する 。 この現

象 1; 1 : 、ヒシテリシス曲線を求めれば、残留歪の増

大とな って現れてくることからも分かるが、その

挙 Ａ｛ｾ ｊ を精密にみれば解析は困難※ Ｖ であるらしく、

レオロ ジ ーの四要素模型 Ｈ 全変形］瞬間 ｾｬｩｬ 性変形

+ 遅延弾性変形+ 永久変形) では説明が不十分で

あると 言 われている 。 これは、シーリング材のレ

オロ ジー性状が材令、白地形状、使用環境によ っ

て変化しているから一微な答えは簡単には求まら

ないようである 。

耐久性は J I S A  5757に示されており、シーリン

グ材とプライマーが同レベルに評価されているのは、

実用の面からみれば当然である 。市販品の多くは

l 級に合絡しているものであり、公的機関の証明 を受

けているものである 。現実には施工中 、施 工 直 後

に トラブルを起こしているものもあり、注意すべき

である 。規絡テストでは、夫見定の被着体が対 象 で

あって 、実際の現場条件が含まれていないから、

実物テストが必要である 。

設 計

白地 形状は D / W = 2 ( D : 白地深さ、 W : 白地

幅) が標準とされており、最小幅が 6 mmとされて

いる 。D / W が l に近づくと各シーリング材固有

のモジュラスの変化 がみられ、 一 般に高< ( 硬く)

なっている 。 D I W = 2 であ っても、音11材の精度、

施工上の制約などによって変化することもあり得

るので、当初予定していたシール材の性能の発揮を

望めないことも起こりうる 。 これを遊けるには、

余絡のある白地に設計すべきである 。

金属部材白地部において、シーリング材に対する

熱影響は多大であり、とくにこの部位における長

期許容伸縮率の見通しが急がれている 。

集極 シーリング材の併用が行われることがあるが、

この打ち継ぎ部のディテールが不適当であると漏

水をみることがある 。基本的には薬種シーリング

材の併用は避けるべきである 。

施 工

2 液の俊搾が不十分な場合、部分的に液状物とし

て閉じ込められるので、健全な硬化体とは異なる

挙初J を示し、結果的にはシール材の切断が生じや

すくなる 。 また、撹持m寺の気泡の連行があり、気

泡が内包されたシ ール材は断面欠損となるから切

断が生じやすくなり、とくに打ち込みの厚さの浅

い場合には影響が大きい 。 また仕上がりに影響す

るので好ましくなく 、これを避けるために脱泡機

を用いている{列カず多くな っている 。

引用文献

※ 1  ｾＩ￮ ぷ ジ ャーナル 52' 6 月号 P82， 新樹社

※ 2  JI S  A  5754 

※ 3  JI S  A  5757 

※ 4  r建築用シーリング材の正しい使い方J 日本 シーリン

グ工業会

※ 5  r建築用 シー' ) ング材の正しい使い方J 日本 シーリン

グ工業会

※ 6  防水 ジャーナル 52， 4 月号， P  52，小池辿夫

( にしむらせいいち 大林組技術研究所材料第 2 研究室主

任研究日)
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電気式フロアヒーテインク、

大 槻 操

* 床暖房の意義

最近の建築! ; t ' t : 起直な室内気候を実現するた

めに、非常に多くの努力がなされており 、i暖

房設備についても例外ではなし、 。 しかしなが

ら、 その結果については必ずしも満足されて

いないのが現状であって、その理由の多くは

室内の温度分布の必さにある 。 人 間 の 体 感 上 、

快適な温度分布は昔から頭寒足熱といわれる

ように 、下 半 身 が 暖 か く 上 半 身 は や や 温 度 が

低いくらし、が望ましし、 。 これが逆になると、

いくら室温を上げても足元が寒いという! 惑を

まぬがれない。某病院待合室での実例である

が、寒いという苦情が絶えず、室温を 28' C ま

で 上 げ た が 、 床 附 近 が26' C にしかならず、 い

ぜんとして問題解決にならなかったことがあ

る。これは一般に行われている温風吹き出し

の 対 流i暖房では本質的に解決が困維な| 同組で

あって、いかに日欠出口の位置、形4犬あるいは

吹 出 し速度を変えてみても、よく設計された

もので 2 'c 、日寺には 5' C以上もの温度差が生

じてしまうのが普通である( 第 1 図) 。

床 暖房 はこの問題を最も 容 易 に解決する手

段 であって 、パイプを床内部に配列し温水を

通 す 方 法 が 一 般 に 行 わ れ て き た が、 この方法

は建築との取り合いに配慮、を婆し 、建 物 の椛

天井 ・0， 、、

3一一与!

1 f l i 2  
2.0  

( m)  

1  暖房

↑ 1.0  

J  
床

10 日 川 崎 18 XI 22 24 回 目 珂

温 度 (' C) 一

第 1図 各種暖房方式の室内温度分布

造によっては採用不可能であったり、施行後、

万一漏水があった湯合、漏水部分の発見、修

理が非常にむずかしいため、正月& の施行技術

を要するなどの理由で、普及が大変遅れてい

る。

女ユニ ッ ト式温水床暖房パネル (写真1 )

このような温水式床暖房の欠点を除いたも

のとして 、 あらかじめ工場生産によってパイ

プの加工、 j答f妾をし、 床 材会 兼 ねた断熱材に

パイプを組み込んだユニット式温水床暖房ノ f

ネルが実用化 されている 。 これは現場加工 の

割 合 を 減 ら し 、 信 級性 の向上 、 設 計 、胞 行 の

容易化を実現したものであるが、単管方式で

3 4  雄 都 と 社 会 / 1977年 12 H;:;  

• 写真 1

あるために広い面積に施行する幼合にはへ y

ダーによる分岐が多くなるため 、住 宅 等、比 較

的小面相の床暖房に適したものである 。

女ユニット式電気床暖房パネル (写真2)

ヒータ

ーは苦手" フィルム状のいわゆる 面状 発 熱 体 が

使われ、それが塩ピ鋼板製の外袋材の中に、

サーモスタ ッ 卜、温度フ ユーズ、断熱性合板

とともに組み込まれている 。 その基本寸法は

1700X 850X 12切 で 、 そ の].1 ，y. サイズがあ

り、これらのパネルを暖房する古11属 の 床 面 積

の7 0 - 8 0 %以卜. をカバーするように以き並べ 、

床仕上げ材をJ l 占ることにより床暖房が完成し、

床 表 面 温 度30' C 、室温16 - 18' C の快適な室内

条件が得られる 。床 仕 上 げ 材 は カ ー ペ ッ ト、

ピニル系床材、あるいは特殊な暖房用日: など

洋 室 、 和 室 を 問 わ ず 用 途 に 応 じ て 任 意 に 選 択

できる 。パ ネ ル の 耐 荷 量 強 度 は60kg/m' 以上あ

り、床材としても十分な強度を備えている 。

しかし広い面積に施行する幼合はo ' l I i原供給の

分 岐 、接 続 が 多 く な る た め 、 温 水 パ ネ ル と 同

様小面積の方が適している 。

女電熱線埋込式電気床暖房 (写真3)

同じm気を熱源としているが、これは銅ー

ニッケル合金線を発熱体とした 1立熱線を床ス

ラプあるいは仕上げモルタル中に埋め込むも

ので、本氏的 に R C構 造 の 建 物 に 適 し た 方A

である 。発 熱 線 は 工 場 で す だ れ 状 に 成 形 加 工

された発熱ユニットの状態で現場に倣入され

敷設後、モルタルを 40- 50引かけて仕上げる 。

床 仕上 げ材は P タイル、カーペット 、 あるい

は大理石寄与任意に選択できる 。 l ユニ y トの

面 積 は 1 - 5 0m' くらいまで多くの叡知があり、

パネル式に 比 べ広い面積への 対応 が 容 易 で あ

る。発熱虫も施行する場所の暖房負荷に合わ

せて自由に設計できる 。 一般 に 主 暖 房 の 場 合

12 0 - 150w/ば、補助 H友・房のよ事; 合80w/m' くらい

に設定される 。

写真 3

女電気床暖房の特長

電 気 床 暖 房 は t l= られる結果は、温/k式 と 同

じであるカヘ J見ノ'kヱt にはなし、干並々 の e博士毛カf あ

る。

1.  ＮｾｯＺ気の制御性のよさを生かして、暖房

H寺rm、FIll 度、 H変JjfJJ;¥所 等 を 集 中 的 に あ る い は

個別にきめ細かにコントロールできる 。床 11&

房の拡大の弱点である立ち上がりの必さもタ

イマーを使うことで簡単に解決できる 。

2. 高 熱 源 、可動部分、腐蝕性音[1分 等 が な

いため、メンテナンス ・フリーであり、而サ周

年数も建物寿命に準ずる 。

3 . 場所による l佼房負荷( 発熱iLl: )、表 l面?Itt

度の迷い等に対し、設計上容材に対処できる 。

4 . 建築との取り合いが非常に容易である 。

断段状の床Ｈホール客席等 Ｉ 、 斜面、被生 ｉ ｾ な ｊｦｾ

の床、あるいは床暖房する均所があちらこち

らに分散している場合等。 あるいは床に障害

物 が あ って、それを逃げなければならない均

A 今E

仁3 て予=。

5 . 建 物 精 進 I本に対する熱的対三響をほとん

ど考ほする必: 裂がなし、。 とくに R C構 造 の 床

に;;x.没する場合、 iliLノ'J (床 暖 房 の 配 管 の 熱JJ 釧長

による応力発生が問題になるが、 l電熱線は線

径が車! 日〈、柔軟性があるため、応力が|問題に

ならなし、 。発熱線の配列ピ y チも 5 0 - 100"Ym 

で、温ノ ｫ 内 ￨Ｑｾ のそれのＷＳＧ Ｍｙｳ であるため、平面

的な 211度分布もよい 。

6 . 万が一 、使用中にWr線 あ る い は 絶 締 低

F 等の 'Jc放が発生しでも 'JJ 故点の探知 l 、補修

が簡単である 。b17Lノk の場合、配管の漏水ml と

床面への漏ノ'J( 自11は一 致しないのが一 般 的 で あ

り、不良部分の般定がむずかしい 。

7 .  ' ' ' 0: 気を暖房熱i) ) I I に使うことは品接待' E . ( が

非 Ｑ［ｾＧ ，二日いという 同定 観 念 が あ る が 、 床 暖 房

( 制射暖房) は室温が低くてよいため、暖房負

街が小さくなるので、維持政 l立予忽外に安く、

さらに 2411寺問述税込[11反で使用すると都熱効果

により通 ｾｭ 時 間 も下がり、非常に経済的な使

い方ができる( 第 2 図)。

通電時間
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第 2 図 電気床暖房の温度 一時間特性

( お おつ き みさお古河江; t ¥工業KK大 阪 支 l. ! i 持品深 )



「床暖房」を最初に考えだしたのは、セルギウス・オラタというローマ人で、紀元前80

年頃のことです。

対流によって室温を上げる暖房方法は、曜められた空気が上昇気流になって天井ばかり

暖めてしまうので、どうしても上下の温度差がつきやすく、頭ばかりのぼせて足もとが

寒い状態になります。それにひきかえ、床全体を 30

0

C 程度の低い温度で暖める床暖房は

足もとからポカポカと暖まる上に、上下の温度差が全くなく、春か秋のようにさわやか

な暖房方法なので、その伝説的なまでの快適さが人々に語り継がれてきました 。 しかし、

快適さの代償として「低い温度の広い面積」カf 要求されるため、建築との取合いが多く

なって、建築費や設備費がかさむため、一般に広く普及するまでには至りませんでした 。

ところが、そうした大掛りで設備的な考えを改めなければならないようなシステムが登

場して建築関係者の問で話題になっています。

- 電気パネル方式 - 電気ケーブル方式 - 温水パネル方式

2:I.Jt:-ド

4  

サンサニーは電気式の床暖房システム 。

メンパツ 民( 面状発熱体) を組込んだパネ

ルを床に敷き、電源までの配線をすれば 、

後はカーペ ッ トなどの床仕上材を敷くだ

け。スイ ッチ一つで快適な冬が過せます 0

・場所をとらない快適・安全暖房。

コンクリー卜床で広いスペースにはエコ ユカダンは温水式の床暖房パネ ル。銅管

ノヒートが最適。ケーブルを床内に埋込 が配管された発熱パネルを床に敷き込み、

むこの方式は幼稚園 、学校 、老人ホーム 、一般温水ポイラまでのジョイントをしま

ホール 、会議場、のほか全国各地に多く すの カーペ ッ ト、畳などの床仕上材を敷

の実績をも っています。 けば完成です 0

・床面の形状を間わないフレキシブル暖房 。 ・暖房設備は床の下。場所をとらず、安全 0

・取付けは簡単。費用もおさえました 0

・暖房効率が高く、維持費もわずか。

・長時間使うほど維持費が割安。 ・既築住宅や木造にも施工が簡単。

・快適、安全、管理・維持も楽。 ・特殊蓄熱構造で効率アップ。

・操作が簡単。管理、維持も楽。

・故障しらずの長もち暖房 。

古 河 電 工

・制御性の高い便利な暖房。 ・足もとポカポカ快適暖房。

・建築とのとりあいも簡単。 ・洋室にも和室にも O K 。

大阪支后 @ 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 2 - 4 (古河ビル) T E L  (06)  344ー 1161

東 京 (03) 286 - 3479 名 古 屋 (052) 931 - 8871 福岡 (092) 712ー 0841

仙 台 (0222) 25- 4221 札 幌 (011 ) 251 ー 7161 高 松 (0878) 51 - 3255 

広島 (0822) 46- 8521 

宇部 (0836) 33- 8877 



昭和52年度・ 第 5 回若 い会 員 の 集い

木質材料とインテリ ア

家具から造作ま で

一 一 建築材料を見る(2)・・・ ・

レポート

私達の身の周りに最も親しみの多い木n系の材

料はどのように扱われて製品化されているのだろ

うか。今回は“ 建築材料を兄る" というテーマの

第 2 回目として ・・ 家具から造作まで ・の製作工程

をK K高島屋工作所のご厚意により、同所の大阪工

場を見学することとな った。

見学に先立ち K K高島屋工作所、古我氏の挨拶、

会社の内容説明があり 、続いて製作工程の説明を

聞いた後 3 班に分かれて、それぞれ見学に入 った。

ほぽ工程順序通りのー木材乾燥ia. 場→人工乾燥

室→木取場→突板→合板裁断→加工・組立→造作

金物取付→塗装場→金物付→発送JLトを兄てまわ

った。製作工程が分業化されているので、おのお

の作業場でどういう製品の部分をつく っているの

か理解できないところもあり、説明を聞いて、な

るほど 、と思うところもあ った。ま た、われわれ

が常に目にしている木目線機は充分乾燥しでから

木取りされ、加工された材上に突板を貼 ったもの

が大部分であるが、その突板の極惣1が多いのに感

心 したと同時に、適材適所に自由に使いこなせた

ら素晴らしいだろうなあと，思う 。 これらの突板の

柄あわせに、長年の経験を要し、またこの原木の

良否を外観から判定して決めるということよりも

より高度の抜術が必要であるという説明を聞いて

一朝一夕の間に合わせ的な決め方をしていることを

恥ずかしく思い、同時に以前Iにも憎して樹そのも

のに興味を待った 。一方、貼物の多い中で、ここ

では小幅板を乱尺に寄木し、一板の板状にしたも

のにくりかえしの透かし模織の彫込をしたスクリ

ーンを製作している。木の待つ l唆かさが伝わるよ

うで、突板の美しさも良いが、ごつごつした手に

さわって感触を楽しみたいと思う無垢の紫朴さに

親しみを待った 。

いままでは建物に付属する造作、家具類が多か

ったが船舶の家具や、造作も製作しており、建物

と違って織れることへの配慮が大きく、堅牢に出

来ているように思えた 。建物の金物にも船舶に使

っているものが使えたら、愛-i'f がわくまで使用で

き、使えるための工夫がなされるのではないだろ

うか。見かけの美しさとは別に、手を加えながら

使いこみ、人間の成長の一部としての家具にして

いきたいと忠う 。

。

末筆ながら、本見学の推進に協力をしていただ

きました高島屋百貨庖の前田氏および高島屋工作

所の縦原氏に厚くお礼申し上げます。

レポＭｾ・ 渡 部朝子

3 6  他築と社会ハ切7年 12rJ号

家 具 工場 を 見学 して One- Poi nt - Report 

福 田 勲 姥 不二夫

I "J 品屋工作所は新宮殿、迎賓館をはじめ多数の 皆さん、本日は、御多忙な H寺節柄( つ) 、 11阪な

有名主l ! 物の家具造作を手併けている大手メーカー ひとときを、 「ナ y ツ・スクリーン」について、

の一つであるので、いわゆる町の家具製造所との 駄弁りたいと思います。緊張して党えていただき

技術力品質約型機械化のJ l i t いを知りたく参加した 。 今後の『建築を楽しむj ための一助になりました

小雨の中、北千 '11. に集合 し、パスで藤向台の 日本主l ! ら、グーですけれども .. 。 それでは、本姐に入

築総合試験所の脇を通り、箕面の大阪工場へ向かう 。 りまして、そもそも 『ナッツ ・スクリーン』とは

約 l 万五千坪の敷地に坂合事務所設計のパイプ柿 どういう意味合いを持つものであるか 、ご存じで

造の明るい工場が建っている 。会社の事業説明で すかつ

は既成および造付家具建材建築造作船舶の内装等 r NU T T  S C R E E NJ とは、とくに意味がなく

を手掛けている 。工場見学に移る 。作業の流れは て 『プランド名』の ことです。

キルンで人工乾燥し、木取りし、加工し、突板合板 この 『もの』 について簡単に説明しますと 、あ

と合わせて組み立て、塗装金物付けあるいは張物 まりにも味けないんで、パック ・センテンスに舎

をし、発送という行程である 。突板fr J j f I には数十 いであります。具体的には、どこから 、原料を持

種類の銘木の突板がやがてくる 出目? を待つかのよ ってきて、どんなふうにして 作られて、どんなと

うに仕分けされ静かに眠 っている 。突板も内装描11 ころに使われているのか、カンタンに述べていき

限で石綿板を張 ったものが多いそうだ。便利な機 たいと思います。

械の一つに突板をハギ合わすのに接Jr; 剤の糸で片 まず、原料ですが、北米産木材の、パイン( 松)

面のみ縫い合わせるものがあり、以前はすべてテ 〔主にカナダ国産〕とメープル( 槻) [ カナダ国

一プ貼りであ ったそうだ 。 産〕を主材としています。 それらを工場まで述ん

主題のナ y ツスクリーンは幅l ∞ミリほどのパイ できまして、最初に屋外木材乾燥誼.g; j で、天然乾

ン ・メープル等の j亨板( 板 nf i E 目とも) を側、木 燥させます。 さらに、屋内乾燥fr 庫( キルン) で

ｉ ｾ ｉ とも、実加工し、舌 ｌ 尺で、 Ｒｘ Ｘ 、 Ｓ ｘＶ には 各材穏ごとに 、人工乾燥させます。木材ですから

ぎ合わせた! . I S 成材風のパネルを、パターンの型板 何とい っても『乾燥状態』 には、万全の注13‘ を払

に・l現せてルーターで切り抜き、面l絞りし、サンダ うことが大切です。

一掛けした木彫りのスクリーンである 。光れ行き 参考までに木材の乾燥期間について述べますと

はよく、月産 350 枚を 5∞枚にm産の予定であると 天然乾燥Jtnlm約 6 カ月 - 1カ年→ 人工乾燥! 日W:J普

いう 。素材の質感を十二分に生かした設，11が望ま 通10 日- 1411 WJ ( 材砲により異なる) です。 とく

れる製品である 。 に乾燥時に神経を使う木は、スピナルとケヤキと

木材は木肌や祷り、木" の美しさ、使い込んで のことです。 そこで厳重に品質管理され乾燥され

ゆくとより ー府色つや肌ざわりがよくなるという たものは、本番の )JII 工作業へと進みます。厚さ 20

点は他のいかなる材料にも劣らないが、天然材で cm ( 標準) の主材に 、型板を裏打ちして 〔型板の

あるため、人工乾燥しでも、収縮、反也、苦IJ れが 模様14イージーメード〕、ホットプレス機で、穴

でやすいが、それらを )JII 工組立でどうカバーする あけ ( 3 - 5 回彫 つである) したものに、塗装f J :

のか 、デイティールというより納まりとしての逃 上げして、出来上がります。簡単にいいますと、

げ、遊びのとり方は、たとえば引出しーつをと っ 『木製ペンキ塗仕上穴あきスクリーン』のことで

でも、いろいろな問題があると思うが、それを指 す。

物師と言われた暇人さん迷がどう処理しているの 主に使われているところは、会社などの会議室 ・

か、少しでも倒みたか ったが、短時1mの兄学では 受付コーナー ・応接室・レストラ ン ・ホテル ・パ

未熟な私にはとても垣間兄ることさえできず、浅 ー ・喫茶底 ・和室 . et c. 。古IJ と幅広い分野で{ 史

学の思いを新たにし、 n己啓発への刺激とな った える材料のようです。詳しく知l りたい方は、( 即日

比学会であ った。 ( 池図宮彦段計事務所) 島屋工作所の大阪ハウジングセンター ・T EL 06 

- 643- 1201 ( 代表) に !日lぃ合わせてみて下され

ば、結椛かと存じます。

以上で、去る 9 川8 Ii ( 木) に 見学しました“ 建

築材料を兄る. . Par t - 2 のリポートを終わります。

えJ ライターは地主1311Z料室の F uj i o- UBA (1950 

年生まれ) でした 。 コーヒータイム <=: >END !

(近自陸地方建設局)

日 時 昭 和52'年9 月8 日 (木)

集合 13 : 40→解 散 17 ・∞

貝浮場所( 術事島屋工作所大阪工場 償面市栗生新家805)

参 加 者 31名

行 程 14 : 15 あいさつ及司会 印藤主査

14 :  15→15: 30 工場慨略説明・見浮

15 :  30-・16 : 00 ナッツスクリーンの鈍畠工

Fお〉説明をきく

16 目 00→16 : 30 質疑応答

17:  00 北千里駅にて解散



施工を考えタイルを創る-

牢

I na 伊 奈 割 問 練 武 富 社

艇長の創出じが進むとともに、タイル工事に

ついても古 ιｅ の簡易化が要求され、同時にｻｾ ｉｪ

離、白撃現象なとでの防止に大きな期待が寄せ

られています。 またタイルについても 、色、

'J f会| 犬、テクスチ ュアなどにポ防を. . . . . との強

い希望があ らわれて います。

伊奈事@勾では、そうした要求にお応えすべく、

工法およびタイルの研究開発に取り組んでま

いりました。宝初主対' 的豊富ビル、日本生命笹砧

ビルはその成果の一例です。私どもは今後も

タイルがより安心して使われるよう 、更に研

究開発に努めてま いります。 ご期待ください。

本 社 愛 知1 胤 常 滑 巾 M ，lii 新 山 電 話 <05693 > 5  2700排 ((目 干 479

札 眺 吋 民 所 札 帆 市 北 区 北 9 長 西 3 丁 目 世 話 < 01  J )  721  8301帯 ((申 干 001

仙台 Ｇ￬ｾｴＮ 業所 仙台市 1'1分町 I Tl I  8品 14 り 仙台第 21;&立 ピ ル 2附 電 話 < 0222>  61- 3151酔 ((也 干 980

東 京 支 1苫 京 以 ( ，11 中 世 区 八 丁 堀 2 - 9  8 司E稲 < 0 3>  55ト - 637 1待問 干 104

名 古 屋支 J吉 1'， 8 M 山東区J ! ( 縦 1 丁 目 4 倖 16 号 電 話 < 052>  962 1271品 問 干 46 1

金沢明良，ｾ好 j)- ll(，!i tJ; ｾＧ ｲ＠ 2丁目 5需271; r. nl t Hd剖畳 ビル 6陪 従 J[; <  0762>  23- 1171  待問 干 920

大 阪 支 J苫 k 阪 市 西 区 新 町 市 i曲 リ 1 - 62 世 話 < 0 6>  532- 6081待問 干 550

高 級 哲 民 所 高松市人神 ，， ＱＱＰ 昏 Ｕ 号両ｾ セ ｊ トラルス カイ ピル Ｖ 陪 従i ! I i <  0878>  34- 13 13帯 附 干 760

Ｑ よ ａ 司令ＺｾＧ業所広助， ｉ￯ｬｬｬ 中 町 Ｕ 併 Ｙ .. S)  " ' ? ルチピル 3 階 司E話 < 0822>  44 17011fi ((1:) 干 730

M 岡 常 業 所 M 問 ， I i 博 多 区 博 多 駅 市 1 丁 目 15帯 26号 11t j i; (  092>  47 1ー 1710i f f ll也〒 8 12



都市設計資料. - 25-

「土也域道路」の建設

I  現 在 の 道 路 の 問 題 点

道路( ; 1 : 都市における生産活動、経済活動の流通パ

イ プ と し て 重 要 な 郎 市 純 設 の 役割 を 持 た さ れ 、 土

木 公 共 事 業 の 多 く の 自15分 が 巡 路 建 設 に 投 資 さ れ て

きた 。

昭和31年 に 来 日 し た ワ ト キ ン ス 調 査 団 は 臼 本 の 道

路事情を見て、 「 日 本 の 道 路 は 信 じ が た い ほ ど 悪

い。 こ れ ほ ど 完 全 に 道 路 を 無 視 し た 工 業 国 は 他 に

な い 」 と 評 し て い る 。 そ れ か ら 約20年 後 、 宇 沢 弘

文氏は、その箸 Ｒｾ r 自 動 車 の 社 会 的 質 問 』 の 中 で 、

「 日 本 ほ ど 歩 行 者 の 権 利 が 侵 害 さ れ て い る 国 は 文

明 固 と い わ れ る 国 に ま ず 兄 当 ら な い J と 万 い て い

る。 この二 つ の こ と ば が 表 わ し て い る よ う に 、 日

本 の 道 路 建 設 は H召利130年 代 か ら の 急 激 な 経 済 発 展

に 伴 う 自 動 車 交 通 の tf 1 大に対処するため、その通

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

し か し 今 の 道 路 は 、 自 動 車 が 道 路 と い う 道 路 を 埋

めつくし、交通麻掲了、交通事故が多予告している 。

ま た 自 動 車 の も つ 特 性 か ら 、 大 気 汚 染 、 騒 音 、 振

動 な ど の 交 通 公 害 を 引 き 起 こ し て い る 。

こ の よ う に 、 本 来 は 人 々 の 生 活 を 結 び つ け て い た

道 路 は 、 白 羽J 事 公 害 の 発 生 に よ り 生 活 を 分 離 す る

よ う に な り 、 そ の 回 復 の た め の 効 果 的 な 対 策 が 要

求 さ れ て い る 。 こ れ は道 路 公 害 の 騒 音 、 振 動 な ど

の 現 象 の み 解 決 す る 対 症 療 法 で な く 、 道 路 機 能 の

恨 源 に 帰 って 考 え る こ と に よ り 、 道 路 を 生 活 の 中

に と り も ど し 、 安 全 で 快 適 な も の に し て い か な け

れ ば な ら な い。 ( 村 主 清 家)

E  道 路 の 五 つ の 機 能 と 「地 域 道 路」

( 1) こ れ ま で の 道 路 機 能 の 把 握 と 道 路 の 五 つ の 機 能

道 路 機 能 に つ い て は 、 i止近にな って 表 ー 1 に比ら

行 、 運 搬 機 能 の み に 符 目 し た も の で あ っ た 。 れ る よ う に 、 道 路 は 交 通 胞 設 の み の 単一 機 能 と し

昔 の 道 路 l主 人 々 の 主 要 な 生 活 の 場 で あ っ た 。 道 路 で 存 在 す る だ け で な く 、 多 目 的 機 能 を 持 つ も の と

を は さ ん で コ ミ ュ ニ テ ィ が 成 り 立 ち 、 人 々 の 通 行 して f巴 躍 さ れ る よ う に な っ て き た 。 ま た 道 路 の 区

の 空1mだ け で な く 、 子 供 の 遊 び 均 、 主 的}遠 の 井 戸 分 体 系 も こ れ ま で 「 道 路 の 存 す る 地 域 お よ び 地 形

端 会 滋 の 場 で あ っ た 。 の 状 況 な ら び に 計 画 交 通iit に 応 じ 分 類J し た 道 路

褒ー 1 道路の機能 精 進 令 ( 表 - 2 ) にIJUえ て 郎 市J十画道路の計画標

① t.l l rli 交通路，!li itli 路 沿 道 利 IfI. ｾｊＮ Ｇｬｩ その他

② 通胤 Ｎ Ｑ ＺＱ＼光写生川環境 Ｑ ＭＮ 必要な ｾ ｉｭ

③ 目Il rli の防災遊間F路. ， Ｑ ， ｩｗｾ Ｎ 防火Ｇ＼，，Ｍ

(1) f也の阿川im也J監のため のさ:'!WI ガス. Ｇｩ ｲｲｾ ｬＮ Ｎ＠ ;J<j_U  

準 に み ら れ る よ う に 、 「 歩 行 行 、 白 紙 阜 、 自 動 車

な ど の 道 路 を 利 用 す る 交 通 機 | 剥 ( 主 体 ) の 交 通 機

能 に 芯 目 し た 道 路 の 機 能 的 分 類 ( 表 - 3 ) j が 用 い

ら れ る よ う に な っ て き た 。

卜水道. 1UJ/i Box こ こ で 私 達 は 、 道 路 の 機 能 . i生存IJ を表 - 4 に 示 す

!!((II)( 灯 {江 ;7. 案件l板
五つの機自E と し て 定 式 化 し て み た 。

⑤ ｩｦｩ ｪｩＱＮの川ｉ＾｜＼と ｲｬｩｩｦｩ 化の ， Ｈｍｾ

Ｈ Ｈ， ＱＱＧ 甘 ｩｬｨｾｩｪ 道路の州 ｴｬｩｪ 様棚 Ｉ $.  49. 9 

第 1 の 通 行 機 能 は 道 路 の 成 立 上 当 然 の 機 能 で あ り 、

第 2 のサービス機能、C j ' ; 3 の環域保全機能は自i [S市

表 2  道路の区分の体系

I血 I'D 総 述設，it ;ijIJL'H  

，it ｾｊｪｪ＠ :ど J且 I，t ( f，' ! Il )  ｉＧｾ＠ 111: 

域 日'J ゆl (km/1主h)  以人
30 ∞0以 1-.

30. ∞o  20. ∞o  

20. ∞o  - 10. 000 
10. ∞0未 満

ｾＱ Ｑ 級 120 l∞ F  ，:':i .i車ー、1') 也

I也! -. ' 1
，:' :;巡. '1JJ也 ，:':j ，i述 内 血

ｾ［Ｒ 級 l∞ 80 F' P 

尚迷I ' IMJ' li

)j  1  1  

-事 1f1 ・l' ) 也 |

同追及び n
;r; 3 級 80 60 F ' P 

，..λ 車ー '1') 也 ，:':i . i 車ー1'.) 也

動市川HJl道
日目 糊

l 早 111 ・，1， )也 1 早 川ー ・ド I也

路 ;r; 4 級 60 50 F ' P  

ω 巡の， ￬ｾ ， ｬ 十速度は

，:';i . i 車， 1，)也
60のみ

同11 ;r; 第 l 級 80 ω  F  l:ii 主ー自illdi. "/.JJJ' r.l ldi 

ー早川 は大高ｬｓ ｲｬ￮ の自 ｾｬ

di 1  2  

心、ＺｾＺｾｾｾトの伺 ｓ､ｩ［ｬｬＩ

:¥Il l百l ｾＱＲ 級 60 

50 

F  畑i心リ' Hl J
40  

，it Ij f! j 交 通 lit ( t1/11) 

20.∞o  20. ∞o  110. ∞o  
"  .0∞ 

1. 5∞ 5∞ 

以 l - 10. ∞01 - 4 .0∞ 1. 5∞ - 5∞ A<i曲

;r; 1級 80 60 P ' N  国道・平地

I也 m 1112 級 60 

50 
N  

国道ー山地 ，<Iili . ・1') 也

40 Ａｽ， ｾｩ 且ｲＡ ｩ ｬ￬Ｑ Ｎ ・ ＱＧＩ 也

)J 3  
ｾ［Ｓ 級 6540 0  0  30 N  

同 ili 山地 ｛￯［ ｬｩｬｩ リ， ｾｩ 且‘ ＱＧＮＩ 也

リ ｉｾｪｮＮ di .i1i・ II Jlt!! di 道"1'.) 血

剖l f'R 
'1' ; 4 級 4350 0  0  20 N  

I叫; n 叫till ，1，)血

di 近山地 .li i Q干地山J t

その他

ヨ¥5 級 4320 0  0  N  

di ‘1'. 地

'F線道路

の道路

沼山地

ｾＱ Ｑ＠ f，品 60 I  ｾｾ＠ I  p. N  I  ." ，-lili ・師Srli

同1 :ri 40 仏Hi1.rli 道・郎 rfi

Ｚ酌ｬ｜ Ｒ 級 ｾＱｾＸＱＳＰｉｎｉ I  1、:Ii 且 同Sdi

市 4  ほも辺市道間 ｾｲ Ii 

;r; 3 級 ｾＸＱＲＰＱｎ＠ 叫し且- / i f Sr! i

i祁 樋 rlii 且 間Sdi

お Ｔ 級 ｾｉｔｾ I  I  I  I  1_____1川 -'Ii 線道路

注 1 J(lf lの川説的意味 iよ 次のとおりである 。

高速 ;;-:':i i.車1'1動 ・lι 同 i且 wm :I:':j 述内動111国道以外的自動車専問道路 国迎。 一般国道 ｾ［ｴＮ 道Ｎ剖 ｬ 道府県泊 diill : 市町村i且

平地. 平I也知ー山地， ，[，)血部 閉Sd-j : lifSd': 部 郎じ‘ 大都市町都心部 下，完全.'B人制限 p ，一部出人制限 N ，I. I' ，入制限' "し

注2 ，1 V十速度の右側 のf此はJ也形その他の状況にぷ η やむを併ない場合に適川する 。

注 3 Ｉ也形その ｦ 也の状況に よりやむを ｪｾ Ｑ ない地合には Ｎ 組別はすべて Ｑ 級下町組を適ｩｉｉすることができる。

「道路補iil 令の解説と) ] I ! IIJ J $45. ' 1 

表 - 3 都市道路の分類

nllrli 道路 1; 1 : 以ドのように分 mすることができる 。

1 )  1' 1  ｲｲｾｊ＠ 'Ii '.'f. 川道路

比較的政いトリ y フの父通を処J l H-J るため. 設計速

度を，:"，' I <  I没定 L. '1崎町のn'. 人;(j'(凹1を行い !'I 1QJ ・11 咋

f I l とする活路

2  )  主要幹線 i且路

都市1m交通や通 j品交通などの比較的長いト 1) '/ フの

交通を) ， ht に処f唱するため " 百本舶の縦絡を耐< < え.

，:':jL 、交通科 I，t をイ{す るiliN品

3) 幹 線 道 路

ＱＺＮｾＵ 幹線道路むよぴ主要交通先生搬などを有機 ＨＱ ＧＱ に

結成 nllrli 全体に網状に配れきれr ，ilrli の I J 怖および近

隣It 区を形成し 比較的，:Ji 水磁の税栴を 1耐えた道路

4)  j，ll JJJ) 幹線道路

近隣ft 区と斡線道路とを車内ぷl J . ¥散jll 拘であり 近隣

ft[王戸、l での幹線としての機能をイIする道路

5  ) 医 師'1 道 路

沿道主地へのサービスを 1[1"1とL . if' に円己目される

道路

6) 特 殊 ill N骨

もつ l i ら歩行行。 n 事iE 'll モノレールなど 1' 1lf!1J' II 

以外の交通の! 日にf J ¥寸るための活路

r t.1ldi ，ttl 尚道路の，thilij 傑揃J S.  49. 9 

表 - 4 道路の五つの機能

機 ι1i 但亘 I人l 干手

;，r; 1  通 行 機 能
O通過交通機能

Ｐ 沿道の注礎物や施，Ｇｾへのアクセス機能

ｏ ｾｴ ＧｬｩＮ＠ {';i さばき♀どの< l ! 築の lii Jl.ui とし

での機能

;;;;2サービス機fj le:
0 ガス . 水J且. ，世主1 ド水jIT守J 也ド均1投

信機能

0 ホスト !!{!II ) j 古T. (， 0; - .  ｾＧｲｲＢ 占 ￟ｯｸ ｾ どｨＧｴｉｩ

‘il.: i}偽 fi le:

O II!!H. 保光. ｊ 曲Ａ孔 ｉｾ｛ 欣 ｾￆ ヲｾ［ f民問機能

ｾＳ 環境保全機能
ｏ Ｇｬｩ 的外 Ｚｾｉｊ イ神計百 ， ，，ＱＮ ('1. 晶，1QJ. j J ドガス

q ど) N 百ごの. tM

0 防災. ii' j(o) j .  M明1. ，J:i1t N; むの均

司ｾ 4 ひろば機能
o  ，Y. ち，1吊散歩. 休憩. ('fJ¥の遊び. タ

ｾｊ［Ａ み ， 祭Ｎまちのにぎ ｨ ぃＢＺｦ￬［ひろば機能

O jJ:l N告に I(/Iする (NI(II も合 t: ) 主tt 築物や胞

あ54fE道車内介機能 ，1:( あるいはそれを手'1111する人 11 を半円ぴ

つける機能

化 の 進 行 に 伴 い 、 最 近 急 速 に ク ロ ー ズ ア y プ さ れ

て き た も の で あ る 。 と り わ け 第 3 の 機 能 に つ い て

は 、 自 動 車 公 害 対 策 と し て 唱 総 数 を 減 ら し て 緩 衝

緑地帯を設ける( 兵J i 1 ! 県国道43 号) 例 も あ る 。

走 る 凶 器 と い わ れ る O Ａｦ ｾ ｊ ｬｬｩ が紺 ｬ 街路に入り込まな

い 古 き 良 き H寺 代 、 道 路 は 地 域 社 会 の サ ロ ン と し て

機 能 し 、 主 鮒 は 井 戸 端 会 泌 に 花 を l咲 か せ 、 お じ い

さ ん は 路 と lこ縁台を侍ち 出 し ヘ ポ 将 棋 に 興 じ 、 子

供 た ち は 狭 い 路 地 な が ら も か く れ ん ぼ 、 カ ン 蹴 り

な ど 遊 び 興 じ た 。 住 宅 地 内 の 制 街 路 は こ う し た ひ

ろ ば 機 能 と も 呼 ぶ べ き 第 4 の 機 能 も 持 っ て い る わ

けで・ある。

さて次 lこ伊賀の c

'

' [ ( 奈 良 ) 、郷原宿( 長里子 ) な ど

は 、 旧 街 道 沿 い に 紛 状 に 街 区 集 泌 を 形 成 し て お

り 、 こ こ で は 街 道 が 沿i丘 対 面 ど う し を 結 び つ け る

機 能 を 侍 っ て い る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 門 liijlsJ や

原 宿 表 参 道 な ど は 沿 道 結 合 機 能 を 持 つ と 同H寺に必

然 Ｈｉｾｊ にその地域をシンＭＢ Ｎ ボライズする道路ともなっ

ている。

カフェテラス、小錦i石 舗 装 、 7 ロ ニ エ 並 木 と い っ た

風 土 に 密 在 し た 個 性 的 な テ ク ス チ ャ ー を も っ て い

る世界的に有名 ｾｬｩｦｬ 市軸］パリ ・ シャンゼ リゼ通

り も ま た こ のf列のひとつだろう。

「 現 代 の 郎 市 に お い て 建 築 は r点』を、土木は r線』

し か 考 え ず 、 面 的 に は 考 え る 人 が い な い 。 」 と 松

下圭一氏( 法政大学教授) は看4庄 し て い た が、「線」

で あ る 道 路 を 而 的 に と ら え て み る と あ る 地 域 を 分

断 し て い る こ と も 、 ま た 逆 に あ る 地 域 を 結 び つ け

て い る こ と も あ る 。 道 路 の 計 画 設 計 を 道 路 に 面

す る ( 対 面 も 含 む ) 建 築 物 や 施 設 の ひ と つ ひ と つ 、

あ る い は そ れ を 利 用 す る 人 々 ひ と り ひ と り を 結 び

つ け る 空 間 の 計 画 ・ 設 汁 と と ら え る な ら ば 、 沿 道

地 域 計 画 と リ ン ク し た 道 路 計 画 と な ら ね ば い け な

いし 、道 路 空間 を 精 成 す る 街 路 樹 、スト リート ・ファ

ニ チ ャ ー な ど の 装 置 類 ま で 検 討 を 婆 す る だ ろ う 。

(2) 地 域 に 根 ざ し た 「地 域 道 路」

道 路 の 五 つ の 機 能 に つ い て は 、 会 で の 道 路 に わ た



って均一に存在する ものでなく 、 個 々の道路 によ 褒ー 5

道 路 の 段 階構 成 主 要 幹 線 道 路 幹 線 道 路 補 助 幹 線 道 路 区 画 道 路 神 殊 at 路

って必然的にその比重 は 災 な っ て く る 。 逆 に そ の

比 重 の相 巽によって個 々の道路が持徴づけら れ る

と い っ て よ い 。 ま た 道 路 は そ れ ぞ れ の地域 に 恨 ざ

したものであり、 同 じものはこつとないはずであ

る。表 - 3 の よ う に 広 域 的観点 か ら の 道路 の分類、

練 準化 はあってよいものの、 個 々 の 道 路 の 周 辺 地

域 の 微 々 な 粂f牛( 歴史、文化 、地 形 、 土地 利用)

か ら の ア プ ロ ー チ あ る い は 道 路 の機 能の比 重 によ

る 特 徴 づ け か ら の ア プ ロ ー チ な どによって、おの

ず か ら 個 均 の 道 路 は その地 域 に根 ざし、その地域

を表現 し、 その地 域の 発 展 に 貢献 し、 その他 域 の

/ } J i となるようなものになるだろう。それを rt也t或

:x: 

郁 市 間 交 通 - 都市町骨格形成 集 散 道 路 ( 住 区 幹 線) ー治j ! l 宅地サーピス 臼動車以外のため

長いトリ ップ交通を 比 較 的 高 水 惜 の 縦 通過交通を入れ{ I ぃ 通 過 交 通 排 除 の 道 路

大 軍 に 処 理 絡 道 路 網 間 隔 -歩 行 宥 動 線 に 合 わ - 事1 J 者交通幹線

不 完 全 出 入 制 限 道 路 網 間 隔 住 宅 地 5∞ m せる 区画道路と合わせ

沿 道土地手IJ m

.4種 l 級 4車 線 以 上 住 宅 地 1. ∞Om 商 業 等 l ∞ m 4繍3級 4級 て 機 能 的 世 ネ γ ト

商 業 等 切 Om 3∞ m ワー クを 形 成

4僧1級 .2級 2・a 4楢Z級・ 3級 2車 線

線 以 上

工 量 流 通

物 資 の 生 癌 ー流 通 l工 業 地 域 の シ バ ル 近 づ l通 働 道 路

号事産業活動の場 l J! 公 害 の 防 止

道路」と呼ぼう。

業 務 商 業

情 桜 { 人 & 物) の
広 雄 幹 線

11 ま ち 幹 線

県 中 交 換 の 場
通 過 機 能 が 主 ま ち 住 区 を 結 ぶ シンボ ル道路

道 路 公 容 を 防 ぐ 治

まら住区 (2万 人 - 5 ーまち f主 区 内 の 幹 線 路 地 幹 線

辺 環 境 盤 備 事 業

1 1  

-居 住 地 の い こ " の 瑚

i主 宅 生 活 の 刷

都 市 生 活 聞 か ら 離
ー近 傍 住 区 (8千 人 ~

-子 供 の 遊 び 地

寸 I 万 人) の 外 邸 形

t也区のひろば

成

歩行者ｾ聞 の 牟 ｹ トワ ク化

皿 地域道路の建設
農 村 山 村 ー地 域 分 断 の 解 消

地 域道路を建設する 前 提 条件 としては、道路 の中 多人数乗者の車のみパス 優 先 レ ー ン の使 用 を認め くりへ向 かっていく必要がめる。

に 占 め る 車 線 以外 の 歩 道 や 緑地 といった用地 をI{' l た り と い っ た 乗 車 人 数 の地 加 飽策 も 必 要である。

加 さ せ る こ と と 言 え る が 、 そ の 方 法 と し て 二 つ の 基本的には、 都 市 内で は電 車 や パ ス とい っ た 公 共

方向 が 考 え ら れ る 。 一 つ は 、 車 の通 過台数 を減ら 輸 送機 関 やスベースをとら ない 自 転車な どを 優 先

し 、 車 線 を 減 少 す る こ と で あ り 、 も う 一 つ は 、 道 さ せ 、 乗 用 車 を 使 い に く く す る こ と が必婆である。

表 - 5 のごとく、道路は道路ランク( 通行機 能ラン

ンク) と沿道の土地 利 用によって 機 能 や 性 格 が 変

わってくる。 例 えば主主F幹線 道路 が、工業地 帯と

住 宅地 帯 を 通 る 場 合 で は そ の 土地 利用 に対 応して、

道 路 は 違 っ た も の に 建 設 さ れ な け れ ば な ら な い 。

以 下地域 道 路化 へ の 代 表 的 な 道 路 に つ い て 検 討 し

路を拡幅して環境主主備用地 や 歩 行 者 空間 を憎大さ ⑤ 交 通 政 策 の 総 合 化

せることである。 日 本 で は 電 車 、 パ ス 、 タ ク シ ー な ど は 運 輸 省 、 国

( 1) 総 合 的 交 通 シ ス テ ム で 車 を 減 ら す 道 や 県i誌の管理は建設省と県、交 通規 制 は答察と

① 交 通 税 制 の 改 善 分 断 さ れ て お り 、 総 合 化 は 難 し い が、 自治体を中

車 道 は 最 近 確 か に ガ ソ リ ン 税 で 建 設 さ れ る よ う に 心 に 良 〈 協 議 し 、 こ れ ま で 述 べ た 各 種 方 式 を 総 合

なってきているが、依蹴として 一 般税からの持ち 的、立体的に実施していくことが必婆である。

出 し も 多 い 。 ま た 以 前 は 地 域 の 人 々 がf知直に歩い (2) 沿 道 環 境 賞 備 事 業 に よ る 道 路 鉱 帽

た り 、 遊 ん だ り し て い た 空 間 で あ り 、 そ う い った こ れ か ら の 道 路 拡 幅 や 新 た な 道 路 の 建 設 は 、 そ の

土 地 を 奪 っ た 補 償 や 、 排 気 ガ ス や 騒 音 な ど の 沿 道 沿 道 の 人 々 に と っ て 喜 ば れ る も の と な ら な け れ ば

公 害 に 対 す る 原 因 者 負 担 と し て 、 応 分 の 負 担 を し ならなし当 。 こ れ ま で の 通 行 機 能軍基備事業から、 地

ていくことが必要である 。 そうすることによって 域 づ く り の 一 環 と し て の 沿 道 環 境 整 備 事 業 に そ の

鉄 道 な ど と の 公 平 な 競 争 が 実 現 し 、 新 し い 輸 送 シ 目的を変更しなければならない。沿道環境聖堂備事

ステムの開発が可能となってくる。 業 と し て は 道 路 を 多 額 の 機 能 と し て と ら え 、 一 般

② 車 乗 り 入 れ 規 制 的 に は 第 2 - 5 機 能 用 地 と し て 、 車 線 の 同 幅員位

日 本 で は 大 型 車 の 乗 り 入 れ 禁 止 や 、 歩 行 者 天 国 の を両 iWJ に分担して持つといったイメージである。

設住など、若干の規制が行われているが、 1960年 沿 道 環 境 盤 術 用 地 と し て 上 記 の ご と き ス ペ ー ス の

代 中 頃 よ り ヨ ー ロ ッ パ 各 都 市 で 実施 された都心 の 必要な理由としては、

歩 行 者 空 間 化 で は 都 心 部 の 広 域 な 地 域 で の 事 締 め ① 道 路 の マ イ ナ ス 要 因 の 緩 和

出しを実現している 。 こ れ に は 都 心 部 周 辺 の 環 状 自 動 車 公 害 、 交 通 事 故 な ど の 緩 和

道 路 の 建 設 や 、 代 替 用 の 公 共 交 通 機 関 や 歩 行 者 追 ② 歩 行 者 空 間 の 充 分 な 確 保

のiill 設がなされている 。 一方 、 こ れ ら の 直 接 的 規 歩 行 、立 ち 活 、 休 恕 な ど 雑 多 な 行 為 が 共 存 で き る

制 と は 別 に 、 駐 車 場 に よ る 間 接 的 方 法 も 考 え ら れ スペース 。

る。例 え ば ロ ン ド ン で は 、道 路 に 沿 っ た 一 時 的 駐 ③ 防 災 機 能 用 地 と し て

I ! HJ，Iを 全 廃 し 緑 化 し た り し て い る が 、 あ る い は 駐 防 災 遊 雌 ル ー ト 、 火 災 延 焼 防 止 帯

主! H坊にさらに税金をかけることも良いだろう 。 日 ④ サ ー ビ ス 機 能 用 地 と し て

本 で は 駐 車 場 法 に よ り 特 定 建 築 物 に は 必 ず 駐 車 場 道 路 地 下 埋 設 物 用 地 、 バ ス 停 そ の 他

を設置しなければならないが、 地域 の 状 況 に よ っ ⑤ 新 交 通 シ ス テ ム 用 地 と し て

ては逆に規制していく必婆があろう 。 ま た 環 境 改 (3 )歩 行 者 空 間 の ネ ッ トワーク化

普 の一 環 と し て 、 ベ ル リ ン 市 で は 1966年 に 4 台 分 沿道環段重量耐，7事業と一体となり 、歩行者空間をネ y ト

の駐車スペースにつき、 l 本 の 木 を 植 え る こ と を ワークしていくことが必、要である。 このためには 、

J寝務づけたが、 これも一つの方法と言えるだろう 。 ① 歩 行 者 の 流 れ 調 査

③ 長E巨灘 トラ ックの減少 将 に 歩 行 者 幹 線 の 決 定 用 資 料

長 距 雌 ト ラ ッ ク に 変 わ る 、新 し い 荷 物 輸 送 シ ス テ ② 歩 行 者 道 の 計 画 決 定

ムを皐急、に実現することが必要である 。一つは、 長 j倒的な展望のもとに、 一般 道 路 と 同 じ く 計 画 決

国 鉄 の 貨 物a愉送の近代 化 を は か り 、 鉄 道 へ の 分 担 定し、住民の合意を待つつ実胞する。

を考える 。例え l i 在 来 線 で は 、 コ ン テ ナ の 秘 み 変 ③ 各種歩行者道を事業化していく

え 方 式 、 ま た 新 幹 線 も 貨 客 両 用 と し て 延 長 距 離 を イ、通勤通学路

の ば す な ど 、 極 々 の 改 善 が 可 能 で あ る 。 また新し ロ、ショ y ピングモー J レ、ショ y ピングストリート

い輸送システム、例え l i ゴミなどで実現されてい ノ ¥ 散 歩 道

る 真 空 輸 送 、 ま た 石 油 な ど の パ イ プ ラ イ ン 輸 送 な 観 却H到なものでなく、あらゆるI世話或に必要

どが考えられる 。 ニ 、 遊 戯 道 路

④ 近 距 離 ト ラ ックの減少 納l街 路 は 通 過 交 通 を 排 除 す る 目 的 と 合 わ せ て

近距離トラ ック で は 荷 物 が 余 り 積 ま れ ず に 動 事 問 遊 戯 道 路 と し て 技 術 す る 。 また、路面やi則潜

っていることが問題である 。 これにはデパートな な ど も 遊 び の 場 所 と し て ふ さ わ し い も の が 生

ど の 配 送 の 地 域 的 統 合 や 、 郵 便 シ ス テ ム で の 地 域 れていない 。

配 送 の 料 金 値 下 げ な ど 協 同 化 の 方 式 が 必 要 で あ る 。 (4)地 域 道 路 の 建設 へ

⑤ 乗 用 車 の 減 少 以 上 述 べ た 「 総 合 的 交 通 シ ス テ ム で 車 を 減 ら す J

乗用車は非常に{ 更和代もあるが、反扇、大きなスベ 「沿道環境髭備事業による道路拡幅」、「歩行者

ー ス で 少 人 数 し か 運 べ な い と こ ろ に 問 姐 が あ る 。 空 IlrJ のネ y トワーク化」と平行して 、地域 道 路 づ

ていく 。

① 広 域 幹 線

主 婆 幹 線 と 幹 線 と を 含 む こ の 道 路 は 主 と し て 通 過

機 能 が 主 と な り 、 沿 道 に と っ て は ほ と ん ど利 益 が

なく、住宅、商業、業務、 農 山村 、 工 業 流 通 の 順

に 道 路 公 害 を 防 ぐ 環 境 用 地 が 必 要 で あ る 。 この道

路 で は 、 マ イ ナ ス 面 を 防 ぐ 環 境 整 備 事 業 が 持 に 必

要である。

② まち幹線

幹 線 道 路 の 一 部 や 補 助 幹 線 な ど で は 、 ま ち 住 区 を

性 絡 づ け る 一 つ の シ ン ボ ル と し て こ の 道 路 を 考 え

ること- / ) <てもきる 。

③ 路 地 幹 線

区 画 道 路 や 特 殊 道 路 は 主 に 歩 行 者 の ネ ッ ト ワ ー ク

化を受け待ち 、各組 歩行者道として型車備 してい‘

以 上 は 広 域 的 な 交 通 計 画 か ら 地 域 や 道 路 は ど う 対

処 し て い く か と い う こ と で あ る が 、 逆 に 地 域 か ら

道路へアプローチしていくことも必' a ! . l である 。

④ 道 路 の カ ル テ の 作 成

j.1H告は沿道の建物やそれを f吏 7人 や 訪 ね て 来 る 人

によ って性格が変えられる 。 そ の こ と を ふ ま え 道

路 に お け る 沿 道 利 用 、 タ ウ ン ・フ ァ ニ チ ャ ー の 状

況、人々や車の鈎IJ ｾ、また道路自身の榊造、更に

は 自 然 条 件 や 歴 史 的 条 件 な ど 、 あ る 地 域 で の 道 路

診 断 を 行 い 、 道 路 カ ル テ を 作 成 す る 。 こ れ は 道 路

の地域化のワンステップであり 、 このカ Jレテをふ

まえ、それぞれの地域てて乃道路建設を検討していく 。

⑤ シ ン ボ ル 道 路 の 建 設

ｾＵ の織 ｕￋ である沿道結合機 ｩｉｅ を、その地域のシ

ンボ Jレにまでおめたシンボル道路を建設する 。 当

商は歩行者l f OJ線 が 大 き く 、 か つ 地 域 の 特 色 を 良 〈

表わしている道路で行うが、しだいに細かく 土也域

の 中 で 建 設 し 、 将 来 に お い て は 全 て の 道 路 が そ の

沿道にと って の シ ン ボ ル 道 路 に な る ま で 取 り 組 ん

でいく 。

⑤ 楽 し い 通 り コ ン テ ス ト の 実 施

行政的に シ ンボ Jレ道路を建設していく 一 方 、 沿 道

住民や企業の参f J n怠欲を I広めるために、このコン

テストを行う 。 花境コ ンクー j レだとか、 ドイツの

美しい村コ ンテ ス ト な ど に 兄 ら れ る ご と く 、 沿 道

の 人 々 に よ る 道 路 づ 〈 り は 、 み ん な が 殺 し め る も

の と し て 是 非 や り た い も の で あ る 。

こうい った 方 策 を 議 じ て い く こ と に よ り 、 人 々 の

生活の場から l維れ、i J I のみの空間とな った 道 路 は

少 し ず つ 本 来 の 機 能 を 取 り 戻 し 、 地 域 の 顔 と な っ

ていくだろう 。



日本建築協会

月間の動き

昭 和52年 10月 分

理 事
.6‘  

玄玄

19日 41待- 5 時 於会館集会主

出席者稲田副会長ほか 11名

議事 11熔 築 8 団体新年交礼会開催の件

(2); 文正: m築基準法・同施行令説明会開催の件

(3淀 l時評議員会にかえて舎面表決の件

(4胤 立ω周年記念出版「技術選舎」刊行の件

(5)入退会者承認の件

(6同E業報告

事 業 委 員

A. .  

:Ilo 

若い会員の集い第 9 因企画分科会

4 日 6 時 - 9 1時 於会館集会室

出席者佐野主査ほか 2 名

議事 (1)第 9 回企画「伝統工芸を兄る」について

(2)IJl II盛時期について

(3 )下調査について

研修分科会

13日 6 時半 - 8時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 佐 藤 ・南両幹事ほか 2 名

殺事建築基準法日影規制についての説明会企画

若い会員の集い第 8 因企画分科会

21 日 61侍- 9 時半 於会館J . s 会室

出 席 者 ゲ ス ト 狩野忠、正氏( 竹中 )

瀬戸本主査ほか 5 名

殺事 11)テーマの決定「原風最への思惟」

(2)企画内容全般について

(3 )会告原稿の検討

若い会員の集い第 8 回講師打合せ会

27日 5H寺- 6 時半於竹中工務庖会議室

出席者 講 師 深 谷 光 軌 氏 ・狩野忠正氏ほか 2 名

議事 11)当日の タイムスケジュールについて

(2)質問事項について

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

D グループ打合会

6 日 3 時 - 6 時 於会館 3 階会議室

出席者藤井幹事ほか 3 名

議事 T ，U，V ，W工事の目次 ・索引の調整について

企画分科会

12日 111時- 1時 於会館 3 階会議室

出席者 酒井幹事、中北 ・山本両委員

議事 11総合目次 ・索引の調整について

(2)装帆について

(3)P  R について

18日 61時- 101時20分於会館地下編集室

出席者 酒井幹事、中村委員

議事 総合目次( 項目) の銅盤

21 日 6時 - 8時 於会館地下編ｾ‘室

出席者 酒井幹事、中村委員

議 事 総 合 目 次 (項目 ) の調整

委員会

4 0  述築と社会 /1977年12月号

27日 5時半 - 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 弁上 ・n塚正副委員長ほか 12名

議事 11)受領シート数について

(2)工事分類、細項目の調笠及び決定

(3)ハンドブック 販売についての P R 及び予約申込

状況

は)メーカーへの掲鍛料の請求について

編 集 委 貝

A. .  

M 

広告企画小委員会

7 日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者 中村委員長ほか 5 名 ゲスト : 川崎重工

Il か2社

議事 11 )11月号「建築における省エネルギー化」特集

特別広告

(2)  r水」特集・広告企画

(3 ) 省エネルギ一関係業者説明会

出 版 委 貝

A. .  

."ζ 

委員会

7 日 5時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者小林委日長ほか 4 名

議 ｾｉｾ ! 主術選1. 1: 進行状況報告と今後の進め方

打合会

31 日 1時- 2 時 於会館 3 階会議室

出席者 小林委員長、 学芸出版社

J昌司王

住 宅委 員

d 色、

M 

住宅展懇談会

7 日 6 時- 8時

出席者 16名

於なにわ会館

法 規 委 貝

A. .  

Zミ

委員会

17日 3 時- 51時 於会館集会室

出席者 市川委員長ほか 15名

議事改正建築基準法令の解説( 講師 : 梶原明委員)

教 育 委 員
A. .  

:Ilo 

工高生教育小委員会

20日 4時- 7 時半 於会館集会室

出席者 斎藤副委員長、上野・植田両幹事ほか 2名

議事 第23回工高生デザインコンクール応募作品の予

術審査について

工高生デザインコンクール審査会

26日 1時半 - 7 時 於会館集会室

出 席 者 審 査 会 吉 田 審 査 委 員 長 ほ か 12名

委 貝 会 岡 田 ・斎藤正副委員長，上野 ・

組問両幹事ほか 2 名

第23図工高生デザインコンクール応募作品の審査

建 材 委 員

A. .  

:Ilo 

委員会

28日 5時半 - 8 時半

出席者 山田委員長ほか 13名 於 会 館 集 会 室

日本ドライヴイ y ト律相より 3 名

議事 11)  r 7 ァスニング機器J ( 第 2 回) について

(2)  r新建材紹介コーナー J 12月以降掲載分

若 い 会 員 の 集 い

丹波路を行く… … 菓拾いと城下町後山散策

1 日 8時40分- 18時40分 参加者 40名

講師 多治l敏樹氏( 神戸大学助教段)

見

. . "， 

4 与

.6‘  

M 

北浜中央ビルの新築工事の見学会

6 日 21時- 41侍 参加者 24名

設計 ・施工 株式会社竹中工務庖

国立民族学博物館新営工事の見学会

22日 2時- 5時 参加者 46名

1宣言十 側黒川紀章建築 都市設計事務所

監理 国立民族学博物館管理部施設諜

慨無川紀設建築 ・都市設計事務所

施工附竹中工務底( 建築)

近鍛電気工事側( 電気)

高砂熱学工業側( 空調その他)

三菱電機(掬 ( エレベーター)

大阪府営村野階層浄水場築造工事の見学と

実験住宅ソーラーハウスを見る

28日 2時 - 5 時 参加者 42名

・村野階層浄水上品

3宣言十監理 大阪府水道部

施 工( 附す中工務庖 ・佐藤工業(側 ・(悌銭高級

共同企業体他直営業者 17社

- ソーラーノ、ウス

建築 ・システム設計施工 / 術大林組 . 太陽集熱器/

三洋電機( 悌，小型吸収冷凍機 / 東京三洋電機側

講 習
A. .  

M 

第33回建築工事実務講習会

12日 9時 - 17時 於大阪科学技術センター

聴講. t ， 71名

施工計画大成法設( 掬工事長 述 藤 泌 氏

見 積 (附 f 中工務底見積課長 il i ! 辺隆氏

施工図( 掬大林組工務謀長 金 田 宏 氏

説 明
A. .  

:Ilo 

改正建築基準法・同施行令税明会

( 日本建築協会ほか 6 団体共催)

19日 2 時 - 4 時 於大阪府職日会館

穏縁者 430名

続師大阪府建築制l建築指導課主幹梶原 I明氏

24日 21時- 4 11寺 於大阪府主主保会館

聴講者 150名

講 師 大 阪 府 建 築 部 建 築 指 導 課 主 幹 健 原 明 氏

建築 8 団体新年交礼会打合会

13日 41時- 5時 於日本建築家協会関西支部

議事 昭和53年新年交礼会開催について

建 築 ク ラ ブ

朝食会

18日 81時- 91時半 於大阪グランドホテル

出席者 71名

当日は居酒屋「山小屋」主人間原茂氏より「中央ア

ジアを旅して兄たこと、思 ったこと」についてのお話

を伺った。

役員会

31 日 正午 - 1時半 於会館集会室

出席者杉村巡蛍委員長ほか 4 名

議事 (1) 11月以降講師の件

(2) 建築クラプ忘年懇親会開俄の件

10 月 の 入 会 者 (敬榊品)

〔個人会員 8 名〕

赤 坂 弘 二 上 蛸 洋一 小 柳 直 美 佐 野 利 治

瀬戸山良次 竹 本 俊 平 中国 1士吉 中村 康

〔准会員 l 名〕

寺 岡 高 久



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 一 1 ( 英和ピル)

支 庖

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市茸合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  倉 庫

創 業50有 余 年 、当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の 一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い/ 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都中 央 区銀 座8- 4-9 電話03(571)  2703 

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 59 電話0462(21)6ω2

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 g 町 電 話0952(47)2945

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両容町1- 12 日生ピル ｾ＠ (943)6571代 表

東 京 ・償 y兵・盛岡・郡山 ・水戸・浜松・岡崎・名古屋・山山 ・大 津・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 会 国主 要 都 市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日2こ業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25ー7 電話 (434)6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加島 1 -58-59  電話 ( 302) 2271 ( 代)

文 民 北 海 道 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 仏 ・ 悩 間

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・縦 浜 ・絡 岡 ・京 郁 神 戸

給 排 水 ・ 衛 生

日 差 冷 房 ・ 換 気 設 計 脇 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 問 題 町 一 泣 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大 阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内ーI>Z江戸線 J T 日10番J7 号 干550 m. l 古(44J )823J

本 社 ! I ! 京都中央区銀座 2 丁1-1 2 番J7号 〒J04 電話(535) 525J

支 社 大 阪 ・ 東 京 名 古I望

支 庖 札 帆 ・ 仙台. 1，: 沢 ・広島 ・縮問

営業所 新潟・天用・間山 ー高総 鈴本

出 張所秋 ｈｬ ・ Ｇｉ Ｎｾｉ 畠 ｬ 千葉 ・償 浜 併間宮 ＱＱＱ ・伺 ＱＱ ・ 位 ｉｈ

ょ;(何1 ・神， I . 鹿児烏・骨相周

空 気 調 和 股 備

給排水衛生設備段骨十施工 各種送) ! 1. 機 ・製 作 販 売

各種 プラント段備

⑩ 織 式 会 社 ，，: ' 1l シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 ( 大 代 )

営 業所 東京・名古屋・京都・広島 ・福岡 工 場 和泉・名古屋

テレ ックス : 本社 No. 562ー 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛生 ・冷 暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そ の 他管 工 事 一 切 の 設計 ・施工

( 旧斎藤久苧事務所 )

⑮ 斎 久 王 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06 - 443  - 5041 附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6-2( 日本 ビルデインク)

電 信 0 3 - 2 7 0 ー 7 4  1  1附
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営 業 所 札 帆 ・仙台 千葉・名古屋 - 金沢・高松 ・岡山 福岡

出張所福井・倉敷・広島ｾ可小牧

空 気 311.1 平日駁 'ma

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

宣¥. :t主 イ府

厨 房

三 機 工 業

ム

正 宗 筑 衛 生 施 設

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支 jお長 藤 田 初 議

大阪市点区北浜 2 丁 目 2 2 番地 11( 3舌 大阪 ( 202) 代表307 .1

本 l古 東 京 日比谷・ 三三僧 ピ ル

支 1苫 名古屋、領問、札税、広島. 仙台. 北脱

出 'i h: P.斤 償浜、声高松、 静岡、監回. 岡山‘ 金沢

空 気 調和設備 ｾ ｮ .. 

衛 生 設 備 中 計 施 工

⑬ 三 建 設 備 工 業 株 式 奮 社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 悔 町 6 5 番 地 屯 話 ( 352) 11 31 (代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殺町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 脱 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。株式会社 発 空 調

-‘ 

-
-

* 京本1苫 東 京 都新宿 区 西新宿新宿 住 友ピ ル 屯 ｾ ｦ［ 03- 344- 1911 

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 宮 凶 町 16 番 地 IEぷ 06- 363- 1371

支 応 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11- 2  'i lC，i前052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号一 '.1!:，活0822- 47- 4535

悩岡市中央 区大名 2 丁目 4 搭22号 従，1[; 092- 761 - 3795 

ｈｾ 媛所繍 ｪ 兵 Ｎ ｾｵｩ 井・京 ｲＮｾ . 神戸 ・松 江 沖 縄

管 工 事 業

倫協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支出長 If ! ; j 坂幸 ｾ＠

大阪市北 Ｑ＾＼Ｚ 堂 島北町 ＱＳｾ 地 Ｈ 縦続千代川 ピ ル Ｉ

郵便併号530 1童 話 大 阪 (06) ＳＴＶＭＰＷＲ Ｑ ｉ ｦ ｾ＠

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 1苫 大 阪 市 北 区立仏浜 i凶 1 - 2  5  ( 新大 ピル)

'tt!:話 (06 )  344  - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・ * 京r . r ，中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館 )

';L:話 (03)  279  - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 仏 ・ f L 帆 ・東 海 村 北 峻 大 分

空 調 ・衛 生 ・ 防 災

。須 賀 工 業

大阪市西区土佐堀 1 - 2 ー30 T EL  06- 441- 5171 

支 広 東京・大阪・織浜 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 札幌・千葉・静岡・金沢 ・高 松

出 張 所 仙 台

空 調 衛 生 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

多 株式会社 精 Ds 

本 祖 大阪，liT*l 区1i . 屋町 3 番丁68番地( オートセノ 7 ービル2陪)

重f ，便番号542 電話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 I吉 東京都千代悶区九段南 2丁目 2番5号( 九段ビル 8階)

郵便番号 102 電 話 東 京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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斗

志 社 実 家 主 底 実 京 都 矧 宿 区 西 噺 宿 2 - 6- 1・03-344-1SS1{ : 大代 文 問 主E ・随一448 日51(代

名 古 屋 宣15- 田 2-211-1535( 代) 九 州 宜 庖・ 田 2-431-2147 曾 舞 踊 札 帽 仙 台 。禍活 ・ 広 島

神 戸 出 明 所 新 品 企 iR 大 宮 帥悶・盟国 京 都 岡 山 崎 山 棺本 鹿 児 島 沖縄 ハンコク

i星・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支届

大 阪 市 北 ( >( - ，; ，出町 3 0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピル)

'必 J舌 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代 )

仙 台 文 問 仙 台 市 新 伝 馬 町T 6  0  

'，( I 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 占 版 文 1;1i 才，占 M 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

一 般 空 調 設 備 ・ 恒 i皐 恒 湿 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 況 に 附

， 園 、 ー 得 す る 衛 生 、 電 気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

1 Mタ写本' J 7 ラシト繍ヨa .tt

令玄符《 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 人 ー 阪 市 大 淀 lメー中 山 本 泊 1 11 12 I詐J 也 ホ コ ク ビ ル

〒 531 '，I U，r;  .A- IV.<( 06) 372 - 5171 ( ( I : ぷ )

支 I苫 点 民 有11 中 央 1>( H 本 備 本 側r 3 の l 共 1，;1 ビ ル

干 103 '，0:，(，'; * ，;0; ( 03  )242- 5521(代 友 )

営 健 所 有.¥ ｩ 品ｾ .  ｹ ，市 ｉｾ Ｎ J.ぶ 刈 札 峨 仙 台

空気調和・衛生設備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大阪市北区木幡 町 3 4 - 2 電 話 06 - 313- 1846 

芸品去 を だ 大阪市北区木幡町 3 4 - 2 電 話 06 - 313- 1846

ι 2 去 主 官 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 1書3 号 電 話0720- 49- 2128

訟 備 部 大 阪 市 北 区 木 幡 町r3  4  - 2  電 話 06 - 313 - 1846

1f a1412 ‘ 際 校 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 ー 2128

回

ｮｾ＠ . 冷房 ・主気 j昆湿度調主主装置

設 計 施 工

高
牽11

品主4

-← 
6!!: 

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 番 I也( 北阪急ビル 9 階)

1L : 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番地

く m哩型畳コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 着 信 機 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (  433)  8  0  7  I  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 福 岡

給 ・排水・ 衛 生 ・消火・ 暖 冷 房 設 備

おき芸西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 館 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

棋士怠京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 苦手 I也の l

包 括 (681) 5  1  0  1  - 5  .  pi 間 専 用 (691 ) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 3 8 ( 天満橋北詰 )

電話 ( 352 ｾ＠ 3  5  0  1  - 3  

回 目 前 支 l苫 四 日 市 市 浜 印 西 末 広 町 従 話 ⑮7431- 3  

滋 賀 営 線 新 大 法 市 打 出 浜 13 ー 15 1[L j '百 0775 ⑫ 9 7  3  8  

湾 営 蟻 所 ;京 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

Cie，O. ｩ Ｔ 寺町産局毎 ｉｾ

ー・5="・.，.，.

③片面棋差格基iI

ｾ＠

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸嶋 1 - 22 - 7 T  E  L ( 441 )間 1994 ・(443)間0331

空気調和・ 恒 1旦|亘湿・ 冷凍・ 冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉劾ま舎紅

本 底 大 阪 市 南 区 ! 帆 崎 町 2 - 5  0  ;tι話 261 - 243創的

東京支底 東京都大間区西馬込 1 - 2 - 1 ';je話 773- 1231間

営 業 所 銀 座 ・ 浜 絵 京 都 ・ 神 戸 ー 福 岡

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計・施工

⑫ 山 田 工 諸 積 諸8 *2:

本社且菅工事 事 車 部 大 阪 市 西 区 京 町舷 1 - 6  - 8 世話06(443)8161(大代置)

現境装置 4 草部大阪市淀川区 三津屋南 1 - 1  - 35 世話 ω(3081l 491(代表)

東 京 支 庖 車草剤:rr 車区亀戸1- 8 - 4 (曲目 ピ川 電話 03(ω3)8421 (I U， I  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(京極ビル ) 電話 052(202)ω77(代表)

出 揖 所 梓 戸 ・ 悩 岡 ・ 世 山
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⑤ 設 計 施 工

I7Eヨ 語習昌 必= - . L瓜・ ー...h.

陀 務 局 主 文L 事'" .J:¥. 

代表取締役 山 本 博 三

ヰ土 大 阪 市 北 区 中 之 μ 3 - 3  樹 H ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 塙 水 町 3 3  4  - 6  

T E L  人ー似06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

点 打I1 di 布 京 区 t阿 佐 、 総 高 野 町 2 1  

T  E  L  J;': 軒目 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 1"¥: )  

市 中 央 区 茶 院 1 ー 1 4  - 8  

T E L  布川苗j 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社
ふ
一

A

電 気 設 備

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

ー逮

国l次

本

本企t 営割陣所

京 都 営 難 所

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 16 東 阪 急 ピ J レ T Eし0 6- 3 1 3- 1101

支 底 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

制 問福 岡 出 張 所

盟i
，、

代 表 取 締 役 林 敏 夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東京町li 中 央 区 日 本 紙 符I 崎町 3 丁目 2 番地

ｾｉｩ話 Ｈ ＶＷ ＱＩ 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 州 政 原 ・ 堺 ・ 稲 山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

常務取締役支社長 姉 川 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪市東区高J 1 t [ 橋五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 腕 ・ 仙 台 ・丸 / 内・名 古 屋 福 岡

営業所 ・出 張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ所

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事i

A

Q

一
品

直

三

計

式

云

均

株

十

捌

機

嘉

ゆ

電

山

暖

{

玉

川刷

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪r ! i 城* 灰I i J t r了 三 r 11 1 i 吊; 十七号

m Ui 大 阪 (931 ) 代 ぷ 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区成育三 r J l 卜七吊; 一号 電話大阪 (932)2869

奈良県御所 r1i 御国通3ω m，lli 御所 (2) 0122 

枚方市山之 j 内田r1の I 屯Mi 枚方 (43)8659'(44)9232

神戸 市1l ' 合j ) ( 行楽河i ! i ;' ; TH六排五号 電，lli 神戸 (24 1) 5969

ム一

A
本 電

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 掌ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東京都港区新僑 2 ー 1 6  ( ニュー新僑 ビル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  (代)

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

H  

!古

小;

支

応支

神 戸Ｇ ｩ［ｾ Ｇ＠ ｾ長崎

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 杯1 1I t 町T 1 丁 目 1 1  0 帯 地

'，[. ，1吊 大 阪 ( 472 ) 代 ーよ 1 1  0  1  - 7  

点 京 高I1品 川 区 商 l Ux 凹 6 丁目 25番 11号 ( /(. ¥};. ¥ビル )

.R .1，吊! . I ミ京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 nrfi 町 2 3 番 地

'.{i ，li市 小 介 ( 56 ) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

i品 ・ 下 策 和 歌 山 ?" I'i 民

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電気・アンテナ ・送電線・プラント・計装・空調・土木・建築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

+上

Z

I

 

P

 

-

牛;

'  ふｾ

良11四林取締役社長

営 業 所

大 阪市福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T EL  (  06) 4 52 - 1151  (大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広島 ・福 岡

社本

r. 下， Ｇｂｾ ｊＮＮ ￼Ａ 斤
事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

中 実

大阪市西区北堀江上過 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取締役社長

オ土本

高千緯亀縦株式会討

取締役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 10 

電 話 大 阪 (06) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大代表

東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 3. 4 番 地

電 話 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 路 福 岡 (092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078( 351)  6441 鹿 児 島 0992(24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

o  

社

庖

本

支

営業所
営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5

電 話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 - 名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 声

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

A  

電 気 工 事 ・ 冒 十 装 工 事 ・ 般 骨 十 施 工

Ｍｰｾト薗気工Ｚ，Ｏｾ孟 ｙ リレヲ跡式 Ｘ 耐社

、且ェ

1旦

大阪市北区西堀 川町15 T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6(代 )

東京・神戸・広島・岡山

名古屋・岡山・札幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜松 ・ 滋ｾ

京者11 ・高砂 ・三原・徳 山 松 山 新屑浜 ・福岡・沖縄

力く本山
取締役社長

本 社

支r . t i

事業所

6 番 地

8 8 8  1  

キ士本

支 l苫

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑬ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

ペン手/，，-9・・ミ〉1;寸レ

⑪Ｚｾ＠ '1) 淳 窯 零 歳 月S

官E館 大 阪 06( 532 )代 0461 . 5 5 0  

姫 路 曾 集 所 姫 路 市 北 条 ロ 1 2  6 番 地( 住友生命保険ビル 7 F )  

. 位省既定の防火材料

ソリジットスタイン 基材問. 0 0 0 3 骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 0 0 0 3 " "

大阪市北区与力町一 ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

エ パ ー サ ン ド 基 材 問 等

Standard 

@『

Board&Sl ate 

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06)702一7814- 7  

東 京 司 匹 狼 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川
11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

. 複層模様吹付材 プレハタイル #2000

( 吹付タイル) ( セ メント 系 凸状 ・カ ッ ト 状 仕上 け〉

工マルエボ #3000

( エポキシエマルンヨン系凸状・カット状仕上げ)

⑬ B月初化学工業株式会結

製造発売元 本 社 明石市雄江中谷 -T888番地 (078)928- 3456111::

営業所 大阪兵庫・車京名古局ー広島 ，高松・福岡仙台

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川l川川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川
11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11 l  

1. '; ; ". 守空丹町『・v、=-電ヲ・
ーｾ Ｎ［Ｎ 司 、Eヨrao:: : :事哩里・町、. 1

， ，， ｉ Ｚ Ｇ ［ Ｎｾ＠ "E.r.品 、百号-

'"，" '"  Ｍ，ｱｯ ・ ｬ 、ｾＧＮＱ
E 盟rI 民主21 ｉＺＧ［ｾ＠

フ タ パ 黒 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商J吉

大 阪 支J吉

大阪市東区高周橋 2 丁目 9 野 村 ビ ル5階 電話 大阪 (202)4905

消 火 設 備 の バ イ オ

、岡国・

ア、-

ハロン1301消火設備

二酸化炭素消火設備

粉 末 消 火 設 備

嘩生高圧瓦斯工業株式会社

本 社 〒 664 伊 丹 市 伊 丹 雲 正 の 下 2 3  7  " 1番地 雷伊 丹 (0727) 82- 8561 (代)

東 京 支 社 干 102 東京都千代田区九段南4丁目 7番13号 (大島ピ J レ) 台東 京 (03) 265ー 7651(代)

名 古 屋 事 務 所 干 462 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁目 l 番 地 雷 名古屋 (052)915- 0801 - 2  

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン タ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄 (附 5121 - 5  

45  
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  6  

:"::J l ・ 左 官 用 外 内 塗 装 材

出

。特長= 化粧・防水・亀裂防止・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈 ロ ー ラ ー ワ ン タ ッ チ 仕 上 げ 〉

I 強 力 水 性 シ ミ 止 シ ー ラ - 1  

Ｑ 二 ＲＲ スス等ヨザ ｾ￞ｷｱ｣

左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の最高級品

( 緊楽仕上)

ヨイ ｾ￞ ＺＺｬＮｉｊ ｂ

⑧埋葬整担 暫

新 興 壁 材 工 業 株 式 会 社

大阪市住之江区粉浜 3 - 5 - 6 雪 (06) 672- 1  661 ( 代)

体) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福岡市博多区上牟田 3 ーワ - 3 密 (092) 411 - 5225 ( 代)

46 
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什進式
フィスでは人員の増減やシステムの改善等て . オフィスレイ7フウトも流動的です。取悶. 取はず

しが簡単なテ・ィヌは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて. 剛性のあるディオ

パネル( イソパンド36) の表面は 0. 5' %のi軍ビ鋼板て偶成され，美しい室内感覚を出しています。

(  P AT. 6i 牛〉

奥村重呉街株式会社日 人

干 530

〒 105 ｗＺｾ占 ＨＰＳＩ 437- 3361( 代〉

〒81? 1ITM( 09? ) 291 - 0459( 代〉

干 の ＱＱｾ 訪 ＨＰＵＲＩＵＷＲ - 5436( 代〉

名 古 屋

年中見ていただける 皆様の見本室
I  ｾ＠ I  

タイル

常 設 展 示 場

A M.  1 0 . OO- P  M 5. 00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06 )364- 2059 

4毎回新道 O  南 森 町

刊 建 築 技 術

(  I 月 号〕 特 価 ￥800  

. 流動 コンク リー 卜・・ ー・・・・・・・・・・・ ー………・・…・・・…・武田一久

. 流動コンクリー卜の施工- … … … … … … 落合豊次郎ほか

. 既 存 R C造建築物の耐震診断基準・・…. . . . . . . 梅村 魁ほか

. 建設省総合技術開発プ ロジェク 卜( 5  )・ ー・… - 広沢雅也

・日 本における建築介野の CADの現状( i  ) . ・……須藤福三

・電電公社の公衆データ通信・ ・.......... .... .一白目滝野文雄ほか

・沖永良部台風による建物の被害・・・ー ー -ー ・・ ・・・…・室田達郎

・設計者と現場マンのためのわかる溶接・ ・・ . . … ー井上 博

. 構造計算データシート・ ・・・・ ・ー ・・ ・・・・ ・・ ・ー・・・ー・…・ ・中川 淳

. 最近の技術開発動向 . 西と東の建築工事 ・読者コ ーナー

〔特集号案内〕

. 躯体生産技術の向上をめざして / 51 年4月 特 価 ￥ 780

・ 建 築 と 接 合 / 51 年 7 月・ 特 価 ￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 11 月 特 価 ￥ 1，400

・失敗の実例に学ぶ 1  / 52年 同 ・特価￥ 1，000

. 失敗の実例に学ぶ II / 52年 11 月 期 薗 ￥ 1，000

! ! : : ご可〒 160 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿 1 8  1中島ビル 8F

Fヨ益基211国替口官o 7端
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錆びない. ノ

わ れ な い /

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

品 種

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S. P. M)

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C. S. P. M)

i皮板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i皮 ボックス i皮 W ジ ャ ン ボ 波 V デッキ

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁 )

換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制 ))

Tf I J I レヲ! 乱暴9J l 製造株式会祉

本 社

営 業 本 部

東 京 本 社 及 工 渇

大 阪 支 J苫 及 工 場

九 州 支 庖 及 工 渇

名 古 屋 支 底

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 旬 結 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

鳩 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 厳 ( 42 )  3115代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 路 大阪 ( 488) 1081代 表

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 北 九 州 (691) 2831 代

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町 1 の24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

現場の信頼に応える .，1 " 16， 
告 目 白

書' t 口口

セメ ン ト防水 ・防 湿 用

セメ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セメ ン ト 硬 化 促 進 周

セメ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シート防水用

ウレタ ン弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

宮 家 ヲ ー

ヲaも- s，，- #-

7 .6- 9 ; '  

' 1'1'-9' : . .  

セメント起泡・軽量 ・裏込用 ｚｾ ロトル

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 z ; 宅: ; ，- 叫盤

ー セメント混和剤・助材綜合メーカ一 一

仙台 ａ 株式ｾＮＮＮＮ 園1 : : 1....... ー唖t .a.
言 ｬｾｮ 会社 ￬ ｄｬ ｦｴ 園唱且｟｟ｾＮｌ

亙三" . l t " 1 l 品川区二獲1ー18- 8 f t東 京 (787) 1131代 表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 ft0245(91) 1l 3H1的

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 ー 3 ft0298 (23)  113l(内

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 含 0196(45) 1331刊

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



るウエ ル ド シス テ ム ｏｾ 持 ー 殊絶縁防水工 法 Ｈ 特

許ス トライ プ工法 ) 0 メルタ ン防水工法など

の技術と、 完全責任 施 工 ・年 限保証が私 たち

の強力な武器。 全国90 カ所にも

およ ぶ く日アス〉ネッ トワ ー クの 、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目 ください。

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリの スキ聞 でも 、水 は遠慮 しません。

< 1:1 アス 〉は、防水工事 ひ とすじ に50余 年。

この小 さなス キ間と の 長 いたたかいを 続け

ているのです。 もちろん O シグマー トによ
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地 区 会 社 名

東 海 三 信 建 材 工 業 株 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池 田 涯 青 工 業 株 式 会 社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水(株) 大阪支庖

フヲ パ興業株式会社

マル工ス工業株式会社

有限会社丸藤商底

大島応用化学工業株式会社

久下商底

東洋建材株式会社

中村涯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社 ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

国 束中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業 (株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

国 大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

繰式会社マルマス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業(株) 高知支底

安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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会 社 名

目本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路 出張所

日新建エ( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建エ( 株) 仙台支庖

伊議建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京涯青株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建エ株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

諸島田工業株式会社

富士エ材株式会社

藤;1青興業株式会社

7 7パ興業( 株) 東京営業所

北条渥青工業株式会社

マサル涯青工業株式会社

大和工業株式会社

涯青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港 i! 青株式会社

不二防水工業繰式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支底

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

;1 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋高庖

同和建築株式会社

同和建築( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商唐

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業練式会社

地 区

北海道

越

陸

東 北

関 東

f言

ｾｴ＠

ト 防 水 工 業 協 同 組 合
脱 出 川 Ｒ Ｔ Ｐ 叫 ｉｉｲ ｾ 他日本アスファル

、 』 圃 " 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8

中 部支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19( 岐 阜 正 ビ ル )

関 酉 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  

t r ( 882)  2424大 代

合 ( 882) 2424大 代

怨 ( 741 ) 6257 代

合 ( 329) 7737 代

t r ( 45 1) 1095 代

日 新 エ 喋 株 式会 社 内

日新 工 業 内

日 新 エ 撲 名 古 屋 出 張 所 内

日新工業大阪支底内

日 新 工 業 九 州 出 張 所 内製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社



新しし P ヒューマン床材" シリーズ誕生O

三星アコスティカJレフロアーズと名づけました。

私Htl ーの 1"1 スウェ ー デンからやってきたアコスチフロア 。 この

たび， ITIμ のすぐれた技術で1"1産化に成功しました 。 これを機

会に，ニれまでの「アコスチ J I ジム」を 川途別に分け ，新し t 、('1'

ＱＱＱ Ｑ を ｽｊｉｉ わえて ， アコステイカルフロアーズと名づけました 。 ｬｾｦ

ql ! ヒュ ー マン! 木材 シリ ー ズの誕生です 。

ニの｛，ｦￇＮｦ イ は，これまでの発泡 Ｑｾ ， ＧＱのない単 ｟ Ｎ￞［Ｑ のベ ー シックタ

イプのＡ木材，クッションタイプの川、材とは，まったく ｙｾｮ のば

材で， HiI常 l吸収十i にすぐれた性能をも って います 。 その秘術! ; ) : ， 

Ｑ Ｇ Ｑ い発 ｍｉｾＱ をサンドイツチした政介椛足 ｩ にあります 。 つま り，

発泡 ＱｾＧＱ が ， lit 米のクッションフロアのようなケミカル発泡とち

がｾ ， ，メカニカルにつくられた級術な辿jbL気泡で、椛! えされ てい

るからです 。 しかも，表附には，リップル ( さざ波 )状のすべ、り

どめ }J II 二lてもしてあります 。 また， ｦｦ Ｇ ｩ 幣 ＿ＧｩｾＱ 析十 ｼ 一 ， f抑制ぜ1:，r(o，t久

'1' 1:， ドVi 水'1'1:， r耐fi耐耐u吋1付J 薬 lJl i"山l

lり1 ます 。

アコステイカルフロアーズ! ; ) : ，山 fT : ある施工システム ととも

に，今，ば材に求め b れているあらゆる条 ('1を完備した長) ( ば

材です 。

ヒューマンスペースを創造する

l n音 聞 社 烹

学 校 ・一般 用

A C' 3日F 図

匡E
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病 院 ・福 祉用

A C' 3日P 回
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vgi 争厩用 固 定茜床協組

東京営業所 ・東京都千代田区岩本町 3- 11 - 13干 101 n 03( 866) 610 I( 代) 大阪営業所 ・大阪市西区京町堀ト 10- 5干 550n 06( 441 ) 5951 ( 代)

札幌 n OII (231 )8261 / 仙台 宮 0222( 22)6413/ 宇 都 宮 n 0286( 22) 8264/ 新渇: n 0252(  45)0816/ 横 浜 n 045( 日 1)4835/ 静 岡 n 0542( 引 )5849

名 古 屋 n 052( 571 )6361 / 金 沢 宮 口762( 31) 5741 / 広島 台0822( 岨 )9436/ 高 松 宮 0878( 62) 5285/ 福 岡 宮 092( 712) 9141
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